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●昭和48年度文部省科学研究費補助金 (研究成果刊行費)交附助成図書



緒 言

世界各国の鳥類の種は,熱帯や大陸の大国では1,000種 を越 えるが,温帯地方の国では

500種内外 (通常約20%の迷鳥などを含む)で あり,多 くの国が自国産の全種の目録や図

説を発行 している。

本書 もそれの代表的な出版物であり,日 本領土から知 られる全鳥類の種について学名 ,

和名,英名,分布,国内産地 ,生息環境及び現状を掲げてある。

本書の初版は,1922年 (大正11年)に 日本鳥学会の創立10周 年記念出版 として発行 さ

れ,そ の後,10年 ごとに第 2版 (1932年 ),第 3版 (1942年 )と 改訂,増補 された。その内

容は日本鳥学会の日本産鳥類の分類学的研究の歴史を如実に示 してお り,そ の間に多 く

の新種,亜種が収録され,第 2,第 3版では当時日本委任統治領であった裏南洋 (マ イ

クロネシア)の鳥類目録 も加えられた。そして第 3版 において事実上,日 本産鳥類の種

類 と分布の全貌が明らかにされたのである。

第 4版は,1952年発行の予定であったが,戦後の諸事情で1958年 まで延びた。この版

では分類学的にはいくつかの学名変更はあるが,概ね第 3版 を踏襲 し新 しく “種の世界

分布"(そ れまでは亜種を基準 とした)と “現状status''を 加 えたが,政治的な日本領土

の縮小に従い日本本土の鳥類に限定 された (た だし,樺太,小笠原,千島,琉球,台湾 ,

朝鮮の関連亜種 も併記 してある)。

今回の改訂第 5版は1968年出版を目標に,1966年 10月 10人の編集準備委員によって着

手 し,週 1回計30数回の委員会を開いて学名,和名,産地記録を検討 し,1968年 6月 で

全種についてこれを終了,国 内産地の和文目録 も作成することとし, 7月 から英文は黒

田長久,浦本昌紀,和文は高野伸二の各委員担当で起草段階に入った (鳥89号 :209月

しかし,その後の出版事情の困難 もあって原稿の進捗が遅れていた。

1)そ の他の関連記事は鳥83号 :219;84号 :271;87号 1"参照。

このような情況のとき,1972年 10月 ,学習研究社の原正氏か ら本書の刊行に協力の御

申し出があり,従来は学会で編纂,発行 して きた本書を,今回は日本鳥学会編纂,学習

研究社発行 とすることを評議員会で了承 し,文部省大学学術局に研究成果刊行費の補助

金を申請 し受理 された。

よって原稿完成を急 ぐため更めて英文を黒田長久 (ス ズメロ以外),森岡弘之 (ス ズメ

目),和文は高野伸二 (代表)外の各氏担当で責任分担 し,準備委員会の資料を基に新委

員会を発足 させ,学研から原正氏の参加を得て円滑に編集を進め,1974年 3月 の文部省



規定の刊行期日に間に合わすことができた次第であり,各執筆者,協力者,学習研究社

の御協力を深く感謝する。

この版では,準備委員会で決定してあった,1)範囲は日本本土のほか,南千島,沖縄 ,

小笠原群島,硫黄列島,南鳥島,大東群島を含める,2)種 を単位とする第 4版の方式を

一層徹底する 〔英文版ではRange,Status,Httitat,Locality Recordsの 項目を設ける

(新委員会で決定 )〕 3)分類方式は従来のHartert式から近年各国で採用のWetmore式 ,

つまりPetersの世界鳥類目録の方式に変更し,日 ,科はA new dictionary of birds,

属,種はvaurie,The birふ 。f Palearctic faunaお よび一部はPetersの Check list,

X,XVな どを考慮する,の 3点に基づいて編纂した。

初版以来の目録に収録された目,科,属 ,種,亜種の数は,次表のようである。

日本鳥類目録収録種類数の変化

版

刊行年 科 属

|     |

1種亜種
|

種 範 囲

25

17

67

34

311

85

599

141

856

169

577

147

893

194

25

18

291

86

22 61 205 424 552

初 版

1922

第 2版

1932

第 3版

1942

第 4版

1958

第 5版

1974

61 387 504 788

70 213 490 626

日本本土,小笠原・硫責諸島,

沖縄,樺太,千島,朝鮮 ,台湾

同 上

裏南洋 (マ イクロネシア)

同 上

裏南洋 (マ イクロネシア)

日本ホ土

(北海道～奄美大島)

日本本土,小笠原,硫黄諸島 ,

沖縄,南千島

この表から,地理的範囲が版によって違うので比較には同地域で算定する必要がある

が,少なくとも日本鳥類の分類 も属の細分から統合への世界的な傾向に従っていること

がわかる。第 5版の英文版の分類学的内容は,準備委員会の検討を基礎とするが,終局

的には黒田長久 (ス ズメロ以外),森岡 (ス ズメロ)委員の個人的な分担によって執筆

され,と くに森岡委員は独自の見解を随所に述べ,両者を執筆責任者とする形をとって

いる。

日本鳥類目録では,和名は初版以来各亜種につけられ,種の和名は載せていなかった。

従来はこれでも特に不便を感じなかったが,分類学的研究以外は亜種に拘泥する必要は

目

18



少なく,ま た野外観察では亜種を確かめられない場合がほとん どである。このため,種
に和名を選定する必要が生 じ,次の主旨によって選定 した。

1.原則 として1958年第 4版の亜種名の中からもっとも一般的と思われる名 (こ れは

日本においてもっとも分布の広い亜種の和名と一致する場合が多い)を種名として採

用 した。

2.一般名 と混同されるおそれがあり,特に日本において多いとは言えない種につい

ては,接頭詞をつけて区別 したものもある  (例 :コ ミズナギ ドリ,コ グンカン ド

リ, コクハクチ ョウ, クロハゲヮシ等 )。

3.2,3の ものは各委員の意見を参考に改名した (例 :ア シナガコシジロウミッパメ

ー→アシナガウミツパメ,タ イワンミゾゴイー)ズ グロミゾゴィ,カ ラフトコヒパ リー→ヒ

メコウテンシ,キ ガシラツメナガセキレイーうキガシラセキレイ,ス インホーガラ→ ツ

リスガラ等 )。

4.日 本国内に 1亜種 しかない場合は,原則 として種名と同じものを亜種名 とした。

5.日 本国内に 2つ以上の亜種がある場合はもっとも分布の広い亜種に,種名と同じ

ものを用い,他の亜種は種名に接頭詞をつけて区別 した  (以上は原則 として1958

年第 4版によった)。

6.日 本国内に 2つ以上の亜種が同等に分布 し,出現する場合は,すべての亜種を種

名に接頭詞をつけて区別 した  (例 :ヤ マ ドリ,ダイサギ,フ クロゥ,ツ メナガセ

キレイ等 )。

7.分類学的な関係を示すために,従来 と違 った名を採用 したものがある (例 :テ ッ

ケイ→ タイワンコジュケイ, コムシクイ→ コメボソムシクイ)。

和文版の,種,亜種の分類,配列番号,学名は英文版に一致 させてある。

終 りに,本書の出版に当たり,その学術的意義を評価 され,進んで御協力下さった学

習研究社社長古岡秀人氏並びに編集,印刷上の実務および出版事務に細心,周到な努力

を惜まれなかった同社科学書籍開発室原正氏及び岩本和子氏,莫大な英文タイプを担当

された高橋克子氏に深堪の謝意を表 し,多額の出版補助金の交付を決められた文部省の

大学学術局担当官の方々の御配慮を深 く感謝する。さらに,小林桂助氏からは学名,和

名,産地の全般について多 くの助言,補足をいただき,英文に関 してはR.De Lapp氏の

校閲を煩 したことを記し,心からの謝意を呈する。

昭和49年 3月 31日

日本鳥学会々頭 黒田長久

¨
Ｖ



●日本鳥類目録改訂第 5版編集委員

準備委員 (1966年 11月 ～1968年 6月 )

山階芳麿 (委員長)池 田真次郎 清棲幸保 黒田長證 黒田長久 三島冬嗣 高野

伸二 宇田川竜男 浦本昌紀 吉井 正

編集 (執筆)委員 (1972年 1月 ～1973年 10月 )

英文 :黒田長久 (ス ズメロ以外 )

森岡弘之 (ス ズメロ)

和文 :高野伸二 (代表 )

松山資郎 (ア ビローコウノトリロ)

柳沢紀夫 (ガ ンカモローワシタカロワシタカ科,ヒ タキ科 ヒゲガラ亜科―ヒタ

キ亜科 )

笹川昭雄 (ヮ シタカロハヤプサ科―ツルロ,チ ドリロカモメ亜目,ヤ イロチ ョ

ウ科―モズ科 )

高野伸二 (チ ドリロチ ドリ亜目,レ ンジャク科―ヒタキ科ツグミ亜科,ア トリ

科―カラス科)

内田康夫 (チ ドリロウミスズメ亜目―キツツキロ,エ ナガ科―ホオジロ科 )

編集協力

小林桂助 (全般),Richard De Lapp(英文校閲),学習研究社 (科学書籍開発室):

原 正

●凡例

1.分類学的配列,学名

分類学的配列,種および亜種の分類,学名についてはすべて英文版によった。

2.産地の配列

おもな島は北から南へ,付属の小島はおもな島のすぐ後に記した。

3.本文中の記号

B=繁殖,W=越冬を示す。はっきりせぬものやまれなものには記号をつけなかった。
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MELIPHAGIDAE

ホオジロ
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CORVIDAE

日本鳥類目録改訂

第 5版 から除いた

種および亜種について
一

F18

lθ」

lθ2

lθ2



アビロ

アビ科

1

2

GAVIIFORMES

GAVIIDAE

アビ Gαυjα sた JJα れ (Pontoppidan)

アビ Gαυjα sた ′′αια sた′Jα tα (Pontoppidan)

北海道,南千島,本州 (W),佐 渡 (W),四 国 (W),九州 (W),対馬 (W),伊豆

諸島 (大島)

冬期,本州から九州沿岸の海上,湾内,河口に渡来する。

オオハム Gα
"α

 α7c"cα (Linnaeus)

オオハム Gαυjα αrc″ca υ,7jdι g“′α7お Dwight

北海道,南千島,本州 (W),佐 渡 (W),四 国 (W),九州 (W),対馬

冬期,本州以南の沿岸や内海に渡来する。

シロエリオオハム GαυJα pα cげたα (Lawrence)

北海道,南千島,本州 (W),佐 渡 (W),四 国 (W),九州 (W),伊豆諸島 (大島)

冬期,主 としてわが国の太平洋沿岸の内海に渡来する。

ハシジロアビ Gα
"α

αあmsJJ(Gray)

北海道 (W),本州 (W),九州 (長崎1883年 )

冬期,大平洋岸に渡来するが多くない。北日本のほうが多い。

3

4

カ イ ツ ブ リ ロ PODICIPEDIFORMES

カ イツ ブ リ科 PODICIPITIDAE

5カ イツブリ Pοdjcηs rげたο′′お (Pallas)

カイツプリ PοJjctts rげ jcο′′js pο gge」 (Reichenow)

北海道 (B),南千島,本州 (B,W),佐渡,四国(B,W),九州 (B,W),対馬 ,

伊げ諸島 (八丈),小笠原群島,北部琉球 (奄美),中部琉球 (沖縄,久米),南部

琉球 (石 IEl,与那国),大東群島 (B,W)

北海道から九州まで各地でふつうに繁殖するが,北海道,本州北部では夏鳥 ,

本州南部では留鳥である。

6ハ ジロカイツブリ Pο″cηs● jgr」 cο′′お Brehm



ハジロカイツブリ Pοttc"s● jgrた ο

“

Js"grたο′Jお Brehm

北海道 (W),本 州 (W),佐渡 (W),隠岐,四国(W),九州 (W),対馬,伊豆諸

島 (八丈),小笠原群島,南部琉球 (宮古)

冬期,浅瀬の海岸や湾にふつうに渡来する。

7ミ ミカイツブリ Pο dj“pS α●7“
“
S(Linnaeus)

ミミカイツプリ Pο∂Jceps α
“
7"“S α27jれS(L innaeus)

北海道 (W),南 千島,本州 (W),九州,対馬 (W),北 部琉球 (奄美)

冬期,本州,九州の沿岸に渡来するが,少ない。

8アカエリカイツブリ Pοおcη s grjsagam(BOddaert)

アカエリカイツブリ Pο″c"s grjsege,4 λοめο′′だ Reinhardt

北海道 (B),南 千島,本州 (W),佐渡 (W),隠 岐,四国(W),九州(W),対馬

北海道で繁殖し,本州以南へは冬期渡来し,岸近 くの海上に見られる。

9カ ンムリカイツブリ PοdjcのS C7お 施t●S(Linnaeus)

カンムリカイツプリ Pο ttctts crおれれs crお れれs(Linnaeus)

北海道,本州(B,W),九州(W),対馬 (W),南 部琉球 (宮古,石垣)

主に冬鳥として渡来し,湖沼や海上,岸辺近くに生息する。1972年,青森県市

柳沼にて繁殖しているのが発見された。

ミズ ナ ギ ドリ ロ PROCELLARHFORMES
アホ ウ ドリ科 D10MEDEIDAE

10アホウ ドリ DJοπedeα α′bα 37●s Pallas

北海道,南千島,本州,九州,対馬,伊豆諸島 (鳥島 B),小笠原群島 (B?),

硫黄列島,南鳥島 (1924年 ),南部琉球 (尖閣 B?)

かつては鳥島,小笠原群島等で多数繁殖 していたが,現在は鳥島で少数繁殖 し

ている。

1:コ アホウ ドリ DJοπ
`dο

αれπ●ιαbj′ js ROthschild

北海道,南千島,本州,伊豆諸島 (八丈,鳥島),南鳥島,中部琉球 (久米),南

部琉球 (宮 占)

かつて鳥島で繁殖 していたが,現在は海上で見 られるだけである。



12ク ロアシアホウ ドリ DJοποdeα πなr"es AudubOn

北海道,南千島,本州,四国,伊豆諸島 (鳥島 B),小笠原群島 (B),硫黄列島 ,

南部琉球 (石垣,仲神島,尖閣)

鳥島および小笠原群島で繁殖が確認 されているが,硫黄列島,尖閣列島等でも

繁殖の可能性がある。

ミズナ =ギ

｀
ドリ科  PROCELLARIIDAE

13フルマカモメ Fし′παγ
“
sg′αcjα′Js(Linnaeus)

フ ル マ カ モ メ  Fπ hα 7●Sg′αCあ′JSア0むerS't CaSSin

北海道 (W),南千島 (W),本州 (W),伊 、

'諸

島 (八丈,想婦岩沖)

北海道,本州中部以北では冬期,海上に渡来 し,北海道では夏 も見 られる。暴

風雨等のために偶然陸地で発見 されることもある。

14ハ ジロミズナギ ドリ Pた 70ごrOπ C SO′α,ガ7j(Gould)

大東群島 (南大東島1931年 8月 3日 ―鳥33・ 34号),本州東方海上 (1964年 6月 30

日～ 7月 5日 ―鳥86号 )

日本近海にはごくまれに飛来 し,少数の記録があるにすぎない。

i5在オシロハラミズナギドリ PたヶοarOπα O″ た7m(S alVin)

オ オ シ ロ ハ ラ ミ ズ ナ ギ ド リ  Pた 70arOπα O″ た r,ta Cerυ JCα JJS(SalVin)

本州 (愛知県名古屋市鶴舞公園1962年 7月 29日 ―山階鳥研報 3巻 3号 )

北半球― 日本からは初記録である。台風 7号 が名古屋地方を 7月 27日 ～28日 に

かけて通過後,道路上で拾われたものである。

16シ ロハラミズナギ ドリ Pたヶοdrο mα λ″ο′ο
“
cα (Salvin)

シロハラミズナギ ドリ P:″οdrοπα λyροた
“

αλ″ο′。
“

α(Salvin)

本州,四国,九州,伊 り諸島,小笠原群島 (聟島B,北之島),硫黄列島 (北硫黄

島 B),南鳥島,琉球 (Hartert報 ),中部f′

ユ
t球 (沖縄1971年 )

小笠原群島と硫黄列 l:急 で繁殖 し,付近の海域には多いが,本州,四国,九州に

は,と きに飛来するだけである。台風とともに飛来することが多い。

i7ヒ メシロハラミズナギ ドリ Pた rο drοπα」οπgJrο str」 s(Steineger)

ヒ メ シ ロ ハ ラ ミ ズ ナ ギ ド リ  Pた rο drοπα ′Oπgj70Str'S′ OπgjrOS'7'S

(Steineger)

本州 (青森県陸奥湾1893年 ,京都市嵯峨新宮町1972年 9月 )



日本では上記の記録 しかない。1964年 7月 2日 ,本州東方 (38° N～ 149° 30'E付

近)海上で本種 6羽 (亜種不明)が観察 されている (鳥86号 )。

:8アナ ドリ 3●′ッerJα bι′ッerjゴ (Jardine&Selby)

本州 (栃木,長野,大阪湾),伊豆諸島,小笠原群島 (西之島 B),硫黄列島 (北硫

黄島,硫黄島 B),南鳥島,南部琉球 (石垣,西表),大東群島 (南大東島)

小笠原群島,硫黄列島で繁殖 している。本州,伊豆諸島へはまれに飛来する。

i9オ オミズナギ ドリ Cα
`∽

ecレJs I`“
“

dαs(Temminck)

北海道 (B),南千島,本州 (B,W),佐 渡,隠岐,四国 (B,W),九州 (B,W),

対馬,男女群島 (B,W),種子島,伊 :′諸島 (大島 B,利島 B,新島 B,三宅 B,

神津 B,御蔵 B,八丈 B),北部琉球 (奄美,徳之島,沖永良部),中部琉球 (沖

縄),南部琉球 (石垣,西表,仲神島,尖閣 )

日本周辺の島では北海道から九州まで集団繁殖地があり,春から秋にかけて繁

殖 し,海上にも多数見 られるが,厳寒期には少なくなる。

20オナガミズナギドリ Pげ勲出s pacι/jc●s(Gmelin)

オナガミズナギドリ Pザル●
“

pαcψ c●s cHο r07λy,ChS LessOn

本州 (相模湾,富山,福井,山梨),伊豆諸島 (鳥島),小笠原群島(B),硫黄列島

(北硫黄島B,硫黄島B,南硫黄島B),南鳥島

小笠原群島,硫黄列島で繁殖し,本州,伊 豆諸島へ飛来したことがある。

21ア カアシミズナギドリ Pげ力口s ccrπ ″pes Gould

アカアシミズナギドリ Pz〃J″s carπ
`わ

as car● ejPcs Gould

北海道,南千島,本州,伊 豆諸島 (大島,新島,鳥島)

本州沿岸,北海道の南部に,春から夏にかけてふつうに飛来する。

22ハ イイロミズナギドリ PI頃ル出s grおο
“
S(Gmelin)

北海道,南千島,本州,九州,伊豆諸島

本州沿岸および北海道沿岸へ,春から夏|ごかけてふつうに渡来する。

23ハ シボツミズナギドリ Pヴ
"“

sた●
“
jrο

sι rls(Temminck)

北海道,南千島,本州,四国,九州,伊豆諸島,小笠原群島

春から夏にかけて日本近海に多数渡来し,大 きな群れが見られる。

24コ ミズナギドリ Pヴれ
“
s,2a″υj,α″s Streets

本州 (宮城県亘理郡坂元1947年 3月 ,神奈川県相模湾1924年 2月 )

迷行した上記記録があるだけの,ま れな種である。

25セ グロミズナギドリ Pザ :′
j"●s lλ¢γπれルri I′ esson



セグロミズナギ ドリ Pげfれしs Jλ erπ れたr」 bαmerπα
“

j Mathews&

Iredale

小笠原群島,硫黄列島 (北硫黄島 B),南部琉球 (石垣 )

北硫黄島で繁殖 し,小笠原群島,硫黄列島の海域に見られるが,多 くない。

ウ ミ
｀
ツノ` メ科・ HYDROBATIDAE

26アシナガウミツパメ Oceαπじたs οcaαπjc●s(Kuhl)

アシナガウミツパメ Oceαπjた s οcaαπたしse″αsperαι2s Mathews

本州 (千葉県犬吠埼灯台1932年 4月 6日 ,岩手県三陸沖1967年 7月 11日 ),伊 り諸

島 (鳥島東50カ イリ1967年 11月 一山階鳥研報30号 )

日本近海への飛来は少なく, 3例があるのみである。

27ハ イイロウミツパメ Oceαποdrοπα′ιrcα :α (Gmelin)

ハイイロウミツパメ Oceαποdrοπαれ
“
αια′●rcα :α (Gmelin)

北海道,南千島,本州 (青森,岩手,新潟,神奈川,静岡,兵庫),硫黄列島,

南鳥島

わが国の沿岸に,ま れに飛来する。

28コ シジロウミツパメ Oc“ποarο
"α

′
`“

οrんοα (Vieil10t)

コシジロウミツパメ Ocιαποdrοπα′●2cο rλοα Jω cο rλοα (Viei110t)

北海道 (B),南千島,本州,伊豆諸島 (大島,八丈,鳥島),小笠原群島 (父島)

北海道の大黒島で繁殖し,本州,伊 、,諸島,小笠原群島へ飛来の記録がある。

29ヒ メクロウミツパメ Ocoαποarοπα ποποr″s(Swinhoe)

本州(B一青森県尻屋崎,岩手県三貫島,京都府沓島),隠岐 (B),九 州 (沖ノ島B),

伊ヽ
'諸

島 (八丈),中部琉球 (沖縄),南部琉球 (石垣)

尻屋崎,三貫島,沖 ノ島等で繁殖し,本州沿岸,伊豆諸島,沖縄へ渡来する。

30ク ロコシジロウミツパメ OceαποJrοπα ccsι rο (Harcourt)

本州 (青森,岩手県三貫島B,日 出島B,宮城,栃木,静岡県御前崎,千葉県犬

吠埼,茂原,神奈川県横須賀,福井,奈良)

岩手県下の三貫島,日 出島で繁殖し,本州の沿岸に飛来する。

3iオ ーストンウミツパメ OceαηοJγ
"“

ιrおレαmゴ Salvin

本州,伊 ヽ
'諸

島 (蛇島B,オ ンバセ岩B,鳥島B),小笠原群島,硫黄列島 (北

硫黄島B)



伊豆諸島の鳥島や,硫黄列島で繁殖 し,春,本州沿岸へ飛来する。岩手県三貫

島で繁殖期に捕獲 されている。

32ク ロウミツパメ Ocea“ οdr"“ ″4ts“力J7α a Kuroda

本州 (相模湾1921年 5月 ,宮城県本吉郡志津川町1956年 2月 24日 ),小笠原群島

(母島,西 之島),硫黄列島 (北硫黄島 B)

硫黄列島の北硫黄島で繁殖の記録があるが,本州沿岸では 2回 しか飛来の報告

がない。

ハ:リ カ ン ロ PELECANIFORMES

ネ ッタイチ ョウ科  PHAETHONTIDAE
33ア カオネッタイチョウ Pんααλ

“
γ

“

rたα
“
力 Boddaert

アカオネッタイチョウ Pλαθ,λ

“
r“ r」 cα

“
あ 7ο ιλsc腸′JJ(Mathews)

本州 (岩手,埼 ―に,長野,山梨,岐阜,大阪,兵庫),小笠原群島,硫黄列島 (北

硫黄島 B,南硫黄島 B?),南鳥島 (B)

硫黄列島の北硫黄島,南鳥島で繁殖の記録がある。ほかに迷鳥 として本州へ飛

来することがある。

34シ ラオネッタイチョウ Pんααλοπ Jθρれァ2s Daudin

シラオネッタイチョウ 3脆αλ
“

Jθρ:ι7● S d070:λ eαO Mathews

本州 (山 梨,石川,長野),小笠原群島 (嫁島),硫黄列島 (北硫黄島),南鳥島,

琉球

わが国へは,迷鳥 としてきわめてまれに飛来する。

ベ リカ ン科 PELECANIDAE

35ハ イイロベリカン P`′
“
απ

“
sp″ Jキpe■ sお Gmelin

ハイイロベ リカン Paル cαπ
“
s pλ j′ J2ρ

“
s,s crお p●s Bruch

九州 (福 岡県糸島郡今津村浜崎1941年 10月 17日 ,鹿児島県噌口於郡志布志町安楽

川口1919年 10月 ～11月 ),南部琉球 (石垣,登野島)

わが国へは,迷鳥 としてまれに渡来するだけである。上記のほかに千葉県行徳

での観察記録 (1968年 9月 ,10月 )が ある。



カツオ

36

37

38

ドリ科  SULIDAE

カツオ ドリ Sし
`α

′
“
κOgα Sた7(BOddaert)

カツオ ドリ S● Jα ′
“
ルcοgasた rp′οt●s(FOrster)

本州 (金華山沖,宮城,大吠埼,静岡,兵庫),四国 (高知),九州 (長崎,熊本 ,

宮崎,鹿児島,草垣島 B),伊豆諸島 (御蔵,八丈,蘭灘波 B,須美寿 B),小笠

原群島 (B),硫黄列島 (B),南 鳥島,南部琉球 (石垣,西表,仲神島 B,尖閣B)

大東群島 (南大東島,沖大東島)

伊豆諸島 (須美寿,蘭灘波),小笠原群島,硫黄列島,九州 (草垣島),八重山群

島 (仲神島);尖閣列島で繁殖する。本州,伊豆諸島,四国,九州に,と きどき

飛来する。

アオツラカツオ ドリ S●′αあ cty′αιrc Lesson

アオツラカツオ ドリ S“′α晟
“

ty′α″α persο夕2● ια GOuld

佐渡 (1968年 1月 ),伊豆諸島 (明神礁付近1969年 7月 22日 ),小笠原群島 (父島

と母島の中間海域1968年 8月 23日 ),南部琉球 (仲神島1965年 8月 )

小笠原群島,八重山群島などの沿岸へ ,ま れに飛来する。

アカアシカツオ ドリ S“′α s2′α (Linnaeus)

アカアシカツオ ドリ S“ια s● Jα r“レゎes GObld

小笠原群島 (西之島),硫黄列島 (北硫黄島),南鳥島,南部琉球

ごくまれに渡来するにす ぎない。

ウ 1円
, PHALACROCORACIDAE

39カ ワウ P,吃′αcrο cο知″ccrbο (Linnaeus)

カ ワ ウ  Pん α′αcrOCOグ α″ Cα 7bOん απ
`dα`KurOda

北海道,南千島,本州(B,W),四国,九州,対馬,伊 、1諸島,小笠原群島 (聟

島),南部琉球 (宮古,西表,与那国),大東群島 (南大東島)

本州各地で繁殖していたが,現在しだいに減っている。本州以外での繁殖につ

いては確実な報告がない。

40ウ ミウ Pんα′αcrο cο rα″′j′απ
`π

ιοs2s (Temminck&Schlegel)

北海道 (B,W),南 千島(B),本州 (B,W),佐 渡,隠岐,四国(W),九 州 (B,

W),対馬,種子島,伊豆諸島(W),小笠原群島,北部琉球 (奄 美),中 部琉球

(沖縄),南部琉球 (黒島,与那国)



北海道,本州北部,九州北部で繁殖 し,そ の他の地方へは冬鳥 として飛来する。

41 ヒメウ P晟ゴocrο cοァα″ρι′αgゴ c●s Pallas

ヒメウ P晟ガαc7οcοァα″peJα gた●s″′αg'c“s Pallas

北海道 (B,W),南千島 (B),本州 (B,W),佐渡,隠岐,九州 (B,W),対 馬 (W),

伊豆諸島 (大島W,式根w,三宅W)

北海道,本州 (青森),九州北部で繁殖。本州中部以北の海岸や島で越冬するも

のが多い。

42チ シマウガラス PI屹
`α

crο cο rα″
“

rブ ′ο(Gmelin)

北海道 (B),南 千島 (B),本州 (青森,宮城,新潟 )

北海道東部の岬および島で繁殖 しているが,本州にはまれに渡来するにすぎな

い。

グ ンカ ン ドリ科  FREGATIDAE
43オ オグンカンドリ F7●gα :α π:ποr(Gmelin)

オオグンカン ドリ Fragalα mjποグπれοr(Gmelin)

本州 (兵庫県昆陽池1954年 9月 29日 ),淡路島 (1969年 7月 ),伊 ヽ

'諸
島 (八丈島八

丈町中之郷三原山1954年 11月 30日 ),小笠原群島 (父島,母島),硫黄列島 (北硫黄

島,南硫黄島),南鳥島

確実な記録 としては上記のものしかないが,そ れらしい鳥の観察記録は本州の

大平洋岸で数回ある。

44コ グンカン ドリ F,qp,α αrた′(Gray)

コグンカン ドリ F7qpια α7た Iαアた′(Gray)

北海道 (函館,釧路),本州 (宮城,栃木,千葉,神奈川,静岡,兵庫,大阪),

佐渡,九州,伊豆諸島 (大島,新島),大東群島 (南大東島)

わが国へは迷鳥として,と きに飛来する。

A, / !., U E CICONIIFORMES

+,+f+ ARDETDAE

45 +r>h ) l4 Botaurus stellaris (Linnaeus)



サンカノゴイ Bοれ
“
7●ssセ JJα″ssセ′Jα rJs(Linnaeus)

北海道 (B?),本州 (W),佐 渡,四国,九州,壱岐,伊豆諸島 (大島,八丈),

北部琉球 (奄美),南部琉球 (伊良部,石垣,与那国)

北海道では夏期観察 されるが,巣卵の発見はない。本州以南では冬期記録 され

るが,少 ない。広大なよし原にすむ。

46ヨ シゴイ I″οレycλぉ sj"“ sゴ s(Gmelin)

ヨシゴイ I″οbηchs sj“●s,ssれ aπsJs(Gmelin)

北海道 (B),南千島 (ク ナシリ),本州 (B),佐渡 (B),四 国 (B),九州 (B),

伊豆諸島 (大島,御蔵,八丈,鳥島),小笠原群島 (父島),硫黄列島 (北硫黄島),

北部琉球 (奄美,沖永良部,与論),中部琉球 (沖縄),南部琉球 (石垣),大東群

島

各地のよし原でふつ うに繁殖 していたが,近年は減っている。

マリアナヨシゴイ Lοbrycれ ssれ。2s,s bryα ,ブ (Seale)

本州 (静岡県御前崎1937年 10月 3日 ―鳥78号 )

台風で迷行 した1例 だけである。

47オ オヨシゴイ ルοbrycλ
“

0“7λytλπ
"(SWinhOe)

北海道 (B),本州 (B),佐渡 (B),四 国,九州,対馬,伊豆諸島 (八丈),小笠

原群島 (父島),硫黄列島 (北硫黄島),南部琉球 (石垣),大東群島 (南大東島)

本州中部以北のよし原,草原で繁殖 しているが,ヨ シゴイより少なく,特に近

年減っている。                          `
48リ ュウキュウヨシゴイ f″οら7yCん

“
S CJπ,3aπ Ome●S(Gmelin)

種子島,硫黄列島 (北硫黄島),南鳥島,北部琉球 (奄美,徳之島,沖永良部 B,

W,与論),中部琉球 (沖縄 B,W,屋我地),南部琉球 (宮古,伊良部,石垣 B,W,

西表 B,W,与那国),大東群島 (北大東島,南大東島)

薩南諸島以南に留鳥としてふつうに生息する。

49ミ ゾゴイ Gο rsα腕
“
s gο Jsαg」 (Temminck)

北海道 (松前小島),本州 (B),佐渡,四国 (B),九州 (B,W),対馬,屋久島 ,

種子島,伊豆諸島 (B),硫 黄列島,北部琉球 (奄美,喜界),中 部琉球 (沖縄),

南部琉球 (石垣)

本州,伊豆諸島,九州で繁殖する夏鳥で,日本南部で越冬するものがある。

50ズグロミゾゴイ Gο 7sα腕●s"dαποJο2λ
“
s(Raffles)



ズグロミゾゴイ Gο rsa腕
“

m`′απο姉
“

πο′απο′叩お (Raffles)

南部琉球 (石垣 B,W―鳥研報30号 ,西表島B,W,黒島)

八重山群島では留鳥として生息する。

51ゴイサギ Ⅳyc"cο
“
″りC″ Cο知″(Linnaeus)

ゴイサギ Ⅳyc"cOrα″
“
yC'JC07“ ηc″ C07α″(Linnaeus)

北海道,本州(B,W),佐渡 (B,W),隠 岐,四国(B,W),九州(B,W),対 馬 ,

伊豆諸島 (大島,新島,三宅,御蔵,八丈,鳥島),小笠原群島 (聟島,父島,母

島),硫黄列島 (北硫黄島),北部琉球 (奄美),中 部琉球 (沖縄),南部琉球 (宮古,

石垣,西表,与那国)

本州以南では留鳥,漂鳥として生息し,中国,フ ィリピン諸島,イ ンドシナま

で渡るものもある。

52ハシブトゴイ Nyct'cο知″Cα′eあ●た●S(Gmelin)

ハ シ ブ ト ゴ イ  Ⅳ yc"C07α ″ Cα ル d“ JC●S Crα SS'70S″ jS VigOrS

小笠原群島 (媒島)

1827年 ,1828年 ,1889年 の 3回 , 3点の採集記録を残 して絶滅したと考えられ

ている。

53ササゴイ Bd07認 eS S'7わ れS(Limaeus)

ササゴイ 3●:Or"es strjα れS απ270■Sお (SChrenCk)

北海道 (函館),本州 (B),佐渡,四国 (B),九州 (B),対馬,種子島,屋久島,

伊豆諸島 (三宅 B,八丈),小笠原群島 (父島),硫黄列島 (北硫黄島),北部琉球

(奄美),中部琉球 (沖縄),南部琉球 (宮 占,石垣,西表,与那国),大東群島

本州,四国,九州でふつうに繁殖 していたが,近年は著 しく減っている。

“

アカガシラサギ スヶdeο Jα ttccん¨ (Bonaparte)

北海道 (函 館),本州 (山形,宮城,茨城,新潟1969年 ,長野,兵庫),九州 (佐

賀),伊豆諸島 (大島1972年,八丈),硫黄列島 (北硫黄島),南部琉球 (宮古,石

垣,西表1972年 ,与那国)

わが国へは迷鳥として,ま れに飛来する。

55ア マサギ Bめ
“
JC“Sめお (Linnaeus)

アマサギ Bめυ′casめ お COr“η記
“
s(Boddaert)

北海道,本州 (B),隠岐,四国 (B),九州 (B),対馬,男女群島,屋久島,伊

豆諸島 (大島,八丈,鳥島),小笠原群島,硫黄列島 (北 硫黄島),北部琉球 (奄

lθ



美),中部琉球 (沖縄,久米),南部琉球 (宮古,石垣,西表,鳩間,与那国),大

東群島 (南大東島)

本州中部以南ではふつうに繁殖するが,近年北上の傾向があり,北海道で も夏

期の記録が多くなりつつある。

56ダイサギ Egre“ α αJ詭 (Linnaeus)

オオダイサギ Egre“α αιh αめα (Linnaeus)

北海道,本州 (W),九州 (W),小笠原群島,琉球

冬鳥として飛来するが,多 くない。

チュウダイサギ Egratα  α′bα ποdestα (Gray)

北海道,南千島,本州 (B,W),佐渡,四国 (W),九州 (B,W),対 馬,伊豆諸

島 (八丈),小笠原群島,硫黄列島,北部琉球 (奄美W),中部琉球 (沖縄W),南

部琉球 (宮古W,石垣W,西表W,与那国W)

本州中部以南および九州ではふつ うに繁殖 し,冬 も残 るものがある。

57チ ュウサギ Egre“αゴ
"た

7π edjα (Wagler)

チュウサギ Egre"α  Jπたrmedjα ねtermedJα (Wagler)

北海道,南千島,本州 (B,W),佐渡 (B),四 国 (B),九州 (B,W),対 馬,伊

豆諸島 (大島,神津,三宅,八丈,鳥島),小笠原群島 (父島),硫黄列島 (北硫黄

島,硫黄島),中部琉球 (沖縄),南部琉球 (石垣,西表,与那国),大東群島 (南

大東島)

夏鳥として渡来 し,本州,佐渡,四国,九州でふつうに繁殖する。日本南部で

は冬期残るものもある。

58コ サギ Eg“引α″γ
“
慟α (Linnaeus)

コサギ Eg“引α gα r“憫α gα 7“引α(Linnaeus)

北海道,本州 (B,W),四国 (B,W),九州 (B,W),対馬 (B,W),屋久島 (W),

伊豆諸島 (三宅W),小笠原群島 (父島,母島),硫黄列島 (北硫黄島),北部琉球

(奄美),中部琉球 (沖縄W),南部琉球 (宮古W,石垣W,西表W,小浜,与那国W)

本州,四国,九州で繁殖 し,越冬するものも多い。

59カ ラシラサギ Egre“α
`●

′叩λοた,(SwinhOe)

北海道 (石狩川1972年 8月 ),本州 (大阪湾南港1956年 5月 ,8月 ―鳥67号 ,鳥獣

集報16巻 1号),佐渡 (1973年 4月 ),対馬 (1963年 1月 ,1964年 10月 ),男女群島

(女島1970年 4月 ―どうぶつと動物園24巻 4号 )

II



迷鳥として,ま れに飛来する。

60ク ロサギ Egre::α sccra(Gmelin)

クロサギ Egre"α sacra sα c“ (Gmelin)

本州 (B,W),佐 渡 (B,W),粟 島 (B,W),四 国 (B,W),九州 (B,W),対 馬

(B,W),五島列島 (B,W),種子島 (B,W),伊豆諸島 (B,W),琉球全域 (B,W)

本州中部熟南で繁殖 しているが,近年,本州北部 (青森,山形,宮城,福島)で

も観察 されている。

61ア オサギ 
“

rdec cJ● erec Linnaeus

アオサギ Ardec cj“ recプοwJ Clark

北海道 (B),南千島,本州 (B,W),粟 島,佐渡,四 国(B,W),九州 (W),対

馬 (B,W),伊 豆諸島 (大島,八丈),小笠原群島 (父島,母島),硫黄列島 (北硫

黄島,硫黄島),北部琉球 (奄美),中部琉球 (沖縄),南部琉球 (宮古,石垣, 西

表,与那国)

北海道,本州,四国で繁殖する。北海道では夏鳥,本州,四国では留鳥あるい

は漂鳥である。

62ム ラサキサギ スタdaα p●rp●rec Linnaeus

ムラサキサギ 47deα  p●rp●reC'2● πゴル●Sお Meyen

北海道,利尻島,本州,四国,九州,伊豆諸島 (八丈),硫黄列島 (北硫黄島),

北部琉球 (沖永良部),南部琉球 (宮古,石垣,西表 B,W,与那国)

旅鳥または冬鳥として飛来するが,少ない。 八重山群島では繁殖の可能性があ

る。

コウノ トリ科  CICONIIDAE

63コ ウノトリ Cjcο
“
た cた 0'3」α(Limaeus)

コ ウ ノ ト リ  Cゴ cαだac」 CO,3jα らOyCた,4 SWinhOe

北海道 (十勝,苫小牧1972年),本州 (秋田,茨城1959年 ,千葉,東京,神奈川 ,石

川,福井 B,W,静岡1973年 ,京都1968年 ,1973年 ,兵庫 B,W),佐渡 (1972年 ),

四国 (徳島,愛媛1973年,高知1969年,1973年 ),九州 (福岡1972年,熊本1962年 ,宮

崎1960年 ,長崎1973年 ,鹿児島),中部琉球 (沖縄1967年 ),南部琉球 (宮 古,石垣)

近年まで兵庫,福井両県下で繁殖するものがあったが,現在は,野生のものは

冬期 ときお り各地へ大陸から飛来するだけとなった。
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64ナベコウ Cjc“ Jα ηなra(Linnacus)

本州 (東京1892年 1月 19日 ,1946年 12月 29日 ,埼玉,山梨1970年 11月 10日 ,岐阜

1968年 11月 ,二重1973年 11月 ),四 国 (高知 ),九州 (鹿児島1927年,1928年 ,19

29年 ,1930年 ,1986年 ,1937年 ,1938年 ,1939年 ,1948年 ),種子島,伊豆諸島

(八丈 1941年 10月 ),南部琉球 (宮古,石垣1929年 3月 ,1933年 2月 ,西表1921

年11月 ,1964年 12月 25日 ,与那国1973年 3月 16日 )

かつて九州には数年続けて渡来 したことがある。北海道,本州,そ の他へ迷鳥

または,ま れな冬鳥として飛来する。

トキ科

65

66

67

68

THRESKIORNITHIDAE

ヘラサギ P′α:α ′eα ′a“οヶοttα Linnaeus

ヘラサギ: P」αιαたα Je“ο7οttα

"“
οヶοdJc Linnaeus

北海道 (函館),南千島 (エ トロフ),本州 (W一青森,茨城,千葉,東京,神奈川 ,

新潟,石川,愛知,京都,大阪,兵庫),四 国 (徳島),九州 (W),琉球

鹿児島県出水市荒崎には冬鳥 として毎年渡来するが,そ の他の地方ではまれで

ある。

クロツラヘラサギ P′α施たα πj″οr Temminck&Schlegel

本州 (千葉1963年,新潟1956年 11月 ,愛知1973年),九州 (福岡,長崎,熊本1973

年 4月 ,鹿児島1963年 ,1965年 ,1969年,1970年 ),五島列島,南部琉球 (石垣 )

鹿児島県出水市荒崎にはときどき渡来するが,そ の他の地方ではまれである。

近年の記録として千葉県浦安1963年 7月 ～ 9月 ,愛知県鍋田1973年 12月 ,熊本

県八代1973年 4月 ,鹿児島県荒崎1965年 12月 ,1969年 12月 ,1970年 11月 がある。

トキ N¨ αηれpοπ T(Temminck)

北海道,本州 (岩手,埼玉,千葉,東京,神奈川,新潟,長野,岐阜,石川,福

井1957年),佐渡 (B,W),隠 岐,四国 (徳島),九州,伊豆諸島 (八丈),琉球

かつては日本各地に生息していたが,現在では繁殖が確認 されているのは佐渡

だけとなった。1973年現在,野生のもの13羽 ,飼育中のもの 1羽 がいる。

クロ トキ Tλ resttο r,お れ。,αποc"れ J“ (Latham)

北海道 (函館,網走郡美幌1955年 10月 ),本州 (岩手1962年,埼玉,東京1973年 ,

千葉1951年,1954年 ,1963年 ,1964年 ,1965年 ,1966年 ,1973年 ,神奈川,愛

知1963年,大阪1971年,兵庫1961年 ,1963年 ),九州 (鹿児島1963年 ,1970年 ),

13



伊豆諸島 (御蔵1963年 2月 ),南部琉球 (石垣1966年),琉球

各地に不規則に渡来するが,少ない。大部分は若鳥である。1963年 10月 ,鹿児

島県出水市荒崎に18羽 が渡来 したことがある。

ガ ン カ モ ロ ANSERIFORMES

ガ ンカモ科.ANATIDAE

69シ ジュウカラガン B知 ,,α ca,4(売 ,sjs(Linnaeus)

シジュウカラガン Brαtta cα mde● sjs′ e“

“
"rac(Brant)

北海道 (函館),本州 (W―青森,秋田1973年 ,宮城1965年 ,1970年 ,1971年 ,1972

年,1973年 ,埼玉1925年 ,1929年 ,千葉1913年 ～28年 ,兵庫県昆陽池 1950年 )

かつては冬鳥 として定期的に渡来 していたが,1929年 以後,標本記録がなかっ

た。近年は不定期であるが,本州北部にごく少数が越冬する。1972年冬には宮

城県伊豆沼に 3羽 ,1973年冬には 2羽 が渡来 した。

ヒメシジュウカラガン Bttπ ,ac″4d“ sお πれJmα Rittway

本州 (神奈川県横浜1894年一鳥61号 )

アラスカからカリフォルニアヘ渡るが,ハ ワイでも記録がある。わが国では迷

鳥として 1例のみ。

70コ クガン B“ηtα baれたJc(Limaeus)

コクガン Bra,3a b“・●たJα ο西
“

tα ′お TougarinOv

北海道 (W),本州 (W),佐渡 (W),四 国,九州 (W),対馬

本州中部以北の海岸に少数が渡来する。陸奥湾,松島湾には,現在でも冬鳥と

して毎年渡来する。

7'ハ イイロガン ス,ser α,ser(Linnaeus)

ハイイロガン 4,ser a,sar rめ 7j70S:r」 S SWinhOe

本州 (埼玉,千葉,長野1973年,愛知1973年 ),九州 (熊本1972年 ),南部琉球 (石

垣1931年 ,1933年 ,1972年 ,与那国1972年 )

きわめてまれに渡来するのみで,主に秋か ら春にかけての冬期間に記録 されて

いる。

72マ ガン Aπse7 α′昴′70"S(SCOpOn)

ノイ



オオマガン 4πser α′昴frο,spれらο
`Jj Hartlaub

本州 (宮城県福田町1966年,宮城県伊豆沼1966年,千葉県手賀沼1925年 ?)

冬鳥 として渡来するが,少ない。

マガン 4● sar α′昴frοπs frοπ,α ′js Baird

北海道,本州 (W),佐渡 (W),四国 (W),九州 (W),対馬, 伊豆諸島,硫黄列島

(北硫黄島)

北海道では旅鳥として秋および春に通過 し,本州北部で越冬するが,数 は多 く

ない。四国,九州で越冬するものの数はこ
｀
く少ない。

73カ リガネ スπser eryttrο p・s(Linnaeus)

北海道,本州 (W― 青森,宮城,山形,茨城,千葉,東京,神奈川,石川),四

国 (高知),九州 (福岡),伊豆諸島 (八丈)

主にマガンの群中に混じって渡来するが,数はごく少ない。近年は連続渡来が

見 られる。

74ヒ シクイ 4,serル詭″s(Latham)

ヒシクイ スπser力詭″s sarrゴ 7ο strJs Swinhoe

北海道,南千島,本州 (W),佐渡,四国,九州 (W),対馬,壱岐,伊豆諸島 (八

丈),小笠原群島 (聟島,父島),中部琉球 (沖縄),南部琉球 (宮古,石垣)

北海道では旅島として秋および春期に通過 し,本州北部で越冬するが,マ ガン

よ りも少ない。マガンよりも沼地を好む。

オ オ ヒ シ ク イ  ス●3arた Oα ′お
"J凛

′e,ガ07〃JJ SeVertZOW

北海道,本州 (W―青森,新潟,茨城,千葉,岐阜 )

冬鳥として渡来するが,少 ない。

ヒメヒシクイ ス,sarル脆ιお c●r,■s L6nnberg

小笠原群島 (聟島)

まれに渡来する。本州 (福井)の記録 もある。

75ハクガン ス,ser cα
`7●

:esce,s(Linnaeus)

ハク:ガ ン スπser cα er″ escθ●s λyp● 7bOre●S PallaS

北海道 (1971年 ,1972年 ),本州 (W一青森1971年,宮城1951年 ,1965年 ,1973年 ,

埼玉1936年,1937年 ,千葉1936年 ,1957年 ,東京,神奈川,新潟1940年 ,1970

年,1971年 ,石川1966年,長野1940年),九州 (長崎)

マガン等に混 じって,ま れに渡来するのみである。
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76 ミカ ドガン スπser cα
“

g,c“s(Sewastianov)

本州 (宮城県仙台市福田町  1羽  1964年 11月 ～1965年 2月 )

迷鳥として 1例のみ。

77サ カツラガン ス,ser cJg“οjdes(Linnaeus)

北海道,南千島,本州 (W),九州

かつて東京湾では1950年 までは定期的に渡来 し,越冬 していた。現在は他種の

ガン類に混 じって,ま れにごく少数 (1羽 のことが多い)が渡来するのみ。近年の

記録として札幌 (1970年 ),石川 (1967年 ),兵庫 (1956年 ),山 口 (1974年 )がある。

78コ ブハクチョウ Cygηzs ο
`ο

r(Gmelin)

伊豆諸島 (八丈1933年 11月 )

迷鳥として 1例あるのみ。

79オ オハクチョウ Cy『ws cyg,“s(Linnaeus)

北海道 (W),南 千島,本州 (W),佐渡 (W),四 国 (W),九州 (W),対馬,小笠

原群島 (父島)

冬鳥として渡来 し,北海道,本州北部の湖沼,河川などに生息する。

80コ ハクチョウ Cyg,“ cο′●mらブc●2s(Ord)

コハクチョゥ cygπ
“
s cο ′

“
πらブαπυs Jαπん。1′ sん jじ Alph6raky

北海道,南千島,本州 (W),佐渡 (W),四 国 (W),九州 (W),硫黄列島 (北硫

黄島)

本州各地 に冬鳥 として渡来する。オオハクチ ョウよりも,よ り南で越冬 して

いる。

アメリカコハクチョウ CI烈
“

cο Jυmbjαπ●s cο ′
“
πbjαπ

“
s(Ord)

本州 (宮城県伊豆沼1972年 11月 ,1974年 1月 ,福島県猪苗代湖1968年 1月 ,1974

年 2月 ,新潟県瓢湖1974年 2月 )

迷鳥として5回記録がある。

31リ ュウキュウガモ De“d夕οcy′4′αυα
“

jcα (HOrsfield)

中部琉球 (沖縄),南部琉球 (石垣,西表,黒島 )

主に南部琉球の島々の湖沼や川に生息 しているが,生息状況等ははっきりしな

い。

32ア カツクシガモ Tαdοr“ ルr電れθα(Pallas)

本州,佐渡,隠岐,九州 (W),五島列島,南部琉球 (石垣)

」δ



数の少ない冬鳥として渡来する。

33ッ クシガモ Tαごοrmれ dο r"a(Linnaeus)

北海道,本州,隠岐,四国,九州 (W),中部琉球 (沖縄),南部琉球 (石垣 )

主に九州地方の,干潟のある海岸に渡来する冬鳥。他地域にも渡来するが,

数 はごく少ない。

34カ ンムリツクシガモ Tαあ r"a crjslα ια (KurOda)

北海道 (函館付近湯の川―古図例 )

南満州,韓国,ソ 連沿海州などから記録がある。わが国か らは上記の函館の絵

図の例で知 られるのみである。

35オ シ ドリ 4カ ″′erた
“
′α,α (Limaeus)

北海道 (B),南千島 (ク ナシリ),本州 (B,W),粟 島,佐渡,隠岐,四国,九州

(B,W),対 馬,壱岐,種子島,伊豆諸島 (三宅,八丈),北部琉球 (奄美),中部

琉球 (沖縄 B,W),大東群島 (南大東島)

平地や低山の林中の樹洞に営巣 し,渓流や湖沼にすむ。市街地の公園で繁殖す

るものもある。

86マガモ ス
“
sメαtyrλyncん。s Linnaeus

マ'ガモ A“ sメαιgrんy,cλοs p′αfyrんy2cλοs Linnaeus

北海道 (B),礼文島,焼尻島,南千島,本州 (B,W),粟 島,佐渡,四国 (W),

九州 (W),対馬 (B,W),壱 岐,上甑島,種子島,馬毛島,伊豆諸島 (大島,八

丈),小笠原群島,硫黄列島,北部琉球 (奄美),中部琉球 (沖縄),南部琉球 (宮古 ,

石垣,西表,与那国),大東群島 (北大東島,南大東島 B,W)

多 くは冬鳥として渡来するが,少数は繁殖する。

87カ ルガモ Ams pο ecJ`07λ脚めα FOrster

カルガモ Ams pο ecJ′οrλ y●ctt zοποrλyπ cλa Swinhoe

北海道 (B),南千島,本州 (B,W),粟島,佐渡 (B,W),隠岐 (B,W),角 島,

四国 (B,W),九 州 (B,W),対馬 (B,W),壱岐 (B?),種子島,伊豆諸島 (大

島,三宅,八丈),北部琉球 (喜界 B,W,奄 美,徳之島,沖永良部),中部琉球

(沖縄,伊平屋),南部琉球 (宮古,石垣,西表 B,w,小浜,与那国),大東群島

全国的に繁殖 し,本州以南では留鳥として多い。

88コ ガモ Иms creccα  Linnaeus
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コガモ 五ms crecca cr“ cα Linnaeus

北海道 (B),南千島 (エ トロフ,ク ナシリ,シ ヨタン),本州 (B,W),佐渡,

隠岐,四国 (W),九州 (W),種 子島 (W),伊豆諸島 (大島W,三宅W,八丈W),

小笠原群島 (父島,母島),硫黄列島 (北硫黄島),北部琉球 (奄美),中部琉球 (沖

縄),南部琉球 (宮古,石垣,西表,与那国),大東群島 (南大東島)

北海道および本州の山地で少数繁殖するが,主に冬鳥として渡来 し,各地の池

沼に多い。

アメリカコガモ Иπ2s cracca cα 7ο ′れのsお Gmelin

本州 (W一 宮城,茨城,埼玉,東京,千葉,新潟,兵庫 )

コガモの群れに混じって,ま れに渡来する。

89ト モエガモ 五
“
sル r“οsc GeOrgi

北海道,南千島,本州 (W),四国 (W),九州 (W),対馬,壱岐,伊豆諸島 (八丈),

小笠原群島 (父島)

全国に冬鳥として渡来する。

90ヨ シガモ Amsル ′cα ια Georgi

北海道 (B),南 千島 (エ トロフ,ク ナシリ),本州 (W),佐 渡,四国 (W),九州

(W),伊豆諸島 (三宅,八丈)

北海道では繁殖するもの も少 しある。本州以南には,冬鳥 として渡来する。

91オ カヨシガモ 五πas s,7η C“ Linnaeus

オカヨシガモ A4“ S S'7●ρ07α Str"erα Linnaeus

北海道 (B),本州 (W),四 国,九州 (W),南 部琉球 (与那国)

北海道の東部では少数が繁殖する。本州以南には冬鳥 として渡来するが,多 く

ない。内陸の水面を好む。

92ヒ ドリガモ 4`“sp“ a′ορo Linnaeus

北海道 (W),南千島 (エ トロフ,ク ナシリ,シ コタン,ハ ボマイ),本州 (W),

粟島,佐渡 (W),隠岐,四国 (W),九州 (W),壱岐,種子島,伊豆諸島 (三宅 ,

八丈),小笠原群島 (父島,母島),硫黄列島 (北硫黄島,硫黄島),南部琉球 (石

垣,小浜,与那国)

冬鳥 として渡来 し,広い内水面を好む。

93ア メリカヒドリ スタtas απ。7jcα,4 Gmelin

本州 (W),九州 (W)

I∂



約30例が知 られる程度で,冬鳥として渡来するが,数はごく少ない。

94オ ナガガモ スms acaα Linnaeus

オナガガモ 4ηas αc“ ,α αc“ια Linnaeus

北海道,南千島 (エ トロフ,ク ナシリ),本州 (W),佐渡,隠岐,四国 (W),九

州 (W),対馬,種子島,伊豆諸島 (八丈),硫黄列島 (北硫黄島),南部琉球 (宮古,

石垣,与那国),大東群島 (南大東島)

冬鳥として,ふつ うに渡来する。近年特に数がふえている。

95シ マアジ A,as c“ re“ d● Jα Linnaeus

北海道,南千島,本州,四国,九州 (W?),伊豆諸島 (八丈),南部琉球 (宮古 ,

石垣,小浜,与那国)

わが国には春秋に渡来 し通過する旅鳥で,数は多 くない。

96ハシビロガモ Aηas c′ ypeαια Linnaeus

北海道 (B),南千島 (ク ナシリ),本州 (W),四 国 (W),九州 (W),対馬,種子

島,伊豆諸島 (八丈),中部琉球 (沖縄),南部琉球 (宮古),大東群島 (南大東島)

北海道では少数が繁殖する。本州以南には冬鳥として渡来する。内水面を好む。

97アカハシハジロ Ⅳθ‖α 7げゴ
“

(Pallas)

本州 (福井県三方五湖の中の菅湖1968年 12月 ♂ 1羽 ,1970年 11月 81羽 ),南部

琉球 (宮古 1967年 2月 ♂ 3羽 )

ごくまれな冬鳥として迷行例がある。

98ホ シハジロ 4y"Jα ルrjm(Linnaeus)

北海道,本州 (W),佐渡,四国 (W),九州 (W)

冬鳥として全国に渡来 し,ひ らけた内水面を好む。

99オ オホシハジロ Иy,λ

"υ
αιjsれerゴα(Wilson)

北海道 (厚岸1931年一鳥31号),本州 (千葉県手賀沼1931年一鳥31号 )

迷鳥として 2回記録がある。

:00メ ジロガモ Ay,λ yα η 7ο cα (Guldenstadt)

本州 (千葉県市川市宮内庁新浜猟場1959年 12月 81羽採集一鳥75号 )

迷鳥 として 1回記録がある。

:01アカハジロ 4y,ん yα bα er」 (Radde)

北海道 (W),本州 (W―青森,宮城,千葉,東京,神奈川,山梨)

冬鳥 として渡来するが,少 ない。
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102キ ンクロハジロ 4yあyα ルおg“′α (Linnaeus)

北海道 (B),南千島 (エ トロフ,ク ナシリ,シ コタン),本州 (W),佐 渡,四国

(W),九州 (W),対馬,壱岐,屋久島,伊豆諸島 (大島,八丈),小笠原群島 (父

島,母島),硫黄列島 (硫黄島),北部琉球 (奄美),南部琉球 (宮古,石垣,西表 ,

与那国),大東群島

主に冬鳥として渡来 し,広い内水面を好む。北海道では繁殖するものがある。

本州北部でも夏期の観察記録がある。

103ス ズガモ Ay,λ yα 烈″ゴJα (Linnaeus)

スズガモ 4y,ん yα 鰍
"ゴ

Jα παrj′οJJes(VigOrs)

北海道 (W),南千島 (エ トロフ,ク ナシリ),本州 (W),佐渡 (W),隠 岐,四 国,

九州 (W),種子島,伊豆諸島 (八丈),小笠原群島 (父島),中部琉球 (沖縄),南

部琉球 (宮古,石垣 )

冬鳥として渡来 し,湾や海岸に大群で生息する。

104コ ケワタガモ Pο ′ys″c,csセ′′er」 (Pallas)

北海道 (秋勇留島1894年,根室1894年 ,1971年 ,1973年 ),南 千 島 (エ トロフ),

本州 (松島湾1964年 )

まれな冬鳥で,磯のある海岸にすむ。

105ケ ワタガモ Sοπαた7ザα Sp“ れらJおS(Linnaeus)

北海道 (根室花咲岬1970年 3月 2日 8若鳥 1羽 )

まれな冬鳥 として渡来する。

i06ク ロガモ ″ο′απゴ
"α

πな知 (Linnaeus)

クロガモ Maιαπjι
,α πな知 cmerjcα

“
(Swainson)

北海道 (W),南千島 (シ コタンW),本州 (W),佐渡,隠岐,四国 (W),九州 (W),

伊豆諸島 (八丈 )

冬鳥として全国に渡来 し,海岸,海上にすむ。

107ビロー ドキンクロ Ma′απj:,α ′zscα (Linnaeus)

ビロー ドキンクロ MaJα●ゴ::α ′
“
scα s,″ποger」 (Ridrにy)

北海道 (W),南千島 (シ コタン),本州 (W),佐渡 (W),四 国 (W),九州 (W),

伊豆諸島 (八丈 )

冬鳥として全国の海上に渡来する。

108ア ラナミキンクロ Me」αηJι ,α ″ rspjc」′′αια (Linnaeus)

2θ



北海道 (根室落石岬1970年 3月 3日 8成鳥 1羽 )

まれな迷鳥として渡来する。

109シ ノリガモ rrjs,7jOπ jC●Sんお
'7j“

た●S(Linnaeus)

北海道 (W),天売島,南千島,本州 (W),粟 島,佐渡,九州 (W),伊 J諸島 (三

宅),中 部琉球 (座間味)

主 として北海道,本州北部に冬鳥 として渡来 し,磯のある海岸に生息する。西

日本ではきわめてまれ。北海道の離島,本州北部の海岸では夏期の記録 もある。

日光の中禅寺湖よりの記録 もあるが,冬期海岸以外の所からの記録はごくまれ

である。

110コ オリガモ CJα
"g“

Jα λy`πα′お (L innaeus)

北海道 (W),天売島,南千島,本州 (W)

北海道の海岸,河 口には冬鳥 としてふつ うに渡来するが,本州では青森県以外

では数は少ない。本州での南限は千葉県 (手賀沼,幕張海岸,新浜)で ある。

111ホオジロガモ B“甲肱′ac`απg“′α(Linnaeus)

ホオジロガモ B“響脆′α c′α電
“
′α cJαttυ Jα (Linnaeus)

北海道 (W),天売島,南千島,本州 (W),佐渡 (W),隠岐,四国(W),九 州 (W),

対馬,五島列島,伊豆諸島 (八丈)

冬鳥としてふつうに渡来する。

112ヒ メハジロ B“印脆ια αめeο′α (Linnaeus)

北海道 (網走1921年 ,厚岸1971年 ),本州 (青森県小湊,岩手県宮占1962年 ～64

年,宮城県1925年,千葉県新浜1966年,新潟県中之島村1956年 )

ごくまれな冬鳥として渡来する。ホオジロガモ群中に見ることが多い。

i13ミ コアイサ 〃ergしsα ′bdJ“s Linnaeus

北海道 (B),南千島 (エ トロフ),本州 (W),佐 渡,四国 (W),九州 (W),壱岐

本州以南に主として冬鳥として渡来 し,内水面に多くすむ。北海道の北部で繁

殖するものがある。

i:4ウ ミアイサ 〃θ昭
“
s sattα :ο 7Linnaeus

北海道 (W),天売島,南千島 (エ トロフ),本州 (W),佐 渡 (W),隠岐 ,四国 (W),

九州 (W),対馬,伊豆諸島 (八丈),小笠原群島 (父島),中部琉球 (沖縄 )

冬鳥として全国に渡来する。

i15カ ワアイサ・ M″ g●s πergαπser Linnaeus
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ヵヮァィサ Merg2s mergα,ser mergαπser Linnaeus

北海道 (B),南千島 (エ トロフ,シ コタン,ハ ボマイ),本州 (W),佐 渡,四国

(W),九州 (W),中 部琉球 (沖縄 )

本州以南に冬鳥として渡来するが,数は多くない。北海道では冬期はふつ う。

海上で見ることもあるが,内陸水面や河川で見ることが多い。

ヮ シ タ カ ロ FALCONIFORMES

ワ シ タカ科 ACCIPITRIDAE

li6ミ サゴ Pα,3djO● 脆蔵αdZS(Linnaeus)

ミサゴ PαπJJοπ肱′j“れS λa′ jαd“S(Linnaeus)

北海道 (B),南 千島,本州 (B,W),佐 渡 (B,W),隠岐,四国(B,W),九州

(B,W),対 馬 (B),甑 島 (B,W),種子島,伊豆諸島 (大島B,W,三宅 B,W,御蔵

B,W,八丈 B,W),小笠原群島 (父島),硫黄列島,北部琉球 (奄美),中部琉球

(沖縄,座間味),南部琉球 (石垣,西表),大東群島

主に海岸に生息する。全国で繁殖 し,冬期 も見られるが,北 日本のものは冬期 ,

南へ移動する。

1:7ハ チクマ PemJs αρjυ Or“s(Limaeus)

ハチクマ Par"Js cpわ Or“s,αp∽ jcιs Kuroda

北海道 (B),本州 (B),佐渡 (B),九州,馬渡島

北海道および本州に夏鳥として渡来 し,低山帯の森林中で繁殖する。

118 トビ 〃j′ υ2s mjg“os(Boddaert)

トビ 〃JJυ2s mjgrαπs′ιπec,2s(Gray)

北海道 (B,W),南千島,本州 (B,W),佐 渡 (B,W),隠岐,四国(B,W),九

州 (B,W),対 馬 (W),壱岐,種子島,馬毛島,伊 、′諸島 (大島B,W,三宅 B,W,

御蔵 B,W,八 丈 B,W),中部琉球 (沖縄),南部琉球 (宮 占)

九州以北に留鳥 として生息 し,繁殖 している。海岸,河川などに多くすむ。

119ォ ジロヮシ ″α″α
“

:“sα′洸cj′ Jα (Linnaeus)

ォジロヮシ ″α′Jα

“
ι
“
sα′らたjJJα α

`ら

たJ′ ′α (L innaeus)

北海道 (B,W),南千島 (ェ トロフB,シ コタンB),本州 (W),佐 渡 (W),隠岐 ,

四国,九州 (W),対 馬 (W),伊 |、 1諸島 (大島,三宅,御蔵,八丈),小笠原群鳥
22



(父島),中 部琉球 (沖縄),南部琉球 (宮古)

北海道の森林で,ご く少数が繁殖している。本州以南へは冬鳥として渡来する。

i20オ オワシ ∬α施
“

ι●s p2Jα gjcぃ (Pallas)

ォォヮシ ∬α′ゴα
“

,υs paα gjc“s paα gJc.s(Pallas)

北海道 (W),南千島,本州 (W),佐渡,隠岐,四国,九州,対馬 (W),五島列

島,伊豆諸島 (新島,三宅,鳥島),北部琉球 (奄美),中 部琉球 (沖縄)

わが国には冬鳥として渡来するが,本州北部以北に見られることが多い。

i21オ オタカ Accゎゴたr ge■ ,J′ Js(Linnaeus)

チョウセンオオタカ 4ccゎブた7g"″′JS SCλυedO"j(Menzbier)

北海道 (B),南千島,本州 (新潟,長野)

北海道で繁殖をしているのは,本亜種であろうと考えられる。

オオタカ ACCιρJた r geπ″′ブs力

"yα

παe(Swann&Hartert)

本州 (B,W),佐 渡,隠岐,四国(W),九州(W),馬渡島,対馬,伊豆諸島 (大

島,新島,三宅,八丈),小笠原群島 (母島,西之島),南部琉球 (石垣)

本州の山地の森林に繁殖する。

122ア カハラダカ AccιpJた r sο ′οe,sjs(HOrsfielo

男女群島,伊豆諸島 (鳥島1926年 10月 ),中部琉球 (沖縄),南部琉球 (石垣1966

年,与那国)

日本西南部,琉球列島を通過するものがある。

i23｀シミ Accわ j'ar g“′αrJs(Temminck&Schlegel)

ツミ スccη J:er g“ Jα 7JS gし ′αrJS(TemminCk&SChlegel)

北海道,南千島,本州 (B,W),佐渡,隠岐,四国(B,W),九州,屋久島,伊

豆諸島 (八丈,鳥島),小笠原群島 (父島),硫黄列島 (北硫黄島),北部琉球 (奄美),

南部琉球 (石垣,西表),大東群島 (南大東島)

本州,四国の低山帯の森林で少数が繁殖する。九州 (熊本)で も繁殖する。

リュウキュウツミ Accゎ
"er g“

′αrjs j"α sαttj Mishima

南部琉球 (石垣B,西表B)

留鳥と考えられるが,数は非常に少ない。

!24ハ イタカ 4cc2P」 たr πjs,s(Linnaeus)

ハイタカ Иccわ j,ar ηお・ s,おοsゴπ
"お

(Ticke11)

北海道 (B),南千島,本州 (B,W),佐渡,隠岐,四国(W),九州 (W),馬 渡島,
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対馬,種子島,伊豆諸島 (大島,新島,三宅,八丈),大東群島 (南大東島)

本州以北の低山帯の森林内で繁殖する。

なお,ハ イイロハイタカ (A・ ■
"′

J“ S)と 称 されるものが本州,伊豆諸島等で

記録されているが,ハ イタカの個体変異 と考 えられる。

i25ケアシノスリ B“たο′αg叩
"(Pontoppidan)

ケアシノスリ B“たo`αg"t`sm●22らた7,Dementiev

北海道 (W),南千島,本州 (W),九 州 (W),中部琉球 (沖縄),南部琉球 (宮古 ,

石垣 )

冬鳥として北海道,本州北部に渡来するが,数は少ない。

126オ オノスリ B●たοん
`π

j′αsれs Temminck&Schlegel

九州 (“ Fauna Japonica''pl.vii),対 馬

迷鳥として 2回の記録がある。

127ノ スリ B“たob“ :¢ο(Linnaeus)

ノ ス リ  B“ taο b●た 0′αρO,3'C● S(TemminCk&SChlegel)

北海道 (B,W),南千島 (ク ナシリ),本州 (B,W),佐渡 (B,W),隠岐,四国

(B,W),九州 (W),対馬,伊豆諸島 (大島 B,W,新島 B,W,神津 B,W,三宅

B,W,御蔵 B,W,八丈 B,W),北部琉球 (奄美),南部琉球 (石垣,与那国)

留鳥として四国以北で繁殖する。

ォガサワラノスリ B“セοo●たο:ωο轟商
“

ゴMomiyama

小笠原群島 (父島 B,W,母島B,W)

留鳥として少数生息する。

ダイ トウノスリ B“たοb●teο οs崩 70ゴ N.h.KurOda

大東群島 (北大東島,南大東島 B,W)

留鳥として生息するが数は少ない。

128サ シバ B“たs,“7j"d」cお (Gmelin)

本州 (B),佐渡 (B?),四国 (B),九州 (B),馬 渡島,対馬,屋久島,種子島,

伊豆諸島 (大島 B,利島B,新島B,神津 B,三宅 B,御蔵 B,八丈 B,鳥島),

硫黄列島 (北硫黄島),北部琉球 (奄美,徳之島,与論),中部琉球 (沖縄),南部

琉球 (宮古,石垣,西表,竹富,黒島,与那国),大東群島 (南大東島)

山形県以南の本州から九州までの,低山帯の森林で繁殖する夏鳥。秋期は群れ

をつ くって九州,沖縄を通過する。沖縄地方では少数が越冬 もする。
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129ク マタカ Spルαdzs,ゴ

“

J“SjS(HOdgson)

クマタカ Splzα et“ ηιガ
“

sJs o7た●:α ′お Temminck&Schlegel

北海道 (B),本州 (B,W),佐 渡,隠岐,四国 (B,W),九州 (B,W)

北海道から九州までの山地に留鳥 として生息する。

:〔Ю カラフ トワシ スc“づ′α cJα ttp Pallas

本州 (神奈′‖1952年,宮城1973年 ),中部琉球 (沖縄1968年 )

迷鳥 として,ま れに渡来する。

i3iカ タジロワシ 40″′α力′″αca Savigny

カタジロワシ スc● JJα λe′ Jα cα ル Jたcc Savigny

本州 (岩手),南部琉球 (西表1969年 )

迷鳥 として,ま れに渡来する。

132イ ヌワシ スc“
j′α cλ rysα dοs(Linnaeus)

イヌワシ スc%″αdげysααοsノαροπjca Severtzov

北海道 (B?),南千島 (シ コタン),本州 (B,W),佐 渡,隠岐,四国 (B?,W),

九州

本州には留鳥として生息 し,岩手,宮城,新潟,石川,長野,兵庫の各県から

は繁殖の記録がある。主に標高800m前後かそれ以上の高 さの山地で繁殖 し,

断崖の岩だなに営巣する例が多いが,大木に営巣 した例 もある。

133ク ロハゲワシ スagypj“ sπ∽αcれs(Limaeus)

北海道 (釧路),本州 (福島,静岡,兵庫,島根),四国 (高知),九州 (鹿児島1972

年,熊本1972年),南部琉球 (宮古,西表1967年 )

迷鳥として少数が主に冬期渡来する

!34カ ンムリワシ Spj′ 07●お Cλ

“
′α (Latham)

カンムリワシ SpJ′ 07●JS Cん

“ `α

ρ
`7p′

θ″●S SWann

南部琉球 (石垣 B,W,西表 B,W,与那国 B,W)

南部琉球の島々に留鳥 として生息 している。

i35ハイイロチュウヒ Cjrc● s cyα

“̀ぉ
(Linnaeus)

ハイイロチユウヒ Cj7C“ S Cyα

““
S Cyα

““
s(Linnaeus)

北海道 (W),南千島,本州 (W),四 国 (W),九州 (W),伊豆諸島 (八丈),北部

琉球 (奄美),南部琉球 (石垣,西表 )

全国に冬鳥として渡来 し,平地の湿原や湖沼畔など,水辺の草原上空を好んで
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飛翔する。

136マダラチュウヒ Cjrcぉ πerα●οル
“

οs(Pennant)

九州 (草垣島1973年 4月 ),対馬 (1973年 4月 一野鳥38巻 7号 )

迷鳥として2回 の記録がある。

137チ ュウヒ Cゴ 7c“ αerttj“ ο,■s(Linnaeus)

チュゥヒ cj7c¨ αer昭れοs●s spj′ο
"ο

れs Kaup

北海道 (B),本州北部 (B,W),本州南部 (W),佐渡,四国 (W),九州 (W),伊

豆諸島 (式根),硫黄列島 (北硫黄島),南部琉球 (宮古,石垣,西表,与那国),

大東群島 (南大東島)

北海道の湿原では少数が繁殖している。本州以南には冬鳥として渡来し,湿地 ,

湖沼畔など水辺の草原で見ることが多い。

ハヤブサ科 FALCONIDAE

138シ ロハヤブサ Fα Jcο 7●s"cο ′
“

Linnaeus

北海道 (W),南千島(W),対馬 (1963年 12月 25日 )

数少ない冬鳥 として,主 に北海道に渡来する。北千島の松輪島では繁殖記録

がある。

139ハヤブサ Fα Jcο μποgrf"tιs Tunstall

オオハヤブサ EαJCO″ア昭7j,“ peC`e」 Ridgway

北海道(W― 函館,厚岸),南千島(W),本州(W一 新潟),南部琉球 (石垣)

冬鳥として渡来するが,多 くない。

シベリアハヤブサ Eα lco peragrJ●
“
s hrた 7:J Buturlin

本州北部(W―富山,新潟)

冬鳥として渡来するが,記録は少ない。

シマハヤブサ FαJcO″ rag7れ
“

fr“
j″ j Momiyama

伊豆諸島 (鳥島1956年),硫黄列島 (北硫黄島B)

近年,繁殖の確認がない。

ハヤブサ Fα′cο peregrれ
“
s Jαpοπθ

"sお
Gmelin

北海道 (B),礼文島,利尻島(B),天売島(B),南千島(B),本州 (B,W),佐渡

(W), 四国(W),九州 (B,W),対馬 (B),伊豆諸島 (大島W,三宅W,八丈W,

鳥島),小笠原群島,硫黄列島 (北硫黄島),北部琉球 (奄美W),中 部琉球 (沖縄

W),南 部琉球 (宮古W,石垣W,西表W),大東群島 (南大東島)
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北日本および日本海沿岸の,島および海岸の断崖で繁殖し,冬は全国的に見ら

れる。主にひらけた場所にすみ,鳥類をとらえる。

140チ ゴハヤブサ Eα′cο sめら●:οο Limaeus

チゴハヤブサ Eα Jcο sめら
“
たοsめら

“
た。Linnaeus

北海道 (B),南千島 (B),本州北部 (W,青森,岩手, B),本州南部 (W),粟

島,佐渡,四国 (W),九州 (W),南部琉球 (宮占)

北海道,南千島で繁殖する。本州では岩手県,青森県で繁殖例があり,冬は全

国的に見られる。

i41コ チョウゲンポウ Eα′cο cο ′
“
πbα rれ,Linnaeus

コチョウゲンポウ Fα′cο cο ′
“
れらαrれsJ,sJg"Js(Clark)

北海道 (W),南千島(W),本州 (W),佐 渡(W),隠岐,四国(W),九州(W),

伊豆諸島 (八丈W)

冬鳥として渡来するが,多 くない。

カラフトコチョウゲンポウ Fα′cο cο肺 施rれs pα c」 fゴ c●s(Stegmann)

本州北部(W)

まれに冬鳥として渡来する。

i42チ ョウゲンポウ Fα′cο ,赫協c“ J“s Linnaeus

チョウゲンポウ Fα′cο tゴ●
"|“

c● J●sJ●た,stれcfぉ Horsfield

北海道,本州北部(B,W),本州南部 (W),佐渡 (W),四 国(W),九州(W),対

馬 (W),種子島(W),伊豆諸島 (八丈W,鳥島W),硫黄列島,中部琉球 (沖縄W),

南部琉球 (宮古,石垣,西表,鳩間,黒島,与那国)

主に本州中部で繁殖し,冬 は全国的に見られる。

キ ン ロ GALLIFORMES

ライチ ョウ科 TETRAONIDAE

i43ラ イチョウ Lagορ
“
sm●抱s(Montin)

ライチョウ Lαgορ●sπ
“
れs,αρο

"Jc“
Clark

本州中部 (B,W)

中部山岳地帯の北アルプス,南アルプス,中央アルプス,自 山等にのみ分布繁
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殖する。

144エ ゾライチョウ Tα ttsた s bο,`aSjα (Linnaeus)

エゾライチョウ Tarcsた s bα4sjα υたれ

“

αs Riley

北海道 (B,W)

留鳥として北海道の森林に生息する。

キジ科 PHASIANIDAE

145ウ ズラ C山
""CO'■

7西″ (Linnaeus)

ウズラ Cο 3●r,ゴ″cο t■ ,・

"ゴ

″Jαp“ jcα Temminck&Schlegel

北海道 (B),南千島(B),本州(B,W),佐 渡 (W),四 国(W),九州 (W), 対馬

(B),五 島列島(W),屋久島,種子島(W),馬毛島,伊豆諸島 (大島W,三宅W,

八丈W),北部琉球 (奄美W),南部琉球 (石垣W)

主に本州中部以北の草原で繁殖し,冬は暖地の草原に移動する。

146コ ジュケイ Bαπらし,jcο Jα あοracたc(Temminck)

コ ジ ュ ケ イ  Bα πb●sICO`α tt07α Cた0流 OttCjCC(TemminCk)

本州 (B,W),佐渡 (B,W),四国 (B,W),九州 (B,W),伊豆諸島 (大島 B,W,

新島B,W,式根 B,w,三宅,八丈),硫黄列島 (硫黄島 B,W)

積雪の多 くない地方に,留鳥 として多数生息する。南中国原産を放鳥したもの

が増殖 した。

タイワンコジュケイ (テ ッケイ)Bα
“
b"jCο Jα

'ん

οrα cjcc sοποrゎο″Gould

本州 (越 ヶ谷,兵庫 B,W)

放鳥 されたものが一部繁殖 している。埼玉県越 ヶ谷で放鳥 された記録 もある。

147・ヤマ ドリ nLsJo,2s sο
“

πerrブ,`じ j Temminck

キ タ ヤ マ ド リ  n屹 sjα
"●

S Sο

“

π errj73gjJ SCj● :j′ ′α●S Gould

本州 (北緯35° 10'よ り」ヒB,W)

低地から低山の森林にすむが,近年減少 している。

シヨクヤマ ドリ P晟
"ね“"s。“

πerrj●gガ ゴ
"た

rme占●s KurOda

本州西南部 (B,W― 岡山,広島,鳥取,島根),四 国 (B,W)

留鳥として生息するが,近年減っている。

ウスアカヤマ ドリ n屹 Jα ,3●s sO●ππ
`7rれ

gjj Sめ 7●ルS Kuroda

本州 (北緯35° 10'よ り南の太平洋側の地域 B,W),四 国 (愛媛県南部B,W)
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留鳥としてすむが,近年減少 している。

アカヤマ ドリ ЛhJα ,■s sο emmarrj"gじ ,sο π゙merrれ gJゴ Temminck

九州北部 (B,W),九州中部 (B,W―熊本県北部,宮崎県北部)

留鳥であるが,多 くない。

コシジロヤマ ドリ ЛLsjα
"●

s sο

“
πerrれgjjゴJ"略e Dresser

九州南部 (B,W―熊本県南部,宮崎県南部,鹿児島)

留鳥として生息するが,少ない。

:48キ ジ Pルぉた●
“
s cο ′cttc¨ Linnaeus

コウライキジ n憾sた,“s cο

`cttc"腸
ηο

"j Buturlin
北海道 (B,W),本州,九州,対馬 (B,W),伊 豆諸島 (八丈 B,W)

北海道,対馬,八丈島に放鳥 したものが繁殖 している。

キ タ キ ジ  PttSた 2●S CO′ CttC● S70ら い tわeS Kuroda

本州北部(B,W一新潟,茨城以北),佐渡 (B,W)

留鳥として生息している。なお人工的放鳥の結果,各亜種間の差異は現在明瞭

でなくなっている。

トゥカィキジ PλαsJα●
“

cο Jc″ c●s tολ晟だごj MOmiyama

本州中部および西部 (B,W一富山,長野,群馬,栃木,茨城以南),四 国(B,W)

留鳥として生息している。なお人工的放鳥の結果,各亜種間の差異は現在明瞭

でなくなっている。

キュゥシュゥキジ nLs姉
“

colcttc“ υer,c。 ′。7 vieinot

本州南部(B,W― 山口),九州 (B,W),五島列島(B,W)

留鳥として生息している。なお人工的放鳥の結果,各亜種間の差異は現在明瞭

でなくなっている。

シマキジ P'憾 3Jαπ
"cO′

cttcts tα●
“

sJs KurOda

本州(B,W―伊豆半島,三浦半島,紀伊半島),屋久島(B,W),種子島(B,W),

伊豆諸島 (大島B,W,新島B,W)

新島では1925年に絶滅している。



ツ ル ロ GRUIFORMES

ミフウズ ラ科 TURNICIDAE

i49ミ フウズラ Tzrπ J″ s●scj,d07(Gmelin)

ミフウズラ T“
“

J″ sぉ cj,α :ο r ο腕
“

υο●sお Phillips

馬毛島,種子島,北部琉球 (奄美 B,W,徳之島 B,W,沖 永良部 B,W),中部琉

球 (沖縄 B,W,伊江),南部琉球 (宮古 B,W,石垣 B,W,西表 B,W,竹富 B,W,

小浜,黒島,与那国 B,W)

琉球列島に留鳥としてふつうに生息する。ほかに佐多岬での観察記録がある。

ツル科

150

151

152

153

GRUIDAE

クロヅル Gr"gr●s(Limaeus)

クロヅル G7“ gr●3′ J′ル7ごJ Sharpe

北海道 (W一阿寒1970年 ,釧路1971年 ,濤沸湖1970年),本州 (茨城1928年 , 山口

1960年),九州 (鹿児島W),中 部琉球 (沖縄1955年 )

まれな冬鳥として渡来するが,鹿児島県出水市荒崎には毎冬,数羽が渡来する。

タンチョウ G7●S′αpOπ
“
SiS(Muler)

北海道 (B,W),本州 (W― 宮城1922年,福島1949年 ,新潟1935年,福井1969年 ,

滋賀1943年,岡山1974年 1月 ,島根1973年 11月 , 山口),九州 (長崎1885年 ,

鹿児島1936年 ,1937年 ,1939年 ,1943年 ,1966年 )

北海道東部の湿原には約 200羽 がいて繁殖するほか,冬鳥 としてまれに本州,

九州に渡来する。

ナベヅル Grしsmm∝肱 Temminck

北海道 (札幌1874年),本州 (東京1874年,神奈川,新潟1931年 ,石川1926年 ,兵

庫,鳥取,山 口W),四国 (高知),九州 (福岡1929年 ,佐賀,熊本W,長崎,鹿

児島W),対馬

冬鳥 として山口県八代 と鹿児島県荒崎に定期的に渡来するほか,各地に少数の

記録がある。

カナダヅル Gr“ S Cα ,3αd“Sお (Linnaeus)

カナダヅル Gr● s cα

“
de,sJs ccmd“ sぉ (Linnaeus)

北海道 (釧路1970年 12月 ～1971年 2月 ),九州 (鹿 児島県出水市荒崎1963年 11月

～1964年 2月 ,1973年 12月 )

θθ



迷鳥として 3回の記録がある。

i54マナヅル Gr●sυゎJο Pallas

北海道 (千歳1871年),本州 (東京1877年,山 口1964年 ,1973年 ,福井1972年 ,石

′‖1973年,兵庫,鳥取),四 国 (高知1972年),九州 (福岡1935年,長崎1935年 ,

熊本1971年,鹿児島県出水市W),対馬 (1963年 ,1964年 ),中部琉球 (沖縄1968

年 )

鹿児島県出水市荒崎に200～ 400羽が毎年渡来するほか,各地に少数の迷行例が

ある。

i55ソ デグロヅル Gr“ ル
“

οgerα 2●s Pallas

本州 (石 川県羽咋市邑知潟飯山川川口1961年 成鳥 1羽 ),九州 (鹿児島県出水

市荒崎1959年 ,1960年  若鳥 1羽 ),中部琉球 (沖縄1969年 )

迷鳥として,ご くまれに渡来する。

156アネハヅル A,tλ 7ορο″es,trgο (Limaeus)

北海道 (石狩),本州 (宮城1922年 6月 5日 ,伊豆半島),九州 (熊本1973年,鹿児

島1970年 ,1971年 ,1973年 ),伊豆諸島 (八丈1925年),北部琉球 (徳之島1965年 )

冬期渡来するが,定期的には見 られない。

クイナ科 RALLIDAE

157ク イサ・ Rα J′ 1ぉ αct4"c●s Linnaeus

クイナ  R″れs∝
“

″
“
sJ"dたぃ Blyth

北海道 (B),礼文島,利尻島,南千島 (エ トロフB,ク ナシリB),本州北部 (B?,

W),本州南部 (W),佐渡,隠岐,四国 (W),九州 (W),対馬 (W),中 部琉球 (沖

縄),南部琉球 (石垣)

各地にふつうに生息するが,姿を見にくい。北海道で繁殖 し,本州北部でも繁

殖の可能性がある。

i58オ オクイナ Rα′
"me●

グjz“οjdes(Lafresnaye)

オオクイナ Rα J"m eυ7jzのο〃
`s sη

jar」α (Steineger)

南部琉球 (石垣 B,W,西表 B,W,竹富 B,W,小浜 B,W,黒 島 B,W)

上記の島に留鳥として生息する。

:59ヒ メクイナ Pο rzαm p●s″ ′α (Pallas)

θ」



ヒメクイナ Pο rzα m p● s,J′ αpぃゴJJα (Pallas)

北海道 (B),本州北部 (B),本州南部,四国,九州,伊豆諸島 (八丈),硫黄列

島 (北硫黄島,硫黄島),北部琉球 (奄美),中部琉球 (伊江),南部琉球 (石垣 )

本州中部以北に夏鳥として渡来 し,本州中部以南では旅鳥として通過する。

160ヒ クイナ POrZα 7:aル SCα (Linnaeus)

ヒ ク イ ナ  PO,2α m f● SCC arytλ rO:λ Ora″ (TemminCk&SChlegel)

北海道 (B),本州 (B),佐渡 (B),四 国 (B),九州 (B),対馬,屋久島,種 子

島,伊豆諸島 (御蔵,八丈),中部琉球 (沖縄),南部琉球 (石垣,西表),大東群島

九州以北には夏鳥として,ふつうに渡来する。

リュウキュウヒクイナ・ Pο rzα,4f“scc P晟
“
οpy♂α3eineger

屋久島,北部琉球 (奄美 B,W,喜界 B,W,沖永良部 B,W,与論),中部琉球

(沖縄),南部琉球 (宮古 B,W,石垣 B,W,与那国),大東列島 (南大東島)

琉球列島に留鳥として生息する。

16!シ マクイナ Pο 7zαm e■ 9“おj:c Swinhoe

北海道 (W),本州 (W),四 国 (W),九州 (W),琉球列島 (W)

冬鳥として渡来するが,数は少ない。

162マ ミジロクイナ Pο″出 π
“
cs c」

"era“
(Vieil10t)

マミジロクイナ Pο Jjο」jm●cs cJ● er`“s brωゎes(Ingram)

硫黄列島 (硫黄島 B1889年 7月 6日 ,1911年 5月 ,南硫黄島B1911年 2月 )

硫黄列島に留鳥として生息 していたが,現在では絶滅 したと推察 されている。

163シ ロハラクイナ ス烈
"7ο"お

ρλοのた
“
r"(Pennant)

シ ロ ハ ラ ク イ ナ  41瞑
“

r07″ s pλ Oe,た ●7●SCれ ,`“ SjS(BOddaert)

本州 (宮 城県志津′‖1967年 8月 6日 ),九州 (福岡県朝倉郡三輪村1931年 11月 20

日,1932年 1月 )

迷鳥として 3例がある。

164バン Gα′Jι■●′α cHο rαρ
“
s(Linnaeus)

ノ`ン Gα
`′

れ
“̀α

c力ιοr"“s t,ごじcα Blyth

北海道 (B),本州 (B,W),佐 渡,四国 (B),九州 (B,W),対馬 (B),種子島,

伊豆諸島 (大島,新島,三宅,八丈),小笠原群島 (父島,母島),北部琉球 (奄

美 B,徳之島,与論),中部琉球 (伊江),南部琉球 (宮古,石垣,西表,小浜,

与那国),大東群島 (南大東島)

θ2



主に夏鳥として渡来 し,数 は多いが,本州中部以南では越冬例 も多い。

165ツ ルクイナ Gα′Jjcre″ cJ“ rec(Gmelin)

北海道 (奥尻島1932年 5月 25日 ),本州,四国,九州 (B),伊豆諸島 (八丈1923年

10月 ,1929年 ),硫黄列島 (北硫黄島),中部琉球 (沖縄1968年),南部琉球 (石垣

1921年 11月 ,1933年 9月 ,小浜)

主に旅鳥 として通過するものと思われるが,1950年 8月 ,佐賀県で 1巣 4卵 の

記録がある。

i66オ オバン F“
"cα

 αι7α Linnaeus

オオバン Fし′たαα′知 α″α Linnacus

北海道 (B),本州北部 (B,W),本州南部 (W),四 国,九州 (W),伊豆諸島,北

部琉球 (奄美W),中部琉球 (沖縄),南部琉球 (宮古,石垣,与那国)

北海道および本州中部以北の湖沼で繁殖 し,冬 は南へ移動するものもあるが,

記録は少ない。

ノガ ン科  OTIDAE
167ノ ガン 0″ s,α ,あ Linnaeus

ノガン OtJs tα7あ ヵ bο
"議

ゴじ Taczanowski

北海道 (銭函1881年,室蘭1957年 ,石狩),本州 (青森1922年 ,1966年 ,長野1890

年,山梨,岐阜1940年,石川1931年 ,1966年 ,福井1955年 ,滋賀,二重1903年 ,

兵庫1907年,1939年 ,鳥取),九州 (長崎1880年 ,1916年 ,1917年 ,1918年 ),五

島列島

迷鳥として秋冬まれに渡来する。

!68ヒ メノガン 0,お た,7α

“
Linnaeus

九州 (福岡県山門郡西宮永村1940年 4月 1日 ♀ 1羽 )

迷鳥として 1例があるだけである。

θ3



チ ドリ ロ CHARADRIIFORMES

レンカ ク科  JACANIDAE

169レ ンカク ″ydrοpttsjα
"“
sc腕 7● rg●S(SCOpOli)

本州 (茨 城県石岡町1965年一山階標本,茨城県潤沼1971年 7月 12日 一野鳥35巻

10号 ),九州 (福岡県1955年 7月 7日 ―野鳥27巻 5号),南部琉球 (与那国1973年

3月 10日 )

迷鳥として,ま れに湿地や水田に渡来する。

タマ シギ科 ROSTRATULIDAE

i70タ マシギ Rο strαれJα be,`λaル●sお (Linnaeus)

タマシギ ROstrαれJα bι昭肱′の sゴ sら
“
J詭

`“

sゴ s(Limaeus)

北海道,本州 (B,W),四国 (B,W),九州 (B,W),対馬,種子島,北部琉球 (奄

美),中部琉球 (沖縄 B),南部琉球 (西表,与那国)

関東地方より西南部ではふつうに見 られるが,東北地方ではまれである。

ミヤコ|ド リ科  HAEMATOPODIDAE
i71ミ ヤコ ドリ Hα

“":ο
p●s Ost“′egぉ Linnaeus

ミヤコ ドリ H∝
"α

ι%,“s οsレαルgじs οsc●た,s SwinhOe

北海道,本州 (W),四 国 (W),九州 (W),対 馬,種子島,伊豆諸島 (八丈),小

笠原群島 (聟島),北部琉球 (徳之島,喜界,沖永良部),中部琉球 (沖縄),南部

琉球 (宮古,石垣),大東群島 (南大東島)

冬鳥または旅鳥 として海岸や河自の干潟に渡来するが少ない。

チ ドリ科  CHARADRIIDAE

172ハ ジロコチ ドリ Cル″αarれs ttα

"c●

Jα Linnaeus

ハジロコチ ドリ C」憾7αd″
“

たた
'jC●

Jα ιl“arαO(Lowe)

本州 (千葉1956年 ,1963年 ,1964年 ,1965年 ,1966年 ,1970年 ,神奈′‖1920年 ,

石,H1973年 ),硫黄列島 (北硫黄島1931年 )

数少ない旅鳥または冬鳥として,干潟に渡来する。

173コ チ ドリ Cλα
“
drれsdめj2s Scopoli

コチ ドリ Cんαれごr」

“
d“昴レSCし7αガC●S Gmelin

34



北海道 (B),南千島,本州 (B),粟 島,佐渡 (B),四国 (B),九州 (B,W),対

馬 (B),伊豆諸島 (大島,八丈,鳥島),小笠原群島 (西之島),硫黄列島 (北硫黄

島),北部琉球 (奄美),中部琉球 (沖縄,久米),南部琉球 (宮古,石垣,西表 ,

与那国),大東群島 (南大東島)

各地の川原,海岸等で繁殖 し,冬は南へ移動するが,九州以南では越冬する。

本州 (東京以南)で も越冬記録がある。

174イ カルチ ドリ %に
`′

rれsp`α cFd,お Gray

イカルチ ドリ C版″α(ル tus p′αcJd“ ヵ即薦 c“s Mishima

北海道,本州 (B,W),佐 渡,隠岐,四国 (B,W),九州 (B,W),伊 豆諸島 (八

丈),小笠原群島 (母島),北部琉球 (奄美),南部琉球 (西表 )

大 きな川の,中流より上の川原や中州に多い。

175シ ロチ ドリ C脆 ,αdrれs αJο″
“
ガ7れ ,ιS Linnaeus

ンロチ ドリ C極 7αご′れSα′a″απdrれ
“
S●めOπθttjs Deignan

北海道 (B),南千島,本州 (B,W),佐渡,四国 (B,W),九州 (B,W),屋久島,

種子島,伊豆諸島 (大島,八丈),北部琉球 (奄美,徳之島,喜界,沖永良部),

中部琉球 (沖縄),南部琉球 (宮古,石垣,鳩間,竹富,小浜,黒島)

全国の海岸や川の下流域にふつうに見 られる。

ハシボツシロチ ドリ Cttrα arれs ttm記 ″π●saた ,αttrれ
“
s Linnaeus

北海道,本州 (東京,神奈川,新潟),伊豆諸島 (大島),中部琉球 (久米 )

迷鳥 として,ま れに記録 される。

176メ ダイチ ドリ C′ ,α

“
drれs πο

"gο
′
“

Pallas

メ ダ イ チ ドリ C脆 7αdrJ●S πO●gOLS Sたgm"西 POrtenk0

北海道,南千島,本州,佐渡,四国,九州,対馬,伊豆諸島 (三宅),硫黄列島

(北硫黄島,硫黄島),北部琉球 (喜界,沖永良部),中部琉球 (沖縄),南部琉球

(宮古,石垣,西表,鳩間,竹富,小浜,黒島,与那国)

海岸や河口の干潟に旅鳥として,春秋ふつうに渡来する。

モウコメダイチドリ Cんα7αdrれs πο●gο′
“
,π

“
gο ′●s Pallas

本州 (千葉県行徳1957年 8月 14日 ―山階鳥研報30号 )

旅鳥として,ま れに渡来する。

177オ オメダイチ ドリ Cんαttd7れs′esaに
“

″′ιjブ Lesson

本州,九州,男女群島,伊豆諸島 (八丈),中部琉球 (沖縄,久米),南部琉球 (宮

θ5



古,石垣,西表,黒島)

旅鳥として渡来するが,少 ない。

:78オ オチ ドリ Cλarαご″
"α

sただc“ Pall as

オオチ ドリ C肱 7αdrれS CSた ●C"υ07ed"Gould

本州 (神奈,H1962年 一野鳥27巻 4号 ,愛知1971年 ,1973年 一野鳥36巻 1号 , 38

巻 5号,兵庫 1973年 ), 中部琉球 (沖縄1972年一野鳥35巻 7号),南 部琉 球 (与

那国)

まれな旅鳥として渡来する。

179コ バシチ ドリ Eυ drοπたs ποrJ● e′」ぉ (Linnaeus)

北海道 (函館1854年),本州 (宮城1962年 ,栃木1969年 ,東京1950年 ,神奈′‖1914

年,1915年 ,新潟1967年,静岡1895年,二重1972年 )

まれな旅鳥として渡来する。

180ム ナグロ P`“υjα ″s dοπゴ●jcc(Muler)

ムナグロ P′
“
υJα ″s dοπjπ jcα ル′υα(Gmelin)

北海道,南千島,本州,佐渡,四国,九州,男女群島,伊豆諸島 (大島,神津 ,

八丈,鳥島),小笠原群島 (聟島,父島W,母島),硫黄列島 (北硫黄島,硫黄島 ),

北部琉球 (徳之島,喜界,沖永良部),中 部琉球 (沖縄,久米),南部琉球 (宮古 ,

石垣,西表,鳩間,竹富,黒島,与那国),大東群島 (南大東島,沖大東島)

旅鳥として春秋に多数渡来する。小笠原では冬期の記録がある。

18:ダ イゼン P′
“
υjα ′Js s914:α rο

`α

(Linnaeus)

北海道,南千島,本州 (W),佐渡,四国(W),九州 (W),五島列島,伊豆諸島

(八丈),小笠原群島 (父島),北部琉球 (奄美,徳之島),中部琉球 (沖縄),南部

琉球 (宮古,石垣,西表,小浜,黒島)

旅鳥 としてふつ うに渡来するが,本州中部以南では越冬するものも多い。

182ケ リ ″jcrosα rcοps cれ are●s(B lyth)

北海道,本州 (B,W),四 国,九州 (W),伊豆諸島 (八丈 )

本州北部および中部で繁殖するが,局地的である。現在繁殖が知 られているの

は次の県である。青森,秋田,岩手,宮城,山形,栃木,静岡,愛知,岐阜 ,

福井,石川,二重,滋賀,京都,大阪,兵庫。

183タ ゲリ Иαπθ′J“s υαπο′′
“

(L innaeus)

北海道,本州 (B,W),佐渡,隠岐,四国 (W),九州 (W),対 馬,伊豆諸島 (八

θ6



シギ科

184

185

186

187

188

丈),小笠原群島 (父島),中部琉球 (沖縄),南部琉球 (宮古,石垣,西表,尖閣),

大東群島 (南大東島)

主に冬鳥として渡来するが,1973年 4月 ,石川県にて巣卵およびひなが発見さ

れた (野鳥38巻 9号 )。

SCOLOPACIDAE

キョゥジョシギ スタα47jα ゴ
“
I“pres(Linnaeus)

キョウジョシギ Ar“αグザα jπたηreS Jれたη7aS(Linnaeus)

北海道,南千島,本州,四国,九州,対馬,男 女群島,種子島,伊豆諸島 (八丈 ,

鳥島),北部琉球 (奄美,徳之島,喜界,沖永良部),中 部琉球 (沖縄),南部琉球

(宮古,黒島,与那国)

旅鳥として春秋ふつ うに渡来するが,日 本海側および九州には少ない。

トウネン CαJ"rお r“″cο″Js(Pallas)

北海道,南千島 (エ トロフ),本州,佐渡,四国,九州,男女群島,伊豆諸島 (八

丈),小笠原群島,硫黄列島 (硫黄島),北部琉球 (喜界),中部琉球 (沖縄),南部

琉球 (宮古,石垣,西表,黒島),大東群島

旅鳥として春秋,多数渡来する。

ヒパリシギ‐ Cα′Jdr」 s πj"“″′′α (Vieillot)

ヒバリシギ Cα′認7Js πれz"`Jα  stめπJ“

“
:o(Middendorff)

北海道,南千島 (エ トロフ),本州,九州,伊豆諸島 (八丈),硫黄列島 (北硫黄島),

中部琉球 (沖縄),南部琉球 (石垣,与那国),大東群島

旅鳥として渡来するが,少ない。

オジロ トウネン Cα′″rお ,帥πjπcttj(Leisler)

南千島 (エ トロフ),本州 (W),九州 (W),伊豆諸島 (八丈),中 部琉球 (久米),

大東群島 (南大東島)

旅鳥または冬鳥として渡来するが,多 くない。

ヒメウズラシギ CαJ"rお らα″dガ (Coues)

本州 (宮城県蒲生1963年 9月 23日 一鳥83号,千葉県片貝1963年 9月 30日 一 鳥 83

号,千葉県長生町1969年 9月 1日 ～ 7日 ―野鳥35巻 5号,二重県伊勢市1956年

9月 1日 ―鳥69号 )

まれな旅鳥として渡来するにす ぎない。千葉県行徳および南部琉球 (石垣島)で

も観察記録がある°                          θ7



i89ア メリカウズラシギ Cα″d"s ma′α
"ο

,ο s(Vieillot)

北海道,南千島 (エ トロフ),本州

旅鳥として渡来するが,少ない。

190ウ ズラシギ Cα′認r」 s ac"""d。 (HOrsfield)

北海道,南千島 (エ トロフ),本州,四国,九州,伊豆諸島 (八丈),硫黄列島 (北

硫黄島),北部琉球 (奄美,徳之島),中 部琉球 (沖縄),南部琉球 (石垣),大東

群島

旅鳥として渡来する。

191ハマシギ Cα
"drJs 

αιpJ“ (Linnaeus)

ハマシギ Cα′だ7お α′pj“ 3αん脆′ゴ●a(Vieil10t)

北海道,南千島 (エ トロフ,ク ナシリ),本州 (W),佐渡,四国 (W),九州 (W),

伊豆諸島 (八丈),中部琉球 (沖縄,久米),南部琉球 (宮古,石垣,西表,小浜 ,

黒島,与那国),大東群島

旅鳥としても渡来するが,本州以南の海岸では多数越冬する。

192サ ルハマシギ Cα
"ご

rお ルr7昭j“α (POntOppidan)

本州,九州,伊豆諸島 (八丈),南鳥島

旅鳥として渡来するが,多 くない。

:93コ オバシギ Ca′ガ,お cα

"●
:ぉ (Linnaeus)

コオバシギ Cα′だr」 S Cα●2J“ 70gerSJ(Mathews)

北海道,本州,九州,南部琉球 (宮古)

旅鳥として渡来するが,多 くない。

194オバシギ Cα′だ7お ,“
“

j70S″jS(HOrSfield)

北海道,南千島 (エ トロフ),本州,九州,対馬,中部琉球 (沖縄),南部琉球 (宮

古,石垣 )

旅鳥として,ふ つうに渡来する。

195ミ ユビシギ Crocetttα αJ施 (Panas)

北海道,南千島,本州 (W),九州,中部琉球 (久米),南部琉球 (宮古)

主に砂質の海岸に渡来 し,本州以南では越冬するもの もある。

i96ヘ ラシギ E“ry'07λy●Cλ

“
Sp"πe●S(Limaeus)

北海道,南千島 (ク ナシリ),本州,九州

旅鳥として渡来するが,少 ない。特に春の記録はまれである。

θθ



197エ リマキシギ P腕′
"“

cλぉ p理解
"(Linnaeus)

北海道,本州,九州,中部琉球 (沖縄),南部琉球 (与那国 )

旅鳥として春秋渡来するが少ない。秋のほうが多い。

i98コ モンシギ Tryπ gj,●ssめ7げjCO′ JjS(Vieil10t)

本州 (千葉県長生郡一ツ松1967年 9月 3日 ～ 7日 ―野鳥33巻 2号 ,東京都 Hartert:

Vёg.Pal.Fauna,愛知県名古屋市1891年 5月 ―鳥31号 ,大阪湾南港1957年 5月 19

日)

迷鳥として, きわめてまれに渡来する。

!99キ リアイ Ljれたο′αル′cれοJ′

“
s(Pontoppidan)

キリアイ LゴπJcο Jα ル
`cれ

●Jれs sibι r」 cα Dresser

北海道,本州,九州

旅鳥として渡来するが,多 くない。特に春は少ない。

200オオハシシギ Ljπ
"ο

drοπ●s scο Jοpace“s(Say)

北海道,本州 (W)

旅鳥または冬鳥として渡来するがまれで,北海道,千葉県,神奈川県,愛知県 ,

兵庫県の記録のみ。

201シベ リアオオハシシギ Ljπποごrοπ●s seπ Jpα

`π

αれs(Blyth)

本州 (青森県小川原湖1972年 5月 23日 一鳥91/92号 )

きわめてまれな迷鳥である。

202ツルシギ T,こη″ ο7y2λ 70p●s(Pallas)

北海道,南千島,本州,四国,九州,対馬,伊豆諸島 (八丈),中部琉球 (沖縄 )

旅鳥 として渡来するが,秋よりも春のほうがずっと多い。越冬例 もある。

203アカァシシギ T7れgα :。 ιαππs(Linnaeus)

アカアシシギ Trj'μ ιObπ
“
Se,7られ

“
s(OberhOlser)

北海道 (B),南千島 (ク ナシリ),本州,九州,伊豆諸島 (大島),中 部琉球 (沖

縄),南部琉球 (石垣)

旅鳥 として渡来するが少ない。1972年 6月 ,野付半島で繁殖が確認 された (鳥

91/92号 )。

204コ アオアシシギ Trれ脚 S,αg,4"′ お (Bechstein)

本州,九州,中部琉球 (沖縄),南部琉球 (宮古)

旅鳥 として海岸に近い湿地や水田に渡来するが,多 くない。
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205アオアシシギ T7」●ga'あι′arjα (Gunnerus)

北海道,南千島,本州,四国,九州,対馬,屋久島,伊豆諸島 (八丈),硫黄列

島 (北硫黄島),中部琉球 (沖縄),南部琉球 (宮古,石垣,西表,小浜)

旅鳥として,干潟や湿地にふつうに渡来する。

206オオキアシシギ TrJ,3♂απ
`′

απο′e“c(Gmelin)

本州 (宮城県仙台市蒲生1964年 8月 3日 ―野鳥29巻 5号 )

迷鳥として 1回 の記録がある。

207カ ラフ トアオアシシギ T“昭αg“‖jル r(NOrdmann)

北道道 (室蘭 ,石狩),本州 (千葉,東京,二重,大阪),九州 (佐賀,熊本,鹿

児島)

まれな旅鳥として渡来する。

208ク サシギ Trれr οc♭οpt`s Limaeus

北海道,本州 (W),佐渡,四国,九州 (W),対馬,種子島,伊豆諸島 (三宅,八

丈),小笠原群島 (父島),中部琉球 (沖縄),南部琉球 (宮古,石垣,西表,与那国)

旅鳥として川岸や内陸の湿地に渡来するが,越冬するものもある。

209タ カブシギ Trれr gJα reο

`α

 Linnaeus

北海道,南千島 (エ トロフ,ク ナシリ),本州,四国,九州,対馬,男女群島 ,

屋久島,伊豆諸島 (八丈),小笠原群島 (父島),硫黄列島 (北硫黄島),北部琉球 (奄

美),中部琉球 (沖縄),南部琉球 (宮古,石垣,西表,与那国),大東群島 (南大

東島)

旅鳥として,ふ つうに渡来する。ときに越冬の記録 もある。

2!0メ リケンキアシシギ Trれ,α j2ca“ (Gmelin)

南千島 (ク ナシリ),本州,四国,伊豆諸島 (大島,八丈),小笠原群島 (父島,母

島),硫黄列島 (北硫黄島),南鳥島,北部琉球 (与論),大東群島 (南大東島,沖

大東島)

まれな旅鳥として渡来する。

2!!キアシシギ Trれga brωゎes(Vien lot)

北海道,南千島 (ク ナシリ,シ コタン),本州,佐渡,四国,九州,対馬,男女

群島,種子島,伊豆諸島 (三宅,八丈),小笠原群島 (父島,母島,姪島),硫黄

列島 (北硫黄島,硫黄島), 北部琉球 (奄美,徳之島,喜界,沖永良部),中部

琉球 (沖縄),南部琉球 (宮古,石垣,西表,竹富,黒島,与那国),大東群島

4θ



旅鳥として海岸,干潟等に多数渡来する。

212イ ツシギ T7れ″ λypOた
“
OS Linnaeus

北海道 (B,W),南 千島 (エ トロフB,ク ナシリB),本州 (B,W),佐 渡 (B?),

隠岐,四国 (W),九州 (W),対馬 (B,W),五島列島,男女群島,屋久島,種子島 ,

伊豆諸島 (式根,三宅,八丈,鳥島),小笠原群島 (父島),硫黄列島 (北硫黄島),

北部琉球 (奄美, 徳之島, 喜界),中部琉球 (沖縄,伊是名,久米),南部琉球

(宮古島から与那国島まで),大東群島 (南大東島)

本州中部以北で繁殖 し,冬 は暖地に移動 して越冬する。

213ソ リハシシギ χ
““

s cJ"ο r“s(GHdenstadt)

北海道,南千島,本州,四国,九州,対馬,男女群島,伊豆諸島 (三宅,八丈),

北部琉球 (喜界),南部琉球 (西表)

旅鳥として春秋ふつうに渡来する。

214オ グロシギ LJποsα Jれοsc(Linnaeus)

オグロシギ Ljποsα ′れοsα π″α,"rοじdes GOuld

北海道,南千島,本州,九州,中部琉球 (沖縄),南部琉球 (石垣)

旅鳥として,ふつうに渡来する。

2i5オオソリハシシギ Ljποsα れ″(mたα(Linnaeus)

オオソリハシシギ L′
"ο

sα ′吻 のたα詭
“

7ゴ Naumann

北海道,本州,四国,九州,伊豆諸島 (八丈),小笠原群島 (父島),中部琉球 (沖

縄),南部琉球 (石垣)

旅鳥 として多数渡来する。

コシジロオオソリハシシギ LJποsα Jα2pο.たαπ
“

zbた 7j POrtenk0

本州 (東京都羽田1945年 ,神奈川県辻堂1954年 10月 13日 ),南部琉球 (宮古1921年

12月 ,石垣1921年 11月 )

まれな旅鳥として渡来する。

2,6ダィシャクシギ Ⅳ
“
πθ

“
ゴい α7c“

'c(Linnaeus)
ダイシヤクシギ 脇

“

j“Sα

“

|`atα 07た,'α ′お Brehm

北海道,本州 (W),四 国 (W),九州 (W),対馬,中部琉球 (沖縄),南部琉球 (宮

古,小浜)

旅鳥として渡来するが,本州中部以南では越冬するものもある。

4」



217ホウロクシギ Ⅳ卸
“"j"¶

にあrSCα 7た●■S(Linnaeus)

北海道,南千島 (エ トロフ),本州,四国,九州,対馬,伊豆諸島 (八丈),小笠

原群島 (母島),北部琉球 (奄美),中部琉球 (沖縄),南部琉球 (黒島),大東群島

(南大東島)

旅鳥として,ふつうに渡来する。

218シ ロハラチュウシヤクシギ: N"me●
J●s ren"rο strお Vieillot

本州 (2標本一動雑45号 )

きわめてまれな迷鳥として 2例 があるのみ。

2,9チ ュウシヤクシギ Ntι糀
“

れspたθορ●S(Linnaeus)

チュウシヤクシギ Nll"θ ,j"pttο叩
“
S υαrたrt●S(Scopoli)

北海道,南千島 (エ トロフ, クナシリ),本州,佐渡,四国,九州,対馬,男女

群島,馬毛島,伊豆諸島 (八丈),小笠原群島 (聟島,父島,母島),硫黄列島 (北

硫黄島),北部琉球 (徳之島),中部琉球 (沖縄),南部琉球 (宮古,石垣,西表 ,

竹富,小浜,与那国),大東群島 (南大東島,沖大東島)

旅鳥として,ふ つうに渡来する。

220ハ リモモチュウシヤク Ⅳttπ

“
J“

'α

晟″e'SゴS(Gmelin)

本州 (山 形1958年一鳥獣集報17巻 2号 ,千葉県浦安1968年 9月 29日 ～10月 12日

一野鳥34巻 2号,京都府1909年 7月 一鳥 4号),小笠原群島

まれな旅鳥として渡来する。

221コ シャクシギ N切咤
".sπ

れ2,ぉ GOuld

北海道,本州 (千葉,東京,長野,愛知,二重,山 口),九州 (福岡),男女群島

(1970年 )

旅鳥として渡来するが,少ない。草生地に生息する。

222ヤマシギ ScO′叩α″r“
"COJα

 Linnaeus

北海道 (B),南 千島,本州 (B,W),佐渡 (W),四 国 (B?,W),九州 (W),対馬

(W),屋久島,種子島,草垣島,伊豆諸島 (大島B,W,新島W,三宅 B,W,御蔵

B,W,八丈 B,W,鳥島 B),硫黄列島 (北硫黄島),北部琉球 (奄美),中部琉球

(沖縄),南部琉球 (西表,与那国),大東群島 (南大東島,沖大東島)

本州以北および伊豆諸島のよく茂った林で繁殖 し,冬 は暖地で越冬する。

223アマミヤマシギ ScOれ
"″

πj“ Hartert

北部琉球 (奄美 B,W)
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留鳥として奄美大島に生息する。

224タ シギ Gα′′ゴ
“
go rJぉ

“
g。 (Linnaeus)

タシギ Gα J′ れ昭ορ′
`J“

agο ″′′J“gο (Linnaeus)

北海道,南千島 (エ トロフ,ク ナシリ),本州 (W),佐渡 (W),四 国(W),九州

(W),対馬,男女群島,種子島,伊豆諸島 (八丈,青 ヶ島),小笠原群島 (聟島,

父島),北部琉球 (奄美),中部琉球 (沖縄),南部琉球 (宮古,石垣,西表,小浜,

与那国),大東群島 (南大東島)

旅鳥または冬鳥として多数渡来する。

225ハ リオシギ Gα′″π
`ο

sた■
“
7α (Bonaparte)

北海道,南千島,本州,伊豆諸島 (八丈),小笠原群島 (聟島,父島),北部琉球

(奄美),中部琉球 (沖縄),南部琉球 (宮古,石垣,与那国)

旅鳥として渡来するが,多 くない。

226チ ュウジシギ Gα′′J,3agO πOgα′α SWinhOe

北海道,本州,佐渡,隠岐,四国,九州,対馬,伊豆諸島 (八丈,鳥島),小笠

原群島 (父島),北部琉球 (奄美),中部琉球 (沖縄),南部琉球 (宮古,石垣,西表,

与那国),大東群島

旅鳥として,ふつうに渡来する。

227オオジシギ Gα J′ れ昭ο ttrdlυ ιc腕」(Gray)

北海道 (B),南千島,本州 (B),佐渡,四国,九州,伊豆諸島 (八丈),大東群

島 (南大東島)

本州中部以北の草原で繁殖し,本州の低地や暖地は旅鳥として通過する。

223アオシギ Gα′Jれ昭ο sο′

“

αrた HodgsOn

アオシギ Gα′
"“

gο sο′j:α7た JαpO,たC(BOnaparte)

北海道 (W),南千島 (エ トロフW?),本州(W),佐渡 (W),隠岐,四国(W),

九州 (W),対馬 (W),伊豆諸島 (八丈W),小笠原群島 (父島),南部琉球 (西表)

冬鳥として渡来するが,多 くない。

229コ シギ Lyπ
“
οcryρ たs πJ2」π

“
s(B蒟 nnich)

北海道,南千島 (エ トロフ),本州(W―宮城,福島,茨城,千葉,埼玉,東京,

神奈川,静岡,兵庫)

旅鳥または冬鳥として渡来するが,少ない。

4θ



セィタカシギ科 RECURVIROSTRIDAE

230セイタカシギ ″力4“ :οPお λれα●ゆ
“

(Linnaeus)

セィタヵシギ ″J″協
"ゅ"λ

れα
"ι

αpぃ 腕烈
":"●

s(Limaeus)

北海道 (鵡川),本州 (山形,宮城,茨城,千葉,東京,新潟,石川,静岡,愛知 ,

大阪,兵庫,山口),四 国 (愛媛),九州 (福岡,宮崎,熊本,鹿児島),小笠原群

島 (父島),硫黄列島 (硫黄島),中部琉球 (沖縄)

旅鳥として渡来するが少ない。近年,渡来数が増加 し,越冬記録もある。

23!ソ リ ハ シ セ イ タ カ シ ギ  ReC● 7,jケ OStra Cυ OCa"α Linnaeus

本州 (青森1972年一野鳥38巻 2号 ,宮城1972年 一野鳥38巻 2号 ,愛知1971年 ,

1972年一野鳥36巻 7号 ,野鳥38巻 2号 ),中部琉球 (沖縄1973年 一野鳥38巻 4号 )

1971年 2月 ,日 本で初めて記録 されてから三年連続渡来 している。

ヒ レア シシギ科 PHALAROPODIDAE

232ハイイロヒレァシシギ Pλa′arοp.s′
“"ccrゴ “

(Linnaeus)

北海道,本州,九州 (熊本1972年),伊豆諸島 (八丈)

旅鳥として日本付近の海上を通過するが,内陸部へ渡来することは少ない。

233アカエリヒレアシシギ n屹
`α

70p●S′ 0施 :ιS(Linnaeus)

北海道,礼文島,南千島 (エ トロフ,ク ナシリ),本州,佐渡,四国,九州,対馬 ,

伊豆諸島 (大島,新島,三宅,八丈),北部琉球 (奄美,喜界),南部琉球

旅鳥として海上を通過するものは多い。ときに内陸にも群れが飛来する。

｀
ツノ` メチ・ドリ科  GLAREOLIDAE

234ツパメチ ドリ GJαrω′α
"ddわ

αrt3m Forster

南千島 (エ トロフ),本州,四国,九州,対馬,男女群島,伊豆諸島 (八丈),硫

黄列島 (北硫黄島),北部琉球 (奄美),中部琉球 (沖縄),南部琉球 (石垣,小浜 ,

与那国)

旅鳥として渡来する。6月 下旬に若鳥渡来の記録があり,秋には比較的多いが ,

春の記録は少なく,ほ とんどが成鳥である。西南日本に繁殖の可能性がある。

トウソクカモ メ科  STERCORARIIDAE

235オ オ トウゾクカモメ Sた rcο rα rれs sha(Brunnich)
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オ オ ト ウ ゾ ク カ モ メ  Sた rC07α rれS Stta παCC07れた 腕 SaunderS

北海道,南千島,九州,伊豆諸島

南半球で繁殖を終えたものが 5月 から夏にかけて日本近海に渡来するが,多 く

ない。

236ト ウゾクカモメ Sた,cοrα7れSp“
“

r」

"●
S(TemminCk)

北海道,南千島,本州

春,太平洋岸沖を北上するものが多い。

237ク ロ トウゾクカモメ Sた rcο ttrれ s pα 7CSJ″ C“ (Linnaeus)

北海道,南千島,本州,伊豆諸島,小笠原群島

春,太平洋岸沖を北上するものがある。北海道北部では夏 も記録がある。

238シ ロハラ トウゾクカモメ S fercο 知7じ

"′
ο,gたαtガ

“
s Vieil10t

北海道,本州,伊豆諸島

春,太平洋岸沖を北上するものがある。また台風によって運ばれ,内陸に飛来

した記録 もある。

カモメ科 LARIDAE

239ユ リカモメ Lα rぃ

… “
Linnaeus

コLリ カモメ  I`α r" r"Jれ腋れs sJら ,7JC“ S Buturlin

北海道 (W),南千島,本州 (W),佐渡 (W),四 国(W),九州(W),伊豆諸島 (大

島W),小笠原群島 (父島,母島),中部琉球 (沖縄)

冬鳥として渡来し,港湾,海岸,内陸の湖や河川に多数生息する。

240セ グロカモメ Lα r●s arg“施抱s POntOppidan

セグロカモメ Lα r"αrg“ ,c,●s υagac Palm6n

北海道 (W),南千島 (エ トロフ),本州 (W),佐渡 (W),四 国(W),九州(W),

対馬 (W),種子島,伊豆諸島 (大島,八丈),小笠原群島 (父島,母島,西之島),

硫黄列島 (北硫黄島),南鳥島,中部琉球 (沖縄),南部琉球 (石垣),大東群島 (南

大東島)

冬鳥として海岸,港湾に渡来し,数 は多い。オオセグロカモメより南へ移動

する。

24!オオセグロカモメ Lα r“s sctts″ sag“s Steineger

北海道(B,W)プ 礼文島,利尻島(B,W),天売島(B,W),南千島 (エ トロフB,W,

`5



クナシリB,W,シ コタンB,W),大黒島 (B,W),本州北部 (W,三貫島 B1973年 ),

佐渡 (W),本州南部 (W),四 国 (W),九州,対馬,伊豆諸島 (大島,鳥島),硫

黄列島 (北硫黄島),北部琉球 (沖永良部),南部琉球 (石垣)

北海道,南千島で繁殖 し,冬 も残留するが,本州以南では冬鳥である。セグロ

カモメより南下する傾向は少ない。1973年 6月 ,岩手県三貫島で巣 と卵が発見

された。

242ワ シカモメ ILα 7●Sg′αlκeSC“S Naumann

北海道 (W),南千島 (エ トロフW),本州北部 (W)

従来の記録は少ないが,冬鳥として北日本にはふつ うに渡来する。

243シ ロカモメ Lα r¨ λ″αめ。rωs Gunnerus

シロカモメ Lar●s λlperbο re“

"Jお
dお sjπぉ POrtenko

北海道 (W),南千島 (エ トロフW), 本州 (W),佐渡 (W),四国,九州,伊豆

諸島 (八丈),小笠原群島 (父島)

冬鳥として渡来 し,北 日本に比較的多い。

244カ モメ Lα r“ ca"●s Linnaeus

カモメ Lcrぉ cαπ
“
s ttπ,sc脆 ,scル●sls(Bonaparte)

北海道 (W),南千島 (ク ナシリ,シ コタン),本州 (W),佐渡 (W),隠岐,四国

(W),九州 (W),対馬 (W),伊豆諸島 (八丈),硫黄列島 (北硫黄島)

冬鳥として,全国の海岸にふつ うに見 られる。

245ウ ミネコ Lαr"crαss"OS'7お Vieil10t

北海道 (B,W),礼文島(B),利尻島(B),天売島(B),南千島 (エ トロフB,ク ナ

シリB,シ コタンB),本州 (B,W),佐渡 (W),隠岐,四国 (W),九州 (W),対馬

(W),男女群島 (B,W),甑 島 (B,W),伊豆諸島 (大島W,新島W,神津W,三

宅W,八丈,八丈小島 B,W),小笠原群島 (父島),中 部琉球 (沖縄),南部琉球

(宮古,石垣,与那国)

日本近海の島で集団繁殖 し,夏 も全国の海岸で見 られる。集団繁殖地 として知

床半島,天売島,蕪島,椿島,三貫島,陸中海岸,足島,飛島,経島,八丈小

島,男女群島,甑 島等が知 られている。

246ズグロカモメ Lα r● s sα″″ers」 (Swinhoe)

北海道,本州 (W),九州 (W)

旅鳥または冬鳥として渡来するが,少ない。九州にはやや多い。
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247ク ビワカモメ Lα rしs sα

"π

j Sabine

クビワカモメ Lα r“s saられじ,scん1脱 scλοrυπ (POrtenk。 )

本州北部 (宮城県本吉郡気仙沼湾1909年 11月 )

迷鳥として1例 があるだけである。

248ミ ツユビカモメ Lα r“s trjあ cty′●s Linnaeus

ミツユビカモメ Lα r“st輸あctyJ● s pο ′′jcα ″s(Ridgway)

北海道(B?,W),南千島,本州(W),隠岐,四国(W),九州,対馬(W)

冬鳥として渡来するが,岸からはなれた海上に多い。北海道では夏期も見られ,

繁殖の可能性がある。

249ゾウゲカモメ Lα 7し S eb“ ,ηωS PhippS

北海道 (根室支庁納沙布岬1934年 2月 26日 一鳥39号 )

1回 2例の記録があるだけである。

250ハ ジロクロハラアジサシ SIer,ta J●
“

(η :erα Temminck

北海道 (石狩),本州 (宮城,秋田,千葉,東京,神奈川,愛知,大阪),四国 (徳

島),九州 (熊本,鹿児島),伊豆諸島 (八丈),南部琉球 (西表)

数少ない旅鳥として春秋に見られる。

251ク ロハラアジサシ Sた 7“ んybrjあ Pallas

クロハラアジサシ Sたヶ
“

んybr″α′αυα″cα Horsfield

本州 (宮城,千葉,東京,静岡,兵庫),四 国 (高知),九州 (熊本),南部琉球 (西

表1972年 6月 2日 ,与那国)

数少ない旅鳥として渡来する。

252ハ シグロクロハラアジサシ Sた r"α
"な

rc Linnaeus

本州 (神奈川県三浦半島小田和湾1971年 9月 10日 ～14日 ―神奈川県立博物館研

究報告 1巻 5号 )

迷鳥として1回 の記録がある。

253オニアジサシ Ster"a ccspjα  Panas

本州南部 (兵庫県姫路市1973年 4月 28日 ),九州 (熊本県八代干拓1970年 9月 ～

10月 ,1973年 4月 22日 ～27日 ),八重山群島 (1911年 3月 )

迷鳥としてまれに渡来する。

254オオアジサシ Sた r“ bergjj Lichtenstein
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255

256

257

258

259

`∂

  260

オオアジサシ S"r,a bergガ c″ sれ ,α Stephens

本州 (東京都中野1947年 8月 ,静岡県大井川口,兵庫県明石沖1950年10月 ,二重

県熊野灘1970年 4月 ),伊豆諸島 (八丈),小笠原群島 (聟島,父島,西之島B),

南鳥島,北部琉球 (徳之島B),中部琉球 (沖縄),南部琉球 (宮古,石垣),大東

群島 (南大東島B)

繁殖地以外には,ま れに渡来する。

ハシブトアジサシ Sた 7π π″0″ Cα Gmelin

ハシブトアジサシ sたヶ
"α "J′

οJた。■〃ο:たα Gmclin

本州 (千葉県浦安1970年 10月 ,大阪湾南港1956年,1969年 ),九州 (熊本県八代19

72年 9月 ～10月 )

迷鳥として,ま れに渡来する。

アジサシ Sた ,・

"α
″r“ガο Linnaeus

アジサシ Sたr'4腕 7“ガ0′ Oπgわ
“
πjS NOrdmann

北海道,南千島,本州,四国,九州,伊豆諸島 (八丈),南鳥島,中部琉球 (沖縄)

旅鳥として春秋に多数渡来する。

アカアシアジサシ Sた 7“ 腸r″ガοπれ,ssの sぉ Sushkin

本州 (宮城,千葉,静岡,大阪)

前亜種に混じって少数渡来する。

ベニアジサシ S,“
“

dttρ ′″J Montatte

ベニアジサシ Sた,“ dο ttα″ガ あ1昭 sゴ Mathews

北部琉球 (奄美 B,徳之島B,与論),中部琉球 (沖縄,座間味),南部琉球 (石垣 ,

西表)

夏鳥として渡来し,琉球列島で繁殖する。周辺の海域で見られる。

エリグロアジサシ Ster,la w"α mm Raffles

エリグロアジサシ S″物 stmatrc,a鋼孵α
'70,a Raffles

馬毛島(B),南鳥島 (B),北 部琉球 (奄美B,徳之島B,与論),中部琉球 (沖

縄,座間味),南部琉球 (宮古,石垣,西表 B,竹富,仲神島B)

夏鳥として渡来し,主に琉球列島で繁殖する。

コシジロアジサシ Sたヶ
“

αル・ ″cα Baird

本州 (宮城1931年 ,千葉,神奈,H1969年 ,静岡1969年 )

まれに迷鳥として渡来する。

ナンヨウマミジロアジサシ Sた 7●αれ
“'α

 Peale



硫黄列島 (北硫黄島),南鳥島 (1910年 10月 )

迷鳥として 2例があるだけであぅ。

261マ ミジロアジサシ Sセ r"α α,協●:λ d“s Scopoli

マミジロアジサシ Sた r■αα
"adん

d“ α
“

dλα●s Scopoli

北海道 (函館1870年),本州 (横浜1890年,静岡1894年 ),硫黄列島 (北硫黄島),

南鳥島,南部琉球 (石垣および西表1971年 8月 14日 )

まれに渡来するだけである。

262セグロアジサシ Sた夕
'3aル

SCdα Linnaeus

セグロアジサシ Sセ r“ ルscα Jα π
“
昴Jο SC Sparrman

本州,四国,九州,伊豆諸島 (青 ヶ島),小笠原群島 (父島,母島,嫁島,東島,

西之島),北部琉球 (徳之島),中部琉球 (沖縄 B),南部琉球 (石垣,西表,仲神

島B,尖閣),大東群島 (南大東島)

繁殖地周辺以外ではまれであるが,台風によって運ばれてくるものがある。

263コ アジサシ Sた 7“ α′
"′

7のS PallaS

コァジサシ sた 7.α α′洸frοηs sれ
“

sjs Gmelin

本州 (B),四国(B),九州 (B),小笠原群島,北部琉球 (与論),中部琉球 (沖縄B)

夏鳥として渡来し,本州以南で繁殖する。

264ハイイロアジサシ ス●ο●sc″しルo(Bennett)

ハィィロァジサシ ス
"ο

●s car● rec sα

“
Itts(Fisher)

硫黄列島 (北硫黄島),南鳥島 (1911年 8月 )

2例の記録だけである。

265ク ロアジサシ 4,ο
“

s,ο JJd“ (Limaeus)

クロアジサシ 4πο・ ss,ο Jjd“s pj′ eα ,2s(Scopoli)

北海道 (函館),本州 (宮城,東京湾,和歌山),九州 (佐賀),伊豆諸島 (八丈),

小笠原群島 (父島,母島B,西之島B),硫黄列島 (北硫黄島 B),南鳥島(B)

繁殖地以外では,ご くまれである。

リュウキュウクロアジサシ ス●ο●s stο Jjd“ sp● J′

“
s Bangs

中部琉球 (沖縄),南部琉球 (石垣,西表,仲神島B,尖閣B)

繁殖地以外では少ない。

266ヒ メクロアジサシ ス●ο
“
sた2″ァοstrJs(Temminck)

49



ヒメクロアジサシ 4ποzs,e,“ jrο s,7」 S ttrC● Sj(Bryan)

硫黄列島 (硫黄島),南鳥島

まれに渡来するだけである。

267シロアジサシ スπο
“
sαめ●s(Sparrman)

シロアジサシ ス
"ο

●scめ●s ca,ガビd“ (Gmelin)

北海道,本州 (埼玉,愛知,滋賀,大阪湾),四 国,九州,伊豆諸島 (大島),小

笠原群島,硫黄列島,南鳥島

まれに渡来するだけである。

ウ ミスズ メ科 ALCIDAE

268ウ ミガラス υ7Jα αα′ge(Pontoppidan)

ウミガラス υ7Jα αα′gaれ 07πα
'C Sa10mOnSen

北海道 (B,W),礼文島 (W),利尻島 (W),南千島 (B),本州北部 (W),伊豆諸

島 (大島)

夏期,北海道では日本海側に多 く,繁殖地周辺にふつう。オホーツク側 には多

くない。冬期,北海道南部の海上から本州北部沿岸に少なくない。太平洋側は

福島県以北,日 本海側は能登半島以北の海上に分布するが,年 によってはさら

に南下する。

269ハシブトウミガラス υrゴα′οπ,α (L innaeus)

ハシブトウミガラス υrJα ′οπ
"α

 α77α (PallaS)

北海道 (W),南千島 (W),本州北部 (W)

冬期 ,北日本の海上を訪れるが,前種に比 してずっと少ない。駿河湾で も4月 ,

6月 の記録がある。

270ウ ミ′` 卜 C“ηλ●s cο れ
"bα

 Pallas

アリューシャンウミバ ト Cepr,λ●s cο ′ιπια腸れ7縫 POrtenk0

北海道 (W),南千島 (W),本州北部 (W)

冬期,北日本の海上で,ま れに観察 されるだけである。

チシマウミバ ト Cη

“

2s Cο ′
“
πbα s,ο

"J Steineger
北海道 (W),南千島 (W?)

冬期,北日本の海上でまれに観察 されるだけである。

5θ



27:ケイマフリ Cηphs cα ヶbο PallaS

北海道(B,W),礼 文島,利尻島,南千島(B),本州北部(B,W),対 馬,伊豆

諸島(八丈)

北海道ではユルリ島,モ ユルリ島,大黒島,天売島など,本州北部では青森県

尻屋崎,岩手県三貫島などで繁殖する。冬期はやや南下するが,主に駿河湾以

北に分布する。二重県志摩半島でも記録がある。

272マダラウミスズメ Bracλ y,απ

"“

S爾
"π

07α t“S(Gmelin)

マダラウミスズメ Bttcλ yグαπpλ●S πα7π 07α れS Pθ 材減 (PallaS)

北海道 (B),南千島,本州 (W),九州 (博多湾 6羽採集),伊豆諸島 (大島),北

部琉球 (奄美),中部琉球 (久米 )

夏期,北海道東部海上で観察 され,繁殖の記録 もある(小清水海岸から24km内

陸の藻琴山麓で抱卵中の♀ 1羽が1961年 6月 15日 に捕獲 されている)。 冬期 ,

東京湾,駿河湾等にも渡来する。

273ウ ミスズメ Sy"ιλιjbο rαπpん

“
sα観れ,2s(Gmelin)

北海道 (B,W),礼文島(W),利尻島(W),南千島 (B,W?),本州北部 (B,W),本

州南部 (W),佐渡 (W),四国(W),九州 (W),対馬,屋久島,伊豆諸島 (新島W,

八丈W,鳥島),硫黄列島 (北硫黄島 ?),北部琉球 (奄美),南部琉球 (宮古,石

垣 )

夏期,北海道天売島,岩手県三貫島などで繁殖するが,数は多くない。冬期は,

北海道から本州沿岸の海上にきわめてふつうである。

274カ ンムリウミスズメ Syπ流′めοram2λ
“
s ω鰤所z“s“悔●(Temminck)

北海道 (函 館,釧路東南東150マ イル沖),本 州 (B,W),九州 (B,W),対 馬 ,

伊豆諸島 (B,W),中 部琉球 (沖 縄 )

本州では静岡県下田沖の神子元島,二重県紀伊長島沖の耳穴島,山 口県大津郡

など,伊豆諸島では鵜渡根島,式根島,三宅島三本岳など(祇 苗島 も可能性 あ

り),九州では福岡県博多湾沖の筑前沖ノ島 (小屋島),机島,桂島などで繁殖

する。

275エ トロフウミスズメ Aαtt crお ,α た′′α (PaH as)

北海道 (W),南 千島(B?,W),本 州北部 (青森,岩手,新潟などの海上 )

冬期,北海道東部の海上で観察 されるが,数 は多くない。新潟県沿岸からの記

録がある。また長野県篠井の千曲川へ迷行した例 もある。
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276シラヒゲウミスズメ スαttα ρygmα
`α

(Gmelin)

南千島(B?,W),本州北部 (宮 城1957年 2月 ♂ 1羽 )

冬期,北日本にまれに渡来する。

277コ ウミスズメ 五αtt ρ
“

S」 ′′o(Panas)

北海道 (W),南千島(W),本州北部 (W),九州 (久留米,博多湾,鹿児島県),

種子島

冬期,北海道や東北沿岸ではふつ う。ときにかなりの大群 も見る。しか し,関

東以南および福井県以南の海上ではまれである。兵庫県で内陸に迷行 した例が

ある。

278ウ ミオウム 4αれα pst“αc●′α (Pallas)

北海道(W?),南千島(B?,W?),本 州北部 (新潟沿岸,宮城沿岸 )

新潟県沿岸では冬期,斃死体が漂着することがあるが,そ の他の地ではごく少

ない。

279ウ トウ Cerο rttπ cα πο●οcerα
`α

(Pallas)

北海道 (B,W),南千島(B,W?),本 州 (B,W),佐渡,九 州 (長 崎),対馬 ,

伊豆諸島 (大島 )

夏期,北海道では大黒島,天売島などで繁殖 し,そ の周辺の海上には多いが,

昼間は島からかなり離れているのがふつうである。本州では陸奥湾,岩手県椿

島,宮城県足島などで繁殖の記録があるが,数は少ない。冬期は東北沿岸の海

上におり,数は少なくない。新潟県沿岸 か らの記録がある。

230ツノメ ドリ F7αたrC」α COr"C“ ′α3α (Naumann)

北海道 (B?,W),南千島(W),本州北部 (岩手,宮城,千葉,静岡,新潟 )

冬期,北海道や東北沿岸の海上で観察 されるが,数はごく少ない。新潟県沿岸

には斃死体が漂着することがある。なお,1961年 6月 と1962年 7月 に北海道大

黒島で夏羽の個体が数羽観察 されてお り,同島での繁殖の可能性がある。

281エ トビリカ L。
“
da cJrrん αια(Pallas)

北海道(B,W),南千島(B,W?),本州北部 (W),本州南部 (駿河湾,鳥取県 )

北海道ではモユル リ島,大黒島などで繁殖 し,夏期,根室周辺の海上には少な

くないが,比較的局地的であり,日 本海側の海上ではほとんど見られない。冬

期は岩手県,宮城県,新潟県などの海上で観察 されたり,死体が漂着 したりす

るが,数は少ない。
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ハ トロ COLUMBIFORMES

サケ イ科 PTEROCLIDIDAE

282サケイ Syrrhpた s parα Jο″πs(Pallas)

本州北部 (山 形県飯森山1968年 12月 初旬 ♂ 1羽捕獲,宮城県志津川町1970年 12

月19日 ♂ 1羽死体,新潟市下所島信濃川河畔1968年 11月 29日 ♀ 1羽捕獲),本

州南部 (滋賀県守山町木之浜の琵琶湖畔1969年 1月 19日 ～ 2月 23日 ♂1羽観察 ),

九州 (長崎県諌早市本明川河畔1971年 1月 28日 ♀ 1羽捕獲 ),南部琉球 (石垣 )

上記 6例のほか,1916年 ごろ神奈川県相模川河口で 2羽 ,そ れ以前に神奈川県酒

匂川河口で 1羽の未確認記録がある。

ハ ト科

283

COLUMBIDAE

カラスバ ト Cο J“πbα ′απJ"πα Temminck

カラスバ ト Cο′zπ bα Jαπ流れα Jαπιん力α Temminck

本州 (千葉,横浜,伊豆半島,二重,紀伊半島),佐渡,隠岐 (B,W),四 国 (愛

媛県鹿島),九州 (B,W),対馬 (B,W),五島列島 (B?,W),男女群島,屋久

島,種子島,伊豆諸島(B,W),北部琉球 (奄美 B,W),中部琉球 (沖縄B,W,

座間味)

伊豆諸島では大島,利島,新島,神津島,三宅島,御蔵島,八丈島,青 ヶ島で,

九州では対馬東方の福岡県筑前沖ノ島,宮崎県大島などで繁殖する。三宅島 ,

筑前沖ノ島,奄美大島などでは少なくない。しかし,本州などでの記録は,離

島からの漂行の例である。

ヨナクニカラスバ ト Cο ′
“
πbα ′α甕あれα s,″πager」 (Kuroda)

南部琉球 (石 垣 B,W,西 表 B,W,与 那国 B,W)

数は少ないが,西表島中央山地では比較的多い。宮古島でも観察 されている。

アカガシラカラスバ ト Cο ′υれらα′απιλれα
"jた

●s(Steineger)

小笠原群島(B,W),硫 黄列島 (B,W)

小笠原群島では聟島,媒島,嫁島,父島,平島,母島,姪島,姉島,硫黄列島

では北硫黄島,硫黄島で記録があるが,現在その数は少ない。硫黄列島での状

況は不明である。

リュウキュウカラスバ ト Cο′
“
πbα Jοttj(Steineger)

中部琉球 (沖縄,伊平屋,伊是名,屋我地,座間味),大 東群島 (北 大東島,南

284
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大東島 )

沖縄周辺では1904年まで,大東群島では1936年 まで生息 していたが,そ れ以後

の記録はなく,絶滅 したと思われる。

285オガサワラカラスバ ト Cο ′
“
πあ υersJcο ′07 Kittlitz

小笠原群島 (父島,媒島)

絶滅種。父島で1827年 Beecheyが 1羽 ,1828年 Kittlitzが 2羽 , 媒島で1889年

H。 lstが ♂ 1羽採集 したのみで,その後はまったく記録がない。

286シラコバ ト S Irepι

“

οιια d“αοcι ο(Freivaldszky)

シ ラ コ バ ト  S'7● ριOr′ ια ごeCαOCtOご
“

αOC10(Freivaldszky)

本州北部 (埼玉 B,W)

局地的な分布で,現在,埼玉県越 ヶ谷周辺のみに生息する。左記のほか,茨城

県,東京都,千葉県など,関東平野に点々と記録がある。本種が日本在来の種

であるかどうかは疑間 もある。

287ベニバ ト S trepιορ
`′

jα ″απc“ebα7JCα (Hermann)

ベニバ ト S'70ρ ι
"e`jα

 ιrα鶴″あαrjCα ん●πゴ
`お

(TemminCk)

本州北部 (埼玉県,横浜),九州 (福 岡県三井郡小郡村1936年 3月 ,長崎市1886

年11月 ,宮 崎県 ?1935年 ),男 女群島 (1958年 )

迷鳥であるが,飼鳥の逃亡したものか もしれない。

288キジバ ト S″θρ3"ο Jjα οrた観α′ぉ (Latham)

キジバ ト S″印 :Ope′″α Orた ,2ια′お 07た観α′お (Latham)

北海道 (B,W),南千島(B?),本 州 (B,W),佐渡(B,W),隠岐 (B,W),四

国(B,W),九州 (B,W),対馬 (B,W),五 島列島,屋 久島,種 子島,伊豆諸島

(大 島～八丈 B,W,鳥 島),小笠原群島 (父島),硫黄列島 (北硫黄島),北部琉

球 (奄美W,喜界,沖永良部,与論),中部琉球 (沖縄),南部琉球 (宮古,石垣 )

北海道では夏鳥,本州 ,四国,九州では最 もふつうの留鳥である。

リュウキュウキジバ ト S,7●2ι ορθ′jα οrた。れ′ιs s″πpsοπJ(Steineger)

屋久島,北部琉球 (奄美 B,W,徳之島,沖永良部,与論),中部琉球 (沖縄 B,W,

座間味,久米),南部琉球 (宮古 B,W,石垣 B,W,西 表 B,W,鳩間 B,W,竹

富,黒島,仲神島,与那国 B,W,尖閣 )

奄美大島か ら与那国島まで繁殖する。留鳥で,数 はきわめて多く,特 に西表島

北端の鳩間島では本亜種が地上にまで営巣 し,コ ロニー状態 で繁殖 している。
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屋久島は迷鳥である。

289キ ンバ ト Cんα′cο

"α

ps J2dJcα (L innaeus)

キンノ` 卜  Cλα′cορλα

“

 ブ,2djCα  yαπαSんゴπαJ HaChiSuka

南部琉球 (石垣,西表 B,W,鳩 間,竹富,小浜,黒島,与那国 B,W)

あまり多くない。西表島で多少 とも見かけるほか,その属島の小浜島,黒島 ,

鳩間島にもおり,ま た石垣島属島の竹富島でも観察 されている。

290アオバ ト Spん
““

r2s sJあο′ご」」(Temminck)

アオバ ト Sρん
`π

πrπS Sたらο′JJJ Sた bο′占J(Temminck)

北海道 (B),南千島 (ク ナシリ),本州 (B,W),佐渡,隠岐,四国 (B,W),九
州 (B,W),対 馬,屋久島,種子島,伊豆諸島 (大島,新島,八丈,青 ヶ島 ),

小笠原群島 (父島),硫黄列島 (北硫黄島 )

北海道では夏鳥で,知床半島,大雪山,阿寒,支笏,小樽など道東,道南方面

に多い。本州では留鳥,ま たは漂鳥。四国,九州では繁殖 もするが,む しろ越

冬地で,高知,熊本,宮崎などの温暖地では冬期かなりの群れを見る。

29!ズアカアオバ ト spルπ
“
グυs f07π OS“ (SWinhOe)

リュウキュウズアカアォバ ト spルπ■7●Sル rmOSα
`ρ

armαg"2S(S teineger)

屋久島,種子島,北部琉球 (奄 美 B,W,徳之島 B,W,沖 永良部), 中部琉球

(沖 縄 B,W)

留鳥として奄美大島よ り沖縄まで分布 し,数 は多い。鹿児島からの報告 もある。

チユウダイズアカアォバ ト spん。
“
し,。 s Fο rποsα ο ποJjο″jπ os(Bangs)

南部琉球 (宮古,石垣 B,W,西表 B,W,鳩間,竹富,黒島,与那国 B,W)

留鳥として宮古以南に分布 し,数は多い。

ホ ト トギ ス ロ CUCULIFORMES
ホ トトギス科  CUCULIDAE

292ジ ュウイチ C“し′
“
s′暉α″HOrsfield

ジュウイチ C2c“ J●sん膠脇 λyροry,ん r●s Gould

北海道 (B一 大雪山,函館),本州北部 (B),本州南部,佐渡,四国(B),九州 ,

伊豆諸島 (大島,三宅,八丈 )
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夏期,本州中部山地では繁殖するものが少な くない。

293カ ッコウ C● cτ′●s Cαη07●S Linnaeus

カッコウ Cac“ れs cαποr●Sた
`ο

ρんοπ2S Heine

北海道 (B),礼文島,利尻島,南千島 (B?),本州 (B),佐渡,四国 (B),九

州 (B),対馬 (B),伊豆諸島 (大島,三宅,八丈),小笠原群島 (父島),硫黄列

島 (北硫黄島),中部琉球 (沖縄),南部琉球 (与那国)

夏期,北海道および本州中部以北の高原にふつ うである。

294｀ツツ ドリ C“
“̀し

S SCう07α

'し

S Blyth

ツツ ドリ C“し
`ぉ

saれ rα れs λοrS′た′d,MOore

北海道 (B),南千島(B?),本州 (B),佐渡,四国 (B),九州(B?),対馬 ,

伊豆諸島 (三宅,御蔵,八丈),小笠原群島 (父島,母島),硫 黄列島 (北硫黄島 ),

中部琉球 (沖 縄),南部琉球 (石垣,与那国),大東群島 (南大東島 )

北海道,本州北部で夏鳥,他の多くの地方では通過のみである。 繁殖地ではふ

つう。

295ホ トトギス C“
“
′●s pο ′jο cepλαれs Latham

ホ トトギス c“ cし′ιs p。 ″。cηんα′●s Pο ′Jο cep′ια′
“
s Latham

北海道 (B),本州 (B),佐渡,四 国 (B),九州 (B),対馬,屋久島,伊豆諸島 (B),

小笠原群島 (父島,母島),硫黄列島 (北硫黄島),中部琉球 (沖縄),南部琉球 (与

那国 )

北海道では南部で少数が夏鳥。本州,四国では各地 にふつう。伊豆諸島では三

宅島,御蔵島,八丈島に繁殖記録があるが,大島,利島,新島,神津島でも繁

殖 していると思われる。九州では少数繁殖するが,多 くは通過である。

フ ク ロ ウ ロ STRIGIFORMES

フク ロウ科  STRIGIDAE
296シロフクロウ Ⅳycたα scαπdjacα (L innaeus)

北海道 (W),南千島,本州北部 (秋 田,千葉),本州南部 (岐阜,鳥取,広島 )

北海道では,年により冬期,少数が渡来する。本州では迷鳥である。

297ワ シミミズク B“ bο b“らο (L innaeus)
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カラフトワシミミズク Bめοら2ι。Oοヶおsο

"J Hesse
北海道 (帯広―動雑42巻 329ペ ージ),南千島 (エ トロフ,ク ナシリ)

まれな種で,確実な記録はほとんどない。

タイリクワシミミズク B“ bο bι bο ttαdscルπsお ReichenOw

五島列島(Ibis,1886年 524ペ ージ),伊豆諸島 (三宅),北部琉球 (奄美 )

迷鳥としてまれに渡来する。

298シマフクロウ κettρα bJα ttstοπゴ(SeebOhm)

シマフクロウ καttα bιαttstοπJ b′αtts,0西 (Seebohm)

北海道 (B,W),南千島 (エ トロフ,ク ナシリ,シ コタン)

北海道東部および中央部の原生林に留鳥 として生息する。数は少ないが,近年

繁殖が確認 されている。

299ト ラフズク スs」 οοれs(Linnaeus)

トラフズク 4sJο οれs。 れs(L innaeus)

北海道 (B),南千島,本州北部 (B,W),本州南部 (W),佐 渡,四 国 (W),九

州 (W),屋久島,種子島,伊豆諸島 (大島,三宅,青 ヶ島,鳥島),硫 黄列島 (北

硫黄島),南部琉球 (石垣 )

北海道,東北では主に夏鳥,そ れ以南では主に冬鳥と思われる。

300コ ミミズク 4sJο ′Jα悔物●2s(Pontoppidan)

コミミズク スsjο ′′αππο●s′′αmποπs(Pontoppidan)

北海道 (W),南千島(W?),本州 (W),四 国(W),九州 (W),伊豆諸島 (大島 ,

八丈,鳥島),中部琉球 (久米),南部琉球 (石垣 )

本州では冬期,河原や草地を訪れる冬鳥で,年によって渡来数には多少がある。

301コ ノハズク 0れs scορs(L innaeus)

コノハズク 0`zs scο ps′αpο
"cπ

s Temminck&Schlegel

北海道 (B),利 尻島,南千島 (ク ナシリ),本州 (B,W),佐渡,四 国 (B?),九

州 (B?),対馬,伊豆諸島 (鳥島),北部琉球 (奄美W),中部琉球 (沖縄),南部

琉球 (西表,竹富 )

北海道,東北では夏鳥,本州中部以南では留鳥または夏鳥,南西諸島では 3月 ,

4月 ,8月 に鳴 き声が聞かれてお り,ふつうに通過すると思われる。

リュウキュウコノハズク Oι
“
s scοps ο′ar,s(Cassin)

九州 (長崎),北部琉球 (奄美 B,W,徳之島),中部琉球 (沖縄 B,W),南部琉球
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(石垣 B,W,西表 B,W,竹富 B,W,小浜 B,W,黒 島 B,W)

奄美大島以南の南西諸島に,き わめてふつう。長崎県の例は迷行 と思われる。

ダイトウコノハズク 0れ s scοps jπ たrpο s,れs Kuroda

大東群島 (南大東島 B,W)

留鳥としてふつうに生息する。

302オオコノハズク 0れs bαλttπ ο●
“

Pennant

サメイロオオコノハズク Otts bαん脆ποο
“

ιss●rた,sお (Buturlin)

本州北部 (新潟 )

大陸からの迷鳥である。

オオコノハズク 0れs bαんλ●糀ο
““

s●πJ:ο rC“ S Temminck&Schlegel

北海道 (B),南千島,本州(B,W),佐渡(B,W),四国 (B,W),九州 (B,W),

対馬,五島列島,屋久島 ,伊豆諸島 (B,W)

北日本では主に夏鳥,本州中部以南では留鳥または漂鳥。

リュウキュウオオコノハズク 0れ s bα ttαπο
“

a pryer」 (Gurney)

伊豆諸島 (八丈),中部琉球 (沖縄,屋我地 ),南部琉球 (西表)

西表島では少な くない。

303キ ンメフクロウ 4θgο ′れsf“
“

re“s(L innaeus)

キンメフクロウ ■%ο′:●sf″:are● s,知
`た

●s(S chalow)

北海道 (美幌),南千島 (ク ナシリ1930年 10月 ),本州 (新潟1955年 1月 一野鳥25

巻2/3号 )

まれな種である。

304アオバズク Ⅳれο″sc●れ′α
'α

(Raffles)

チョウセンアオバズク Ⅳ」πο″sc“れ′αια παCrοpた ,α BlaSiuS

北海道 (札幌),本州北部 (富 山),伊豆諸島 (八丈),硫黄列島(北硫黄島),南部

琉球 (石垣),大東群島 (北大東島1922年 10月 ,南大東島)

大陸からの迷鳥である。

ァオバズク Nれο″sc●施′α:α ′αροπた。(Temminck&Schlegel)

北海道(B),本州(B),佐 渡,隠岐,四国(B),九州(B),対馬,種子島,伊

豆諸島(大島B,利島,新島,神津島,三宅 B,御蔵B,八丈 B),小笠原群島

(父島),硫黄列島 (北硫黄島),北部琉球 (奄美),南部琉球 (石垣,西表),大東

群島(北大東島,南大東島)
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各地に夏鳥としてふつうに渡来する。

リュウキュウアオバズク Ⅳれο″ scι :“ιαια ιοゎgο MOmiyama

北部琉球 (奄美),中部琉球 (沖縄,座間味),南部琉球 (宮古 B,W?,石垣 B,

W9,西 表 B,W?,竹富,黒島,新城,与那国 B,W?)

琉球諸島に分布する。

305フクロウ Sレカ 切に′e,sJs Pallas

エゾフクロウ Sι γj″

““
′aπ sls′αροπた。 (C lark)

北海道 (B,W),南 千島 (エ トロフB,W)

北海道 と南千島に留鳥として生息する。

トウホクフクロウ Sレビ″27αル
"sJs iο

タガο
“

sぉ (C lark)

本州北部 (B,W)

青森,岩手,宮城,福島,栃木,新潟に分布する。

モミヤマフクロウ S″ J″ 2,αルπsJs"οπjyαπαο Taka― Tsukasa

本州中部および本州南部 (B,W)

山形,千葉北部,静岡,愛知,長野,富山,福井,京都,鳥取に分布する。

キュウシュウフクロウ S,7ゴ″
“

rα ′
“

sぉ ′●scescaπs Temminck&Schlegel

本州南部 (B,W),四国(B,W),九州 (B,W),伊豆諸島 (鳥島)

本州では千葉県南部,静岡県東南部,紀伊半島,淡路島,広島県南部に分布す

る。

ヨ タ カ ロ CAPRIMULGIFORMES
ヨタカ科  CAPRIMULGIDAE

306ヨタカ CαprJπ

“
Jg●s jπご,c●s Latham

ヨタカ Cα27続しな
“
Sれ出 しs′ 0'αんα Temminck&Schlegel

北海道 (B),南千島 (ク ナシリ),本州 (B),佐渡,四国(B),九州 (B),対馬 ,

伊豆諸島 (大島,三宅,八丈),小笠原群島 (聟島,父島,母島),硫黄列島 (北硫

黄島),南部琉球 (石垣,西表,与那国),大東群島 (南大東島 )

各地にふつうの夏鳥。伊豆諸島や南西諸島では旅鳥。福岡で12月 , 2月 の記録

がある。
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ア マ ツパ メ ロ APODIFORMES

ア マツパ メ科 APODIDAE

307ハ リオアマツパメ Cλ
“

れrα cat″αczια(Latham)

ハリオアマツパメ Cttd“ 7α cα

"α
c」 c cα

“
ねc“ :α (Latham)

北海道 (B),利尻島,南千島 (B?),本州北部 (B),本州南部,佐渡,四国,九

州,対馬,伊豆諸島 (三宅,八丈),北部琉球 (奄美),南部琉球 (与那国)

アマッパメに比べてずっと少ないが,本州中部以北では少なくない。

308ヒ メアマツパメ 42●sa〃れお (Gray)

ヒメアマツパメ Ap●sα〃れJs s昴′
“
rcα れs(Blyth)

本州北部 (B,W),本州南部 (B,W),四 国(B,W),九州 (B,W),種 子島,伊

豆諸島 (三宅),中 部琉球 (沖縄 B,W),南 部琉球 (西表),大東群島 (南大東島)

1929年 6月 12日 ,南大東島で 1羽採集 された以外はまったく記録のない迷鳥で

あったが,1967年 7月 8日 静岡市内で繁殖が確認 され,以後本州,四国,九州

の太平洋岸各地から続々と繁殖の確認が報告 されるようになった。したがって,

静岡での初確認以前にも本種が日本列島沿いに北上 していたと考えられ,かな

り確実な記録 として,1964年 7月 15日 種子島,1965年 6月 6日 鎌倉市内,1966年

1月 23日 神奈川県酒匂川などの観察例がある。現在 ,繁殖地の北限は神奈川県

小田原市である。沖縄県名護市まで,太平洋岸で点々と繁殖 している。生息地

では留鳥。

309アマツパメ 4p●s"c'′た●s(Latham)

キタアマツパメ Иρぉ

"cJ′

たos"Cjfた
“
S(Latham)

北海道 (B),礼文島,利尻島(B?),南千島 (B)

夏鳥として北海道にふつうに生息する。

アマツバメ Ap“
"c′

c●sん070あ 0(Domaniewski)

本州 (B),佐渡,四国 (B),九州 (B),屋 久島 (B?),種子島,伊豆諸島 (B),

北部琉球 (徳之島 B)

夏鳥として本州以南に分布する。伊豆諸島でも繁殖する。西表島,与那国島で

観察例 もある。
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ブ ッポ ウ ソ ウ ロ CORACHFORMES
カ ワセ ミ科  ALCEDINIDAE

310ヤマセミ C● ryル J暉
“
brjs(Temminck)

エゾヤマセミ Caryル Jttυ brjs pα′′jdα Momiyama

北海道 (B,W),南千島 (ク ナシリ,シ コタン)

局地的ではあるが,少なくない。

ヤマセミ Cary′
`′

暉
“
br」 s′昭ιbr」 s(Temminck)

本州 (B,W),四 国(B,W),九州 (B,W)

局地的に分布する。最近は減少 している。

311ヤ マショウビン ″dcyο2 2」 ルα:α (Boddaert)

北海道 (十勝支庁然別沼1964年 10月 24日 ,十勝支庁東雲湖1965年 6月 3日 ),利

尻島(沓形1971年 5月 28日 ),本州 (新 潟県塩沢町1972年10月 24日 ,静岡県志太郡

1891年 6月 8日 ,静岡市平沢1972年 5月 12日 ,愛知 1911年 4月 ,京都,兵庫),

九州 (福岡県高良山1921年,佐賀県三養基郡鳥栖町),対馬 (1972年 4月 ),中 部

琉球 (沖縄),南部琉球 (西表1921年 10月 )

大陸からの迷鳥である。

3:2アカショウビン rrα JcJοπ cο 7ο mαπごα(Latham)

アカショウビン ″α′cyοπ cο グο%απごαれαJ 07(TemminCk&SChlegel)

北海道 (B),本州 (B),佐 渡,四 国 (B),九州 (B),対 馬,伊豆諸島 (三宅,

青 ヶ島),中部琉球 (沖縄),南部琉球 (宮古,石垣 )

北海道では主に道南で繁殖する。本州では各地にいる。四国では高知,愛媛 ,

九州では宮崎 と鹿児島で繁殖 してお り,高知,宮崎では少なくない。その他の

地域では通過だけである。

リュウキュウアカショウビン ″α′cyο,cο rο

"α
π(′α bαπgsJ(OberhOlser)

北部琉球 (奄美 B,徳之島 B,沖永良部 B,与論 B),中部琉球 (沖縄 B),南部

琉球 (宮古 B,石垣 B,西表 B,黒島,与那国 B)

夏鳥として渡来し,奄美大島以南でふつうに繁殖する。

313ミ ヤコショウビン Hα′cyοπ πjyαんο
`π

sJs Kuroda

南部琉球 (宮古1887年 2月 5日 )

絶滅種。標本はたった 1点 で,1887年 2月 5日 に採集 されたものである。

3i4カ ワセミ 4 Jc“οα況腕s(L innaeus)
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カワセミ 4た oJο α‖λιs b“gα J“sls Gmelin

北海道 (B,W?),南千島,本州 (B,W),佐渡 (B,W),隠岐 (B,W),四国 (B,

W),九州 (B,W),対馬,屋久島,種子島,伊豆諸島 (三宅,八丈),小笠原群

島 (父島),北部琉球 (奄美 B,W,喜界,徳之島 B,W,沖永良部),中部琉球 (沖

縄 B,W),南部琉球 (宮古 B,W,石垣 B,W,西 表 B,W,小浜,黒島,与那

国),大東群島 (南大東島 )

北海道では夏鳥と思われる。他では留鳥。南九州の一部や南西諸島では多い。

ハ チ クイ科 MEROPIDAE

315ハチクイ Merο ps ο
"α

,"Latham

南部琉球 (宮古1904年 7月 9日 ♂ 1羽採集 )

上記 1例 のみの迷鳥である。繁殖地はオース トラリアで,異例の迷行と思われ

る。

ブ ッポ ウソウ科  CORACHDAE
316ブ ッポウソウ E“ηsιοmιS 07た ,れ″S(L innaeus)

ブッポウソウ E″ ys,οπ
“
s οrた●:α ′お cαあπy,Sharpe

北海道 (釧路,阿寒),利尻島,焼尻島,南千島,本州 (B),佐渡 (B),四 国(B),九

州 (B),対 馬,硫黄列島 (硫 黄島),南部琉球 (与那国 )

夏鳥として渡来 し,場所によってはかなり多い。

ヤ ツ ガシラ科 UPUPIDAE
317ヤッガシラ 【′ρηα epορs Linnaeus

ヤツガツラ びpηα epοps sα れ,α ,α Lёnnberg

北海道 (函館,札幌など),南千島,本州北部 (青森,山形,群馬,埼玉,東京 ,

神奈川,新潟,石川),本州南部 (愛知,二重,和歌山,鳥取,島根,山 口),

四国 (徳島,高知),九州 (福 岡,長崎,鹿児島),対馬,種子島,男 女群島,伊

豆諸島 (大島),北部琉球 (徳之島),中部琉球 (沖縄),南部琉球 (石垣,与那国 )

旅鳥として渡来するが,少 ない。冬期の記録 もある。
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キ ッ ツ キ ロ PICIFORMES

キ ツツキ科  PICIDAE

318ア リスイ カπ″ιογ9“」′Jα Linnaeus

アリスイ Jyπ″ιοr9覆 ′′α
・

JαροπjCC(BOnaparte)

北海道 (B),礼文島(B),利 尻島(B),南千島 (ク ナシリB,シ コタンB),本

州北部 (B,W),本州南部 (W),佐渡,四国(W),九州 (W),対馬,五島列島 ,

種子島,伊豆諸島 (大島,神津 )

夏期,北海道では少なくない。本州では主に冬鳥で,繁殖は青森県と岩手県で

のみ知 られている。全体的に数は多くない。

シベリアアリスイ Jyπ″ιοr92jJ′ α cん jποπs,s(Hesse)

南千島 (エ トロフ)

1回採集 された記録があるが,留鳥か迷鳥か不明。

3:9アオゲラ Pたしs cωοんoァα Temminck

アオゲラ Pゴ c●s αωοんerα αωοたo知 Temminck

本州 (B,W),飛島,粟島,佐渡

数は少なくない。留鳥,一部漂鳥。

カゴシマアオゲラ Pjc● s αωοんarα んοrゴ 」Taka― Tsukasa

四国(B,W),九 州 (B,W)

四国石鎚山山麓にはかなり多い。留鳥。

タネアオゲラ Pた
“
sα

"ο
ル 7α ιαんαぉ

“
んαsαθ Kuroda

屋久島(B,W),種 子島(B,W)

あまり多くない。

320ヤ マゲラ PJcμ s cαπ
“
s Gmelin

ヤマゲラ PJc“ s cαπしs Jessο
`,sJs Steineger

北海道 (B,W),南千島,本州北部 (日 光 )

数は少なくない。 本州ではまれな迷鳥である。

32:ノ グチゲラ Sαル 叩

"ο

 ποg“れj(S eebOhm)

中部琉球 (沖縄 B,W)

沖縄本島北部山地 (北は西銘岳から南は伊湯岳に至る間)にのみ生息する稀種で,

生息数は100～ 200羽 (1972年現在)と 推定 されるが,絶滅のおそれがある。
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322ク マゲラ Dryο cορ2s παグ″
“
s(L innaeus)

北海道 (B,W),南千島 (ク ナシリ),本州北部 (秋 田県八幡平 )

留鳥として北海道に生息するが,原生林伐採のため減少 しつつある。本州北部

の記録がある。

323キ タ タ キ  ,7yOC02● S′ αυ

“

S jS(HOrSfield)

キタタキ, pryο cορ
“
s Jαυ

“
sJs rたんαrdsJ Tristram

対馬

かつては対馬で繁殖 していたが,1920年 10月 9日 ♂ 1羽 ♀ 1羽 の採集を最後に

消息を絶った。同島では絶滅 と思われる。朝鮮では少数が残存 している(光陵付

近)。

324アカゲラ DαιdrOCttOS πα′07(L innaeus)

エゾアカゲラ Dθttrο cοροs mα′ογ Jαροπjc“s(SeebOhm)

北海道 (B,W),利 尻島 ,南千島 (ク ナシリB,W)

北海道各地に多い。

アカゲラ D“2drο cοροs παJο rんοπごοのsお (Kuroda)

本州 (B,W),飛島,粟島,対馬,伊豆諸島 (八丈 )

本州の中北部では多いが,本州西南部には少ない。

325オオアカゲラ D“みοcοροs′¢●cο ιοs(Bechstein)

エゾオオアカゲラ D“″rο cοροs I“cο :ο s s"c″ 71S(Stejneger)

北海道 (B,W),利尻島,南千島 (ク ナシリB,W)

留鳥。北海道各地にふつう。

トウホクオオアカゲラ D"″οcοροs′οacοιοs s,9ποger,(Kuroda)

本州北部(B,W),佐渡 (B,W)

本州での分布は千葉県,神奈川県,山梨県,長野県以北であり,ア カゲラより

ずっと少ない。佐渡で繁殖する。留鳥。

ナミエオオアカゲラ D“arο cοροs′ e2cο ιοs παπ」y`,(Steineger)

本州南部 (B,W),隠岐,四国 (B,W),九州 (B,W)

本州での分布は,静岡県,奈良県,和歌山県,京都府以西である。西南日本に

は多い。留鳥。

オース トンオオアカゲラ D“ごrο cοροs′ωcο :ο s ο
"stο"J(Ogawa)

北部琉球 (奄美 B,W)
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数は少なくない。留鳥。

326コアカゲラ Dettrο cοροs糀れοr(L innaeus)

コアカゲラ D"みοcοροsれれοr απ″οπsJs(Buturlin)

北海道 (B,W),南千島

大雪 日高山系より北,お よび東側に分布。数は多くない。

327コ ゲ ラ  D073drOCOρ OSん j2した」 (TemminCk)

エヅコゲラ D“″οcοροsん Jz“んJノ′Jπαο(Taka― Tsukasa)

北海道 (B,W),利 尻島,南千島(B,W)

北海道 の各地に多い。

ホンシュウコゲラ Deπarο cοροs腕れ腕 s“らολπ」(Hargitt)

本州北部 (B,W)

滋賀県,福井県,京都府以東に分布。ふつうの留鳥。

ミヤケコゲラ D帥″οcοροsんじ2oλι παιst″αj知」(KurOda)

屋久島(B,W),伊 豆諸島 (大島,三宅 B,W,御蔵 B,W,八丈 B,W)

三宅島,御蔵島には多産する。八丈島では近年ほとんど観察 されていない。伊

豆大島ではコグラが観察 されている(亜種 ?)。 留鳥 。

シヨクコゲラ Deπdrο cο pο s ttzιtt sん jんοん
““

sお (Kuroda)

本州南部 (B,W),四 国 (B,W)

二重県,奈良県,兵庫県,鳥取県以西に分布。各地でふつうの留鳥。

キュウシュウコゲラ Dο
"rο

cο pοs腕2赫j腕 2赫」(Temminck)

九州 (B,W)

各地でふつうの留鳥。

ツシマコゲラ D“″rο cοpο sん
"議

Jんο:α れ腕 (Kuroda)

隠岐(B,W),対馬 (B,W)

対馬では少なくない。留鳥。

アマミコゲラ Dattrο cοροsん Jzttj απαπj」 (Kuroda)

北部琉球 (奄美 B,W,徳之島 B,W)

あまり多くない。留鳥。

リ ュ ウ キ ュ ウ コ ゲ ラ  D″ ″ rο cοpο sん J2πんJ"な reSC“S(SeebOhm)

中部琉球 (沖縄 B,W,屋我地 B,W)

数は少ない。留鳥。
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オリイコゲラ D`夕″rο cοροs腕2赫 J Orj」 (Kuroda)

南部琉球 (西表 B,W)

多くない。留鳥。

328ミ ユビゲラ PたοJdes trjdα ctyJ●s(L innaeus)

ミ ユ ビ ゲ ラ  Pた οJdeS'7Jあ C'yJ●SJ"Oμ ノ
`ゴ

Yamashina

北海道 (B,W)

1942年に十勝支庁十勝三股で発見され,31羽 ♀ 2羽が採集 された。1956年に

営巣 も確認 された。数はきわめて少なく,十勝岳,大雪山,石狩岳などの北海

道中央山地にのみ生息する。留鳥。

ス ズ メ ロ PASSERIFORMES

ヤ イ ロチ ョウ科.PITTIDAE

329ヤイロチョウ P″た られcλy● 7α (Linnaeus)

ヤイロチョウ P」‖α brac力y・ 7α πyπ pんα Temminck&schlegel

本州 (秋 田1965年 5月 ,栃 木1916年～17年,埼玉1973年 6月 ,長野1926年 ,

1954年 5月 , 静岡1909年～10年 , 1938年 , 山梨1964年 10月 ,愛知,福井1958

年 6月 ,1959年 7月 ,1963年 6月 ,石川1963年 5月 ,和歌山1924年,1927年 ,

広島1960年 8月 ,鳥取,島根 ),隠岐,四国 (B一高知,愛媛),九州 (福 岡1900

年 6月 ,1933年 ,1937年 6月 ,長崎 B,1955年 7月 ,1960年 7月 ,熊本1925年

7月 ,1972年 5月 ,宮崎1951年 9月 ,1968年 9月 ,1972年 6月 ,鹿児島),対馬

(B)

夏鳥として主に西南日本に渡来するが,少ない。既知の場所以外にも,本州西

南部,九州には繁殖地があると思われる。

ヒ′` り科  ALAUDIDAE
330ク ビワコウテンシ 〃動 ποcο グypλαられαcυ′αια (Mёn6tries)

クビワコウテンシ ″dα
"ο

cο ry2んα bjπαc● Jα ta tο rettatc Blyth

伊豆諸島 (八丈1923年 3月 22日 )

ただ 1回 の記録だけである。飼鳥が逃げた疑いもある。
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ツパメ科  HIRUNDINIDAE

334シ ョウドウツパメ Rゎα7ゴα7●αrじα(Linnaeus)

ショウドウツパメ Rゎαrjα グゎαrJα ttπα●(Lёnnberg)

北海道(B),南 千島 (エ トロフB,ク ナシリB),本州,九州 (佐賀),対馬,伊

豆諸島(八丈)

北海道では各地で繁殖し,本州以南では旅鳥として通過する。特に秋期,太平
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331ヒ メコウテンシ Cα′α夕:are`′α c」●aroα (Gmelin)

ヒメコウテンシ Ca′απレ¢′Jα cJπ
`raα

′οηgわοππJs(Eversmann)

本州北部 (神奈川県酒匂川下流1958年 5月 6日 採集,長野県1965年 12月 ),佐渡

(加茂村梅津1932年 4月 ),硫黄列島 (北硫黄島1930年 4月 ,1931年 10月 )

迷鳥としてまれに渡来する。上記のほかに千葉県 (1966年 4月 ―野鳥31巻 4号 ),

鳥島 (1958年 4月 一鳥76号 )の観察記録がある。

332 ヒ′`リ  ス′α
“
た α7υο,sJs Linnaeus

オオヒパリ ス′αlガα α7υο
"s,s peん

ιποπsJs Swinhoe

北海道 (W),南千島 (B),本州 (W),四 国,九州,伊豆諸島 (八丈 )

南千島で繁殖 し,冬は南下する。

カラフトチュウヒバリ ス′α
"α

αァυοπs,s′ οππb● 電,Hachisuka

北海道,南千島,本州 (W),四 国,九州,伊豆諸島 (八丈 )

主に樺太から,冬鳥として渡来する。

ヒ′`り 4 Jα
“
滋 αrυο●sJs′αpο●jCα TemminCk&Schlegel

北海道 (B),焼尻島 (B),天売島 (B),南千島,モ ユルリ(B),本州 (B,W),

佐渡 (B,W),四 国(B,W),九州 (B,W),対 馬 (W),五島列島,屋久島,種子

島,馬毛島,中部琉球 (沖縄),南部琉球 (宮古,西表,与那国)

草原,畑等で繁殖 し,積雪地の ものは秋期に暖地へ移動する。

333ハマヒバリ Erθπορ腕′αα
`ρ

es,7Js(L innaeus)

ハマヒバリ E7●ποp腕 ′αα′″ st,お ′′αυα(Gmelin)

北海道 (1887年 ),本州 (長 野1914年 ,1915年 ,1916年 ,静岡1894年,滋 賀1921

年,愛知1971年 12月 ～1972年 3月 ),対馬 (1920年 )

まれな冬鳥として海岸や荒地に渡来する。新潟県でも,1967年 12月 ～1968年 1

月に観察 されている。



洋岸沿いには毎年群れが見られる。

335｀ツノ`メ  〃ゴrl“d07●S'ゴ Cα Linnaeus

ツ ノ｀メ   ″ J7″ガ 0 ケυStJCC g“:れ,α Jお S COpOli

北海道 (B),利尻島,焼尻島,南千島 (B),本州 (B,W),佐渡 (B),四 国 (B),

九州 (B,W),対馬,屋久島,種子島 (B),伊豆諸島 (B),小笠原群島,硫 黄列

島,北部琉球 (奄美),中部琉球 (沖縄),南部琉球 (宮古,石垣,西表,黒島,与

那国),大東群島

ふつうに繁殖するが,日 本の北部および南部では多くない。

アカハラツパメ 〃
"1“

∂ο r2s″ ca sα れ7α ,α Ridgway

本州 (青森),九州 (福岡,鹿児島),男女群島,伊豆諸島 (八丈),南部琉球 (与

那国 )

前亜種に混 じって旅鳥または冬鳥 として渡来するが,少ない。

336リ ュウキュウツパメ ″jr“記ο ιαttι jcα Gmelin

リュウキュウツパメ ″j7″認O ια崩
'た

O ππjya(steineger)

北部琉球 (奄美 B,徳之島 B,喜界B),中部琉球 (沖縄 B,座間味 B),南部琉

球 (石垣 B,西表,与那国 B),大東群島 (北大東島,南大東島 )

奄美群島以南で繁殖する。やや局地的であるが少なくない。

337コ シアカツパメ 腕 7″ιdOあ
“
7たO Linnaeus

コシアカツパメ 〃jr″″ο dαιrjcα ′αροπjcα Temminck&Schlegel

北海道 (B―根室1973年 7月 ),礼文島 (B,1972年 8月 ),本州北部 (B),本州南

部 (B),佐渡 (B),四 国(B),九州 (B),対馬 (B),屋久島 ,伊豆諸島,南部

琉球 (石垣 )

南西日本に多いが,近年北上し,1972年 には北海道で繁殖するのが知 られた。

338イ ワツパメ DaJjc力ο
"″

bFcα (L innaeus)

イワツパメ Ddjcλοη 27尻caあ syp“s(Bonaparte)

北海道 (B),利 尻島 (B),焼尻島 (B),天 売島(B),南千島(B),本州 (B,W),

佐渡 (B),四 国 (B),九州 (B,W),伊豆諸島 (三宅 B,八丈 B,鳥島),南 部

琉球 (西表,与那国)

海岸や山地に多いが,近年は低地や市街地でも繁殖 し,ま た越冬するものも多

い。
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セキ レイ科  MOTACILLIDAE
339イ ワミセキレイ D“″r"協πιん●s Jπご,cπs(Gmelin)

本州 (島根 B),九州 (B,W),男 女群島,伊豆諸島,小笠原群島,硫黄列島 (北

硫黄島),南部琉球 (与 那国),大東群島 (南大東島)

まれな旅鳥または冬鳥 とされていたが,1971年以来,福岡市内にて繁殖 してい

る。また島根県でも繁殖が知 られ,佐賀県では夏期を通 じて観察 されている。

340ツ メナガセキレイ Mοたcj′ ′α′′αυα Linnaeus

マミジロツメナガセキレイ ″οιαcJ`′α′′αυα s加ゴ′′ブπα Hartert

本州,伊豆諸島,硫黄列島,南部琉球 (石垣,与那国 )

冬鳥として渡来するが,少ない。

キマユツメナガセキレイ ンο
`α

cJ′ ′α′′αυα
`α

あαπ (Swinhoe)

九州 (熊本),男 女群島,北部琉球 (奄美),中部琉球 (沖縄),南部琉球 (宮古,石

垣,西表,小浜,黒島,与那国 )

冬鳥 として渡来するが,琉球を除いては少ない。

34!キガシラセキレイ ″οれcj′ ′α cJtreο′α Pallas

キガシラセキレイ νοιαcjJ′α c」 :raο ′α c」

`rω
′α Pallas

本州南部 (兵庫県姫路市1972年 4月 18日 ),男 女群島 (1970年 4月 27日 ,1971年

5月 )

日本では 3回 の記録 しかない。まれに出現する。

342キセキレイ 〃οれc」

`′

α c」πθ7θα TunStall

キセキレイ νοれcj″α cれοグθα rο b“ stα (Brehm)

北海道 (B),利尻島,南千島 (B),本州 (B,W),佐渡 (W),隠岐 (W),四国 (B,

W),九州 (B,W),対 馬 (W),壱 岐 (W),五 島列島 (W),屋 久島 (W),種子島 (W),

伊豆諸島 (大島,神津,三宅 B,八丈,青 ヶ島,鳥島),硫 黄列島,北部琉球 (奄

美W),中部琉球 (沖縄W),南部琉球 (宮古W,石垣W,西表W,与那国W,尖

閣W),大 東群島

留島または漂鳥として,全国にふつ うに生息する。

343ハ クセキレイ Mοιacj′ ′ααめα Linnaeus

ハクセキレイ iあιαcJ′′αα′bα ′昭οπs Gloger

北海道 (B),礼文島 (B),利 尻島 (B),天 売島 (B),南千島 (B),本州北部 (B,

W),本州南部 (W),佐渡 (B,W),隠岐 (W),四 国 (W),九州 (W),対馬 (W),
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屋久島 (W),種子島 (W),伊豆諸島 (W),小笠原群島 (父島W),硫 黄列島 (北

硫黄島W),北部琉球 (奄美W),中部琉球 (沖縄W),南部琉球 (宮古,石垣,西

表,与那国),大東群島 (南大東島)

繁殖地はしだいに南下し,1965年 5月 栃木県,1968年 6月 茨城県,1973年 7月

千葉県,で繁殖例が発見されている。冬鳥としては全国的に多数渡来する。

ホオジロハクセキレイ ″οれc」 J′αα′bα Jο

“
οpsお Gould

本州(B,W),九州 (B,W),対馬 (W),男 女群島,五島列島,伊豆諸島 (三宅 ,

八丈),南部琉球 (石垣 )

本州 (鳥取県境港1972年 5月 ,島根県安来市1972年 5月 ),九州 (熊本県相良村

1968年 4月 )で繁殖が確認 されている。主に冬鳥 として各地に渡来するが,数

は少ない。

344セグロセキレイ Mοにcj′ ′α grc,ιdjs S harpe

北海道 (B,W),本州 (B,W),佐渡 (B,W),隠岐,四国 (B,W),九州 (B,W),

対馬 (W),屋久島 ,伊豆諸島 (三宅W,八丈W),北部琉球 (奄美 )

各地に留鳥 として生息 し,ふつうに繁殖するが,川原に多く,海岸には少ない。

345マ ミジロタヒバリ Иπ:れ,πουαas“ Jα

"占
αο(Gmelin)

マミジロタヒバリ 4π
"●

s πουαes“ J“占αa s」2“sお (Bonaparte)

男女群島,伊豆諸島 (八丈),南部琉球 (石垣,与那国),大東群島 (南大東島 )

まれに渡来する。上記のほか,対馬,九州西部,沖縄では比較的多くの観察記

録がある。

346コ マミジロタヒパリ 4π流
“
s gοご′ο

"sttJ(Taczanowski)
南部琉球 (与那国 )

上記の 1例 のみである。

347ヨ ーロッパビンズイ スπ:ん。s ι7Jυ Jα JJs(L innaeus)

ヨーロッパビンズイ ス観れs trわた′お ,7わ Jα ″S(Linnaeus)

本州 (新潟県柏崎1965年 2月 9日 一鳥91/92号 )

上記の 1例 のみである。

348ビンズイ 422λしs λοむ sο●J RichmOnd

カラフトビンズイ ス
"流“

sんοagsοηj y“πa“πsjs uchida&Kuroda

北海道,南千島 (エ トロフB,ク ナシリB,シ ヨタンB),本州,九州

冬鳥として渡来するが,少ない。

7θ



ビンズイ スπ力●sんοむ soπ J λ。ぬ sοπJ Richmond

北海道 (B),礼文島 (B),利尻島 (B),本州北部 (B,W),本州南部 (W),佐 渡

(W),四 国 (B,W),九州 (W),対馬 (W),伊豆諸島 (大島W,新島W,三宅W,

御蔵W,八丈W),硫黄列島,中部琉球 (沖縄W),南部琉球 (宮古,石垣,西表 ,

与那国),大東群島 (南大東島W)

本州中部以北の山地の明るい林,草原,岩石地で繁殖 し,数 は多い。冬は暖地

へ移動する。

349セ ジロタヒパリ スπιれs gas,αυ」S winhOe

セジロタヒバリ 4π流
“
sg“ staυ j gυsれυ,Swinhoe

本州 (新潟県悪田1967年 10月 9日 ,静岡県安倍郡大里村西嶋海岸1894年 9月 ),

硫黄列島 (北硫黄島1927年 1月 ),南部琉球 (石垣1927年 2月 ,1928年 4月 ,1931

年10月 ,西表1921年 11月 )

数少ない旅鳥である。

350ム ネアカタヒバリ 4π流●s carυれ
“
s(PaHas)

南千島,本州 (W),佐 渡 (W),四国,九州 (W),五 島列島,男女群島,伊豆諸

島 (八丈),硫黄列島,中部琉球 (沖縄,久米),南部琉球 (宮 古,石垣,西表 ,

小浜,黒島,与那国),大東群島

冬鳥または旅鳥として渡来するが,多 くない。

351 タヒパリ スπιλ●s sρ ιποια,α (L innaeus)

タヒノ`リ スπ:ん2s spjηο′α,α ′αροπたしs Temminck&Schlegel

北海道,南千島,本州 (W),佐渡 (W),隠岐,四国(W),九州 (W),対馬 (W),

種子島(W),伊豆諸島 (大島W,三宅W,八丈W),硫黄列島 (北硫黄島),北部

琉球 (奄美W),中部琉球 (沖縄),南部琉球 (石垣,与那国 )

北海道には旅鳥として,本州以南には冬鳥 として渡来し,数は多い。

サ ンシ ョウクイ科  CAMPEPHAGIDAE
352アサクラサンショウクイ Cο rα″

“
πdα sctts,ο s(HOdgsOn)

アサクラサンショウクイ Cο racι πα πdα scん おゎsれιerπedjα (Hume)

九州 (宮崎県延岡市1971年 1月 10日 )

上記の 1例 のみである。

353サ ンショウクイ P″たγοcο れs ttυ αグJcα れs(Raffles)

7F



サンショウクイ P“た,ο cοれsごわαグjcα れsdわα7たoι●s(Raffles)

南千島,本州 (B),佐 渡 (B),四 国 (B),九州,対馬,伊豆諸島 (新島,八丈 ,

鳥島),南 部琉球 (石 垣,与 那国)

夏鳥としてふつうに渡来 し,平地から低山の林に見られる。

リュウキュウサンショウクイ P¢ ,た rο cοι,sごわαrたαれs tagjπαο Steineger

九州南部 (熊本,宮崎,鹿児島),屋久島,種子島,北部琉球 (奄美 B,W,徳之

島 B,W),中部琉球 (沖縄 B),南部琉球 (石垣 B,W,西表 B,W)

琉球で繁殖 し,と きに南九州に渡来する。

ヒヨ|ド リ科  PYCNONOTIDAE
354シロガシラ PycποποれssれοπsFs(Gmelin)

シロガシラ arποποれs sJπ
“

sjs οrJJ Kuroda

南部琉球 (石垣 B,W,西表 B,W,小浜 B,W,黒島 B,W,波照間B,W,与那

国 B,W)

八重山諸島にだけ留鳥として生息 し,数 は多い。

355ヒ ヨ ドリ fryps"οたS απα2rο″S(Temminck)

エゾヒヨ ドリ 〃″s"α eS aπα
“

rο

'お

んο
"S″

ιJ Steineger

北海道 (B),南千島,本州北部 (W),佐渡 (W),九州 (W),対馬,屋久島,種

子島,中部琉球 (沖縄,座間味,久米 )

北海道で繁殖 し,冬 は本州以南に渡る。ふつうに見られるが,多 くない。

ヒヨ ドリ ″ypsわ aた S απα
“

rο

"S 
απαιrο ιお (Temminck)

本州(B,W),粟島,佐渡 (B,W),隠 岐 (B,W),四 国(B,W),九州 (B,W),

対馬 (B,W),壱岐 (B,W),五島列島 (B,W),屋 久島(B,W),種子島 (B,W),

伊豆諸島(B,W),北部琉球 (奄美W),中部琉球 (沖縄W),南部琉球 (石垣,鳩

間)

本州から九州にふつうに生息 し,数が多い。秋には大群で移動する。

アマミヒヨ ドリ ″ypsjpeた s αmα
“

7ο ″s οgα
"α

¢Hartert

北部琉球 (奄美 B,W,徳之島 B,W)

ごくふつうに生息する。

リュウキュウヒヨ ドリ ″ypsわαeS απαυrOIJS pryο 7J Steineger

中部琉球 (沖縄 B,W,伊平屋 B,W,座 間味 B,W,久米 B,W),南部琉球 (宮古
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モズ科

356

357

B,W)

ごくふつうに生息する。

イシガキヒヨ ドリ rryps●αeS απα
“
70"SS'り■ager」 Hartert

南部琉球 (石垣 B,W,西表 B,W,竹富 B,W,黒島 B,W)

ごくふつうに生息する。

タイワンヒヨ ドリ ″yps″ιたs απα●rο ,お 申 πjcttJ Deignan

南部琉球 (与那国 B,W)

ごくふつ うに生息する。

ダイ トウヒヨ ドリ 4Psゎ¢惚s απα
“
ァο,お bο rοd」

"の
1's(Kuroda)

大東群島 (北大東島 B,W,南大東島 B,W)

ごくふつ うに生息する。

オガサワラヒヨ ドリ ″ypsゎ
`les 

απαι7ο ″s sc“απJcaps(Kittlitz)

小笠原群島 (聟 島 B,W,父 島 B,W,母 島 B,W)

ふつ うに生息する。

ハシブトヒヨ ドリ fryps● eたs απαし,ο ιιs,4g"rOS'7JS Hartert

硫黄列島 (北硫黄島 B,W,硫 黄島 B,W)

現在の生息状態は不明である。

LANIIDAE

チゴモズ Lα″
“

″gr"“s Drapiez

北海道,焼尻島,本州北部 (B),本州南部,佐渡,四国 (徳島),九州 (佐賀 ),

対馬,屋久島,種子島,伊豆諸島 (八丈),南部琉球 (石垣1971年 3月 81羽 )

本州中部以北に夏鳥として渡来 し,局地的に繁殖する。北海道からは焼尻島 1

例のみ。

モズ  Lα商
“
sb●cepんαJ“s Temminck&Schlegel

モズ L“れ,施c印んαれsれcη脆れs Temminck&Schlegel

北海道 (B,W),南千島 (ク ナシリ),本州 (B,W),佐渡 (B,W),隠 岐 (B,W),

四国(B,W),九 州 (B,W),対馬 (W),壱岐(B,W),五島列島(B,W),屋久

島 (W),種子島(W),伊豆諸島 (B,W),北部琉球 (奄美W),中部琉球 (沖縄W),

南部琉球 (石垣,西表,与那国),大東群島 (北大東島,南大東島)

九州以北では,留鳥としてふつ うに繁殖 している。北海道では,冬期少数が残
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留する。

353アカモズ Lα西●s crお ,α :●s Linnaeus

アカモズ L“ J“ crjs:これs st″perc」

`」

οws Latham

北海道 (B),利尻島,南千島,本州北部 (B),本州南部 (兵庫 B),佐渡 (B),四

国,九州,対馬 (B?)

夏鳥として主に本州中部以北に渡来するが,兵庫県で繁殖が確認 されている。

シマアカモズ Lαπれs crお 施れs′
“

jο

"`●
sJs Linnaeus

九州 (鹿児島 B,熊本 B),中部琉球 (沖縄,渡嘉敷),南部琉球 (石垣,西表 ,

黒島,与那国),大 東群島

琉球では定期的に記録 され,最近,南九州で繁殖することが知 られた。

359 オオ=モ ズ  L“れs 
“

cあ Jι07 Linnaeus

オオモズ Lαπれse″ c●昴:ο r bたπc"j Hartert

北海道 (W),南千島 (ク ナシリ),本州 (岩手,新潟,石川,長野,京都,兵庫 ,

山口県角島)

北海道には冬鳥として渡来する。本州ではまれである。

シベリアオオモズ Lα
“
たse″ c● bJ:ο r πο′′お Eversmann

本州北部 (栃木県上都賀郡日光),九州

迷鳥である。

360オオカラモズ Lαπれs spルποcarc●s Cabanis

オオカラモズ Lαが
“

spλ

“
οceァc●s spλ

“
οcerc● s Cabanis

本州南部 (兵庫県神戸1889年 11月 ,兵庫県神崎郡1935年,鳥取県気高郡鹿野1926

年 1月 ),四国 (高知県幡多郡宿毛1920年 1月 ),九州 (宮崎),対馬

冬期まれに渡来する。

レンジ ャク科  BOMBYCILLIDAE
361キ レンジャク Bοπbycj′ ′α garr“ ′●s(L innaeus)

キレンジャク Bο
"み

ycJJJα rヶ r●′
“
sc“レα′αsゴαc Poliakov

北海道 (W),南千島 (W),本州 (W),佐渡 (W),四 国 (W),九州 (W),対 馬 ,

伊豆諸島 (大島,三宅),小笠原群島,硫黄列島 (北硫黄島),北部琉球 (奄美 ),

中部琉球 (沖縄 )

冬鳥として渡来するが,渡来数は年によって変動が著しい。
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362ヒ レンジャク Bο
"bycプ

`′

α′α2οttca(S iebOld)

北海道(W),本州(W),佐 渡 (W),四 国(W),九州(W),対馬(W),伊豆諸島

(三宅,八丈),硫黄列島(北硫黄島),北部琉球 (奄美),中部琉球 (沖縄)

冬鳥として渡来するが,年によって渡来数に差がある。

カ ワガ ラス科 CINCLIDAE

363カ ワガラス Cjπ c′●s pα ′
`α

sJゴ Temminck

カワガラス Cjπ c′ ●s“′
`α

sJゴ pα′Jα sガ Temminck

北海道 (B,W),南千島(B,W),本州 (B,W),佐 渡,四国(B,W),九 州 (B,

W),屋久島 (B,W)

留鳥として渓流に生息 し,あ まり移動はしない。

ミソサ ザ イ科  TROGLODYTIDAE
364ミ ソサザイ Trοg`οごyた s ι7ο g`οごyたs(Linnaeus)

ミツサザイ Trο g′ οヵ teS'70ノ 0ごy'eS f“πJgα ι
“
S TemminCk

北海道 (B,W),利 尻島 (B,W),南千島 (B,W),本 州 (B,W),粟島,佐渡,隠

岐,四国(B,W),九 州 (B,W),対馬 (B,W),壱岐,伊豆諸島 (大島,新島 )

留鳥として生息する。

モスケミツサザイ Trο g′ οヵたS i7οg′οごyたs ποsttθ ブMomiyama

伊豆諸島 (神津,三宅 B,W,御蔵 B,W,八丈 B,W,青 ヶ島)

留鳥として生息するが多くない。

オガワミツサザイ Trοg′οdyたS'70g′ 0ぬたS Or"α O Hartert

屋久島(B,W),種 子島 (B,W)

留鳥として生息するが多くない。

ダイ トウミツサザイ Trοg′ οヵたs ιrοg′。々 たsοグガ Yamashina

大東群島 (南大東島 )

現在の生息状況は不明であるが,おそらく絶滅 したものと見 られている。

イワ ヒ′` り科  PRUNELLIDAE
365イ ワヒパリ P“凛ο″α cο ′Jα 71s(scOpoli)
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イワヒパリ P“aο′
`a cο

′′αrjs ery,レορJJα (Swinhoe)

本州北部(B,W),九州 (佐賀 )

本州の高山に繁殖 し,冬期はやや低い所へ漂行する。

366ヤマヒバリ Pr口 o′ ′α mο
":α“̀J′

α (Pallas)

北海道,本州 (秋 田,岩手,長野,鳥取 )

迷鳥または,ま れな冬鳥として渡来する。

367カ ヤクグリ P,1“ο′Jα 7“b″α (TemminCk&S Chlegel)

カヤクグリ Prtaο J′ar“bFdα 7“腕ごα(TemminCk&SChlegel)

本州 (B,W),四国,九州,伊豆諸島 (大島)

主に本州中部以北の高山で繁殖 し,冬 は山麓や暖地に移動する。兵庫県氷 ノ山

にも繁殖 している。

エゾカヤクグリ PraF′′α 7●bjぁ ルrυ jぬ (sharpe)

北海道 (B,W),南千島 (B)

北海道の高い山で繁殖 し,冬は山麓へ移動する。新潟,鳥取の記録 もある。

ヒタキ科  MUSCICAPIDAE

ツ グ ミ亜 科 TURDINAE

368コ マ ドリ E7油脆c2sαんαおgο (Temminck)

コマ ドリ Erた脆 c●sα施姥 θα施腕ge(Temminck)

北海道 (B),礼文島(B),利尻島 (B),南千島 (B),本州 (B,W),四 国 (B),

九州 (B),伊豆諸島 (大島,利島 )

夏鳥として渡来するが,北海道,本州で冬期の記録がある。

タネコマ ドリ Er詢屹cぃ αttλιge,α
“

,sゴ s Kuroda

屋久島(B),種 子島,伊豆諸島 (神津～八丈 B,青 ヶ島)

伊豆諸島には夏鳥として多数渡来する。屋久島での生息状況は明 らかでない。

369 アカヒゲ Erι ιttc“ んοπαdο 7j(Temminck)

アカヒゲ Er」流αc●s tοπαdο rjんοπαdο r」 (Temminck)

男女群島,屋久島 (B,W),種 子島(B,W),北部琉球 (ト カラ,奄美 B,W,徳

之島 B,W)

留鳥として主に奄美群島以南,琉球の島々に繁殖するが,1970年春,男女群島

女島に数十羽が生息していることが発見された。
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ホントウアカヒゲ E7J3脆 c●sんοπαdο r」

“
πヵθ」(Steineger)

中部琉球 (沖縄B,W,慶良間列島 B,W)

沖縄の北部に分布する。慶良間列島では少なくない。

ウ ス ア カ ヒ ゲ  E7油 屹 C●Sん Oπαあ rJ szレzルs(KurOda)

南部琉球 (石垣 B,W,西表 B,W,与那国 B,W)

非常に少なく,西表島以外ではきわめてまれ。

370シマゴマ Erj,脆 c●s sjb"απs(SwinhOe)

焼尻島,南千島,本州 (山形1920年 5月 ,新潟1964年 5月 ,鳥取,山 口1966年 5月 ,

1967年 5月 ),佐渡 (1969年 5月 ),四国,九州 (佐賀1962年 5月 ,大分 )

旅鳥として主に日本海側を通過するが,少ない。観察 も合わせて,従来はすべ

て 5月 の記録である。

371ノ ゴマ Er」ぬαc“s cα ′Jjορθ (Pallas)

北海道 (B),礼 文島 (B),利尻島 (B),天売島 (B),南千島 (B),本州,粟島,

佐渡,四国,九州,対馬,男女群島,屋久島,種子島,硫黄列島,北部琉球 (奄

美),中部琉球 (沖縄),南部琉球 (石垣,西表,与那国),大東群島

北海道の草原で繁殖 し,本州以南では春秋に旅鳥 として通過する。

372オガワコマ ドリ ErJ,脆 cπs sυ ec」 c“s(L innaeus)

オガワコマ ドリ Erゴιλac● s sυ ecJc● s sυ ecjc.s(L innaeus)

本州 (埼玉1956年 2月 一鳥67号,1974年 1月 ,静 岡1906年 12月 ―動雑18巻 ,京都

1971年,兵庫1960年 ,1972年 ),佐渡 (1969年 12月 )

まれに渡来する。

373コ ル リ  E7Jι λαC●S CJαπa(PallaS)

北海道(B),南千島,本州(B),四国,九州 (長崎,鹿児島),伊豆諸島(青 ヶ島)

主に本州中部以北の山地に夏鳥として渡来し,繁殖する。兵庫県氷ノ山でも少

数繁殖する。

374ル リビタキ Tα rsな er Cyα π
“
r2S(PallaS)

ルリビタキ TarsJgar cyα π
“
r●s cyαπ

“
r●s(Pallas)

北海道 (B,W),利 尻島,南千島 (B),本州(B,W),佐渡 (W),隠岐,四国

(B,W),九 州(W),対馬 (W),五島列島(W),屋久島,種子島,伊豆諸島 (大

島,新島,三宅,神津,八丈),小笠原群島,硫黄列島,北部琉球 (奄 美),中部

琉球 (沖縄,久米),南部琉球 (石垣,西表,与那国)
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北海道および本州中部以北の山地の針葉樹林で繁殖し,冬は山麓や暖地へ移動

する。本州南部では大台ケ原,氷ノ山で繁殖する。冬鳥として大陸から渡来す

るものも多い。

375ジ ョウビタキ R物
“

jCι r●Sαしr070υ S(PallaS)

ジ ヨ ウ ビ タ キ  Pん Oe,た し7● SC● 7070“ S αι707“ιS(PallaS)

北海道 (W),南千島,本州 (W),粟島(W),佐渡 (W),隠岐 (W),四 国 (W),

九州 (W),対馬 (W),壱岐 (W),五島列島(W),屋久島(W),種子島(W),伊豆

諸島 (大島W,新島W,三宅W,八丈W,鳥島W),小笠原群島 (聟 島,父島 ,

母島),硫黄列島,北部琉球 (奄美),中 部琉球 (沖縄,座間味,久米),南部琉球

(石垣,西表,与那国)

冬鳥として,各地にふつうに渡来する。

376ノ ビタキ Sα″たο′α ιοrct`ata(L innaeus)

ノビタキ Sa″たο′α ι07cm'a SIり
“
gerj(ParrOt)

北海道 (B),利尻島(B),南千島 (B),本州北部 (B),本州南部,佐渡,四国 ,

九州,対馬,屋久島,種子島,伊豆諸島 (大島,八丈,鳥島),中部琉球 (伊江 ),

南部琉球 (石垣,西表,与那国)

本州中部以北の草原に夏鳥として多数渡来,繁殖する。本州中部以西では,旅

鳥として通過する。冬期の記録 もある。

377イ ナバヒタキ 0″4,tル Jsα be′

"m(Temminck)
南千島,本州 (鳥取市1905年～1910年春 )

迷鳥として 1回記録 された。南千島の記録 もある(Nechaev,1969年 )。

373ハ シグロヒタキ Oe,lαπ,λο ο
“
協πιλο (L innaeus)

ハシグロヒタキ Oθ
“

●ιλe οο
“

πιλο οο
“

●流ο (L innaeus)

本州 (東京1969年 11月 ―野鳥35巻 1号,京都1972年 10月 24日 ),硫黄列島 (北硫

黄島石野村1936年 4月 15日 ♂ 1羽 )

迷鳥としてまれに渡来する。

379サパクヒタキ Oamπιんe des″ :j(Temminck)

サパクヒタキ Oο
“

π,λο deserι j οグωρ腕′α(Oberholser)

本州 (東京都板橋区1968年 1月 ～ 2月 ―野鳥33巻 4号 )

迷鳥としてまれに渡来する。中部千島新知島で,1929年 11月 28日 に 1羽採集 さ

れている。
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380イ ツヒヨドリ Mο観
'cο

′α sο ιιιαr」

“
s(L innaeus)

イツヒヨ ドリ ″ο慨」cο ια sο ′jJarれsp腕″″,eπSお (Muller)

北海道 (B),南千島,本州 (B,W),佐 渡 (B,W),隠岐 (B,W),四 国(B,W),

九州 (B,W),対馬 (B,W),壱岐 (B,W),五島列島 (B,W),男 女群島 (B,W),

屋久島(B,W),種 子島(B,W),伊豆諸島 (B,W),小 笠原群島(B,W),硫 黄

列島 (B,W),北 部琉球 (奄美 B,W,徳之島 B,W),中部琉球 (B,W),南 部琉

球 (B,W),大 東群島 (B,W)

留鳥として,海岸や島の岩石地に生息する。

381ヒ メイソヒヨ 〃οπ
"cο

′α g2れ rJs(Swinhoe)

本州 (秋 田市,1969年 5月 )

迷鳥としてまれに渡来する。

382マ ミジロ T″ご2s sめ jrJcし s PallaS

マミジロ T2rd“ s sj"r」 c● s aα υιsοπj(Hume)

北海道 (B),南千島,本州北部 (B),本州南部,佐渡,四国,九州,対馬

夏鳥として本州中部以北の山地に渡来 し,繁殖する。北海道では多くない。

383ト ラツグミ T2rごしsごα
“
πα Latham

トラツグミ T“ rd“s dα 2πα α
“
re2s Holandre

北海道 (B),南千島,本州 (B,W),佐渡,四国(B,W),九 州 (B,W),対 馬 ,

屋久島(B,W),種 子島,伊豆諸島 (大島 B,新島 B,三宅 B,御蔵 B,八丈 B,

鳥島),小笠原群島 (父島),北部琉球 (奄美),中部琉球 (沖縄),南部琉球 (石垣 ,

西表 )

本州以北ではふつうに繁殖する。1973年に熊本でも繁殖が確認 された。なお小笠

原群島 (父島および母島)で繁殖するものがあるが,亜種は未定である。

オオ トラツグミ Tυ′Jυs aα

“
πα απαmJ Hartert

北部琉球 (奄美 B,W)

奄美大島に留鳥として生息するが,数は少ない。

コトラツグミ T27′●Sあ●πα λOrSFた
`ご

」(BOnaparte)

南部琉球 (西表 B,W?1921年 ,1936年 ,1972年 3月 )

西表島に生息する。

384オガサワラガビチョウ T“rあs iarraS'7JS Kittlitz

小笠原群島 (父島 ?1828年 5月 , 4羽採集 )
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現在は絶滅 した。

385カ ラアカハラ T″d●s λ07れ′Omm SClater

本州 (石川1890年,新潟県柏崎1966年 5月 1日 ♂2羽,長野,鳥取,山 口県角島

1965年 4月 30日 81羽 , 5月 1日 81羽 , 10月 1日 ♀ 1羽,1966年 5月 3日 ♂

1羽 )

迷鳥としてまれに渡来する。

386ク ロツグミ T27ご
“
S Cα 7占 S TemminCk

北海道 (B),本州 (B,W),粟島,佐渡 (B),四国(B),九州 (B),対馬,男 女

群島,屋久島,伊豆諸島 (八丈,鳥島),南部琉球 (石垣 )

夏鳥として渡来するが,本州西南部以南では越冬する個体がある。

387・アカハラ  T“用しs cλ rysο ′α
“

Temminck

北海道 (B),利尻 島 (B?),南 千島 (B),本州北部 (B,W),本州南部 (W),佐

渡,四国(W),九州 (W),対馬,男女群島,屋久島 (W),種 子島(W),伊 豆諸

島 (大島,八丈,鳥島),硫黄列島 (北硫黄島),北部琉球 (奄美),中部琉球 (沖

縄,伊江),南部琉球 (宮古,石垣,西表,竹富,与那国)

本州中部以北の山地の林で繁殖 し,冬 は暖地へ移動する。

388アカコッコ T“ rd“s caJα
“

οps S teineger

本州,屋久島,伊豆諸島 (大島W,利島 B,W,新島 B,W,式根 B,W,神津 B,

W,三宅 B,W,御蔵 B,W,八丈 B,W,青 ヶ島 B,W)

主に伊豆諸島南部に繁殖する種で,本州の太平洋岸の地域にも出現することが

ある。屋久島における状況は不明である。

389シロハラ Tzrdぉ ρα″jd“s Cmelin

北海道,南千島,本州 (W),佐 渡 (W),隠岐 (W),四 国(W),九州 (W),対馬

(B?,W), 五島列島,男 女群島,屋久島(W),種子島(W),伊 豆諸島 (大島

W,新島W,三宅W,御蔵W,八丈W,鳥島),硫 黄列島,北部琉球 (奄美W),

中部琉球 (沖縄),南部琉球 (宮古,石垣,西表,与那国)

冬鳥として渡来するが,対馬では繁殖の可能性がある。

390マ ミチヤジナイ T“′ご
“
s οbsc“ r●s Gmelin

北海道,南千島,本州,佐渡,四国(W),九州 (W),対馬,種子島,伊豆諸島

(八丈),中部琉球 (沖縄),南部琉球 (石垣,与那国 )

主に旅鳥として渡来する。富士山麓および大雪山における本種の繁殖の記録に
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ついては,さ らにくわしい検討を要する。

39iノ ドグロツグミ T27ごしS7“′た0`′ お Pa1laS

ノドグロツグミ T● rd“s rι′jcο ′′
'sα

″οgι
`α

rお JarOCki

南部琉球 (石垣1920年 3月 25日 )

迷鳥としてまれに渡来する。

392ツ グミ T“材彰s"aππαππJ Temminck

ツ グ ミ  T“ 7ごしS,a“ 糀αππj O“πOれ

“

S TemminCk

北海道 (W),南千島,本州 (W),佐渡 (W),隠岐 (W),四国(W),九州 (W),対

馬 (W),壱岐 (W),五 島列島,男 女群島,屋久島,種子島,伊豆諸島 (大島W,

新島W,三宅W,八丈W,鳥島),小笠原群島,硫黄列島,北部琉球 (奄美),中

部琉球 (沖縄),南部琉球 (宮古,石垣,西表,与那国)

冬鳥として全国に多数渡来する。

ハチジョウツグミ Tし7Jιs"αレπαππJ π
“"α

mj Temminck

北海道 (W),本州 (W),隠 岐,四 国(W),九州 (W),対 馬 (W),伊 豆諸島 (八

丈),中部琉球 (沖縄),南部琉球 (宮古,石垣,与那国)

冬鳥として全国的に渡来するが,前亜種よりずっと少ない。

393ノ ハラツグミ T“グd“sρ 」Jα rお L innaeus

本州 (長野県西筑摩郡1960年 1月 25日 )

迷鳥としてまれに渡来する。

394ワキアカツグミ T“ rd“s」 ′た。しs Linnaeus

ワキアカツグミ T″ご2sじ
"α

c● sJ′たcしs Linnaeus

本州 (千葉県保田1933年秋 )

ごくまれな迷鳥として渡来する。

ダル マエナ ガ亜 科・ PARADOXORNITHINAE

395ヒゲガラ Pα●27しS bJα rπ 」C●S(Linnacus)

ヒ ゲ ガ ラ  Pα π■7●S bjα rπ

'C“

Sr● SSた●S(Brehm)

本州 (山形1920年 10月 22日 ―鳥 3巻 11号 ,新潟1969年 11月 15日 )

迷鳥として 2回記録がある。
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ウ グイス亜 科  SYLVHNAE
396ヤ ブサメ Ca″α sc“π●たeps(Swinhoe)

北海道 (B),南千島,本州 (B),粟島,佐渡,隠岐,四国(B),九州 (B),対

馬,男女群島,屋久島 (B),種子島,小笠原群島 (父島,母島),北部琉球 (奄美 ),

中部琉球 (沖縄,座間味),南部琉球 (宮古,石垣,西表 )

主に九州以北に夏鳥 として渡来 し,低山帯の森林中の沢沿いのやぶなどに生息

する。

397ウグイス Cα ιJα ∂ゎんοπo(Kittlitz)

カラフトウグイス Cα″αd"λο
“
e sattα 筋

“
sお (Yamashina)

北海道,利尻島 (B),南 千島 (エ トロフB,ク ナシリB,シ ヨタンB),本州 ,

九州

南樺太 と南千島で繁殖 し,北海道以南の日本で越冬する。

ウグイス Ca″αd:ρλοπa cα

"α
πs(Temminck&Schlegel)

北海道 (B),礼文島,本州 (B,W),粟島,佐渡 (B,W),隠 岐,四国 (B,W),九

州 (B,W),対 馬 (B,W),壱岐 (B,W),五 島列島,男女群島,屋久島 (B,W),

種子島 (B,W),伊 豆諸島 (大島 B,W,利島 B,W,新島 B,W,神津 B,W,三

宅 B,W,御蔵 B,W,八丈 B,W,青 ヶ島 )

北海道から九州に生息 し,低山帯か ら亜高山帯までの,森林近 くのやぶで繁殖

する。

ハシナガウグイス Cαιjα ご●λοπθごゎλοπc(Kittlitz)

伊豆諸島 (鳥島 B),小笠原群島 (聟 島,父島 B,母島 B,平島),硫 黄列島 (北硫

黄島,硫黄島 )

鳥島,小笠原群島および硫黄列島に留鳥として生息する。

リュウキュウウグイス Cα″α dJρλ
“

ο7J議れ
“

sお (Kuroda)

北部琉球 (ト カラ,奄美 B,与論),中部琉球 (沖 縄 B,久米),南 部琉球 (宮古

B,石垣 B,西表 B,竹富 B,小浜,黒島,波照間,与那国 B),大東群島 (南

大東島 )

琉球列島に留鳥として生息する。中部琉球ではふつ う。

ダイ トウハシナガウグイス Calα dゎλοπe res″ jct● s(KurOda)

大東群島 (南大東島 B)

1920年代には見 られたが,現在では絶滅 した。
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398オオセッカ 〃agα

`し

r“s pryerJ Seebohm

オオセッカ 〃οgα ′げ●s pryerj pryCr」 SeebOhm

本州北部 (B,W)

東北地方北部 (宮城1935年～37年 ,青森1972年,秋田1973年 )の湿原で繁殖 し,

関東東海地方 (埼玉,千葉,東京,神奈川,静岡,愛知から記録がある)の よし

原,草原などで越冬する。山形,新潟からも記録がある。

399エ ゾセンニュウ Lο c“ sた ′Jα ルsc」 ο
`α

:α (Gray)

北海道 (B),礼文島,利尻島 (B),南千島 (エ トロフ,ク ナシリ),本州,佐渡 ,

四国 (高知),対馬,屋久島 ,北部琉球 (奄美),中部琉球 (沖 縄),南部琉球 (宮

古,石垣 )

北海道には夏鳥として平地のやぶに生息 し,数は少なくない。春秋には本州を

通過するもの もある。

400シマセンニュウ Lο c,sた J′α οcんοた,sJs(Middendorff)

シマセンニュウ Lο c●s"J′α οcんο
"π

sお οcλοたπsお (Middendorff)

北海道 (B),ネL文島(B),利 尻島 (B),南千島 (エ トロフB,ク ナシリB,シ

コタン),大黒島(B),本州,佐渡,南部琉球 (与那国)

北海道以北で繁殖する。北海道では東部,北部で繁殖 し,草原や背の低いやぶ

に生息する。本州は主に秋期,渡 りの際に通過する。

ウチヤマシマセンニュウ Lο cιsた J′α οcんο″πsjs p′
`sん

οJ Taczanowski

本州 (千葉,二重 B,広島),九州 (福 岡県机島 B),伊豆諸島 (利島,新島,三宅

B,御蔵,八丈 B)

伊豆諸島,熊野灘および九州の離島に夏鳥として渡来,草原,さ さやぶなどで

繁殖する。

401マキノセンニュウ Lο c,sた ′Jα ′απc`ο ′αια (Temminck)

北海道 (B),南千島 (エ トロフB,ク ナシリB,シ コタンB),大黒島 (B),本

州 (B),佐渡

北海道以北の草原で繁殖する。本州では主に旅鳥であるが,富士山で 1931年に

2巣が認められている。また群馬県では夏期の目撃記録がいくつか知 られてい

る。渡 りのとき,南部琉球で も観察 されている。

402コ ヨシキリ Acrο cepんα′●s bjstrjgゴ ctts Swinhoe

北海道 (B),礼文島,利尻島,南千島,本州 (B),佐渡,隠岐,九州 (熊本県阿蘇 B
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1972年),対馬

本州中部以北の水辺の草原,高原の草原で,夏鳥として繁殖する。最近,九州

での繁殖 も記録 された。

403オ オヨシキリ スcrο cep′

"′

●s cr″ιd:πtce●s(Linnaeus)

オオヨシキリ スcrο

“
Pんα′●s ar"ガ j“ cetιs οrた

'30α
′お (TemminCk&SChlegel)

北海道 (B),天 売島(B),本州 (B),佐渡,四国(B),九州 (B),対馬,男 女

群島,伊豆諸島 (大島,三宅,八丈),小笠原群島 (父島),北部琉球 (奄美,沖永

良部),南部琉球 (宮古,石垣,与那国),大東群島 (南大東島)

九州以北のよし原に,ふつ うに繁殖する夏鳥である。

404ハシブトオオヨシキリ スcrο cepんα′●sα
`dο

,(Pallas)

本州 (長野1927年 5月 )

迷鳥として 1回記録がある。

405キマユムシクイ Pλ yJ′οscοp●s lποr“れs(Blyth)

キマユムシクイ PλyJ′ οscορ●s」ποr"ι
“
s lποr“ι

“
(Blyth)

本州 (山 口県角島1966年 4月 27日 ),中部琉球 (沖縄,久米),南部琉球 (石垣,与

那国 )

沖縄諸島には定期的に渡来する。小笠原群島でも観察記録がある。

406カラフトムシクイ Pλ y′ ′οscο2●s Prο rag“′
“
s(PaH as)

カラフトムシクイ Pゐ y′ ′οscο22s prο reg● J●s27ο ragυ′ぃ (Pallas)

本州 (山 口県角島1967年 4月 21日
)

迷鳥として 1例の記録がある。

407メ ボソムシクイ Pλy′ ′οsc叩
“
s b070α ″S(BlaSiuS)

コメボソムシクイ P力 y′ ′οscορ
“
s bο rea`,s bο reα ′お (Blasius)

北海道,本州,隠岐,九州,対馬,種子島,中部琉球 (沖縄),南部琉球 (石垣 ,

与那国),大東群島 (南大東島)

旅鳥として通過する。

メボソムシクイ Pん y′ ′οscορ
“
s bο ヶοα′js,α

""ο
dryαs(Swinhoe)

北海道 (B),利尻島,南千島 (エ トロフB,シ ヨタンB),本州 (B),粟島,佐渡 ,

四国(B),九州,対馬,伊豆諸島 (八丈 ),中部琉球 (沖縄),南部琉球 (石垣,西

表),大東群島 (南大東島)

夏鳥 として渡来 し,北海道,本州,四国の高い山の針葉樹林帯で繁殖する。
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408エ ゾムシクイ Pλy`′ οscορos t“οιJjpes Swinhoe

北海道 (B),礼文島(B),利 尻島(B),南千島,本州 (B),四 国,九州,南部

琉球 (与那国 )

夏鳥として渡来し,北海道および本州の山地の森林で繁殖する。四国でも夏期

の記録 (剣 山1943年 6月 )が ある。

409セ ンダイムシクイ Pλ y」 ′οscορしs οccιρttα ιιs(B lyth)・

センダイムシクイ Pλ y′ ′οscορ
“
s οccゎれαおs cο 7ο夕協れs(Temminck&Schlegel)

北海道 (B),南千島,本州 (B),粟島,佐渡 (B),四 国 (B),九州 (B),対馬

(B),屋久島,南部琉球 (宮古 )

主に四国以北の低山帯の森林に夏鳥として渡来 し,繁殖する。九州 (熊 本1969

年 )で も繁殖記録がある。

410イ イジマムシクイ Pλ y′ ′οscορυs J″れαο(S teineger)

屋久島,伊豆諸島 (大島 B,利島 B,新島B,神津B,三宅B,御蔵B,八丈 B,

青 ヶ島 B),中部琉球 (沖縄),南部琉球 (宮古,与那国 )

伊豆諸島には夏鳥として渡来 し,林ややぶで繁殖する。

4:1キ クイタダキ Rοgπιos ragυ Jos(L innaeus)

キクイタダキ Rοg● J“s ragしれs′αρο
“

πsjs Blakiston

北海道 (B),南千島 (エ トロフB,ク ナシリB),本州 (B,W),佐渡,隠岐,四

国 (W),九州 (W),対馬,屋久島,種子島,伊豆諸島 (大島,神津,八丈),南

部琉球 (石垣 )

本州以北の亜高山針葉樹林帯で繁殖 し,冬期は全国に冬鳥 として多数渡来する。

412セ ッカ CJs″ cο ′α′11"cjtts(Rafinesque)

セッカ Cお ″cο

`α

′.ac」JJs braπ
"ceps(Temminck&Schlegel)

本州 (B,W),隠 岐,四国,九州 (B,W),壱岐,五島列島,屋久島,種子島,

伊豆諸島 (大島 B,W,三宅,八丈 B,W),琉球全域 (大東群島を除 く)

本州以南の草原で,ふつうに繁殖する。北日本のものは冬期温暖な地方へ移動

する。

ヒタキ亜 科  MUSCICAPINAE
413マ ミジロキビタキ FJcο d●′α zα●力ορygJα (Hav)

本州 (富 山,長野,島根,IL口 ),九州 (佐賀 )
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迷鳥として少数の記録がある。

4i4キ ビタキ FJced2′ α
"α

 rcお sれα (Temminck)

キビタキ FJced“ Jα π″cお sれα παrcお s"o(Temminck)

北海道 (B),天売島,南千島 (ク ナシリ),本州 (B),佐渡,四国(B),九州 (B?),

対馬,男女群島,伊豆諸島 (大島,三宅,御蔵,八丈),小笠原群島 (父 島,母

島),硫黄列島 (北硫黄島),北部琉球 (奄美),南部琉球 (石垣),大東群島 (南大

東島 )

主に四国以北に夏鳥として渡来 し,低山帯か ら亜高山帯より下の森林で繁殖す

る。九州でも繁殖の可能性がある。

リュウキュウキビタキ Fjced“
`α “

rcお sれαο
"stο

πJ(Bangs)

屋久島 (B),種 子島 (B),北部琉球 (奄美 B),中 部琉球 (沖縄 B),南部琉球 (石

垣 B,西表 B)

種子島以南の島に留鳥 として生息する。室戸岬 (1935年 )で も記録がある。

415ム ギマキ Fjceddα  πttJπαんj(Temminck)

北海道,本州,佐渡,四国,九州,種子島,伊豆諸島 (式根,八丈),中部琉球

(沖縄 )

旅鳥として春秋に通過する。樺太では繁殖するもの もある。

416オジロビタキ Fた配2′α ραグυα(Bechstein)

オジロビタキ F,cαれ′α ραグυα α′bた ,JJα (Pallas)

本州 (石′‖1973年 2月 ―野鳥38巻 5号 ,山 口県角島1966年 9月 )

迷鳥としてまれに渡来する。

417オオルリ Cyα
"ρ

ι:`α cyαποπο′απα (Temminck)

オオルリ Cyα
"ο

p″′α cyαποπο′απa cyαποma′απα (Temminck)

北海道 (B),南 千島,本州 (B),佐渡,隠岐,四国(B),九州 (B),対馬 (B),

屋久島,伊豆諸島 (大島 B,神津,三宅 B?,八丈),小笠原群島 (父島),硫黄

列島 (北硫黄島),南部琉球 (与那国 )

夏鳥 として,九州以北の低山帯の林で繁殖する。

418サ メビタキ M● scたαρα sjbjrた α Gmelin

サメビタキ Mπ scたαρα sめ j7」 Cα Sめ Jrたα Gmelin

北海道 (B),南 千島,本州北部 (B),本州南部,隠岐,四国,九州,対馬,男

女群島,屋久島,伊豆諸島 (八丈),南部琉球 (与那国),大東群島 (南大東島)
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夏鳥 として渡来し,北海道,本州中部以北の亜高山の針葉樹林で繁殖する。他

の地方では,旅鳥として主に秋期に出現する。

419エ ゾビタキ νぃcJcαρα grJsastた ,α (SwinhOe)

北海道,南千島 (エ トロフB),本州,佐渡,四国,九州,対馬,種子島,中部

琉球 (沖縄),南部琉球 (黒島,与那国),大東群島 (南大東島 )

主に旅鳥として通過する。北海道,本州,九州で,夏期の古い記録があるが,

サメビタキの幼鳥を誤認 したのではないかと考えられる。繁殖の確認はない。

420コ サメビタキ ″。scたαρα′αιιrο sι rJs Raffles

北海道 (B),南 千島 (ク ナシリB),本州 (B),佐渡,四 国(B),九州 (B),対

馬 (B),壱岐,男女群島,伊豆諸島 (神津,三宅,八丈),南 部琉球 (石 垣,与

那国 )

北海道から九州までの低山帯の林に,夏鳥として渡来する。男女群島,御蔵島

でも観察 されている。

カサ サ ギ ヒタキ亜 科.MONARCHINAE

421サ ンコウチョウ Terpsゎん。●ο αι70Cα
"α

 ια (Eyton)

サンコウチョウ T″psゎλο,a αιrο cα lガα,α αιrο cct″αια (Eyton)

北海道,本州 (B),佐渡,隠岐,四 国(B),九州 (B),対馬 (B),男 女群島 ,

屋久島(B),伊豆諸島 (八丈 )

北海道は一度の観察記録 (1887年 函館)が あるのみ。本州以南には夏鳥として渡

来 し,低 山帯の森林中で繁殖する。屋久島で,ひなが採集 されている。

リュウキュウサンコウチョウ T。ァPs″λοπ
`α

″οcat″αια jJ′ e″ Bangs

南九州 (鹿児島?),」ヒ部琉球 (奄美 B,徳之島B,喜界),中部琉球 (沖縄,伊平

屋,伊是名,伊江,座間味,久米),南部琉球 (宮古 B,石垣 B,西表 B,黒島 ,

与那国 B)

琉球列島に留鳥として生息する。

エ ナ ガ科  AEGITHALIDAE

422エ ナガ 4οgJιんαJο s cα

"α
,lι s(L innaeus)

シマエナガ 4agj:んα′οs cα lガαれs′αροttc“s Praz`k

北海道 (B,W),礼 文島,利尻島,南千島 (B,W),本州北部 (青森,栃 木,千
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葉,新潟,長野)

少なくない。

チョウセンエナガ ス鱈 Jιλαιοs cα
“

Jαれs παg,″s(Clark)

対馬 (B,W)

少なくない。留鳥。

エナガ 4`g:流α′οs cα
"α

tts,7わ ″rれs(Temminck&SChlegel)

本州(B,W),粟島,佐渡 (B,W),隠岐

各地に留鳥として多い。

キュウシュウエナガ 4ag動屹′οs cα l″αれstれs」

“
″s,s Kuroda

四国(B,W),九州 (B,W)

九州では少なくないが,四国ではあまり多くない。留鳥。

ツ リス ガラ科  REMIZIDAE

423ツ リスガラ Rem」 z ροπJ●′jπ●s(L innaeus)

ツリスガラ R′πj2 pe,ガ

“
′力●s cο●sο brれ,S(SWinhOe)

本州 (東京都南砂町1888年 1月 3日 ,千葉),九州 (長崎市1877年 2月 12日 ,2月

25日 )

迷鳥として,ま れに渡来する。

シ ジュウカ ラ科 PARIDAE

424ハ シブトガラ Paras pα J●st7お L innaeus

ハシブトガラ Pα 7●S pα ′●S'7JSん
“

SOπj steineger

北海道 (B,W),利 尻島(B,W),南千島 (B,W)

北海道各地に留鳥として少なくないが,コ ガラより低木の叢林を好む。

425コ ガラ Pcr● sπ
“
れ,●s von Baldenstein

カ ラ フ ト コ ガ ラ  Pα 7●S mOπ ια

““

S SaCλα′れ a'SJS Lbnnberg

北海道,本州北部 (新潟 )

樺太産の亜種であり,迷鳥である。

コガラ Pcrπs ποπれπしs rastrjcれs Hellmayr

北海道 (B,W),本州 (B,W),佐渡,飛島,粟島,四国(B,W),九州 (B,W)

北海道では平地および山地の森林に,本州では亜高山帯 とその下の森林に,ふ

∂∂



つうである。九州では1973年に繁殖が確認 された。 ヒガラより留鳥性が強 く,

冬でも平野までおりることはほとんどない。

426ヒ ガラ Pαr'Sα た7 Linnaeus

ヒガラ Parυ s αた7J,s●′αrお Hell mayr

北海道 (B,W),利 尻島 (B,W),南 千島 (B,W),本 州 (B,W),四 国 (B,W),九

州 (B,W),対馬 (B,W),屋久島(B,W),伊 豆諸島 (大島),琉球

北海道では平地および山地の針葉樹林,本州では山地の針葉樹林に留鳥 として

多い。

427ャマガラ PαケμS υα7れS TemminCk&S Chlegel

ヤマガラ Pα r●s υα,れs υαァれs Temminck&Schiegel

北海道 (B,W),南 千島 (B),本州 (B,W),佐渡(B,W),隠岐 (B,W),四 国

(B,W),伊豆諸島 (大島W)

北海道では,道南に少数繁殖するだけである。本州ではふつうであるが,主 と

して暖帯照葉林に生息するため,多少局地的になる。

タネヤマガラ Par2s υαγれs stts“ρj KurOda

種子島(B,W)

留鳥。あまり多くない。

ヤクシマヤマガラ Pα r●S υα7れSy酬れSλ れ
“

Sお Kuroda

屋久島 (B,W),北 部琉球 (奄美 )

留鳥 として数は多い。

アマミヤマガラ Pα r●S υα7れS aπαπJj(Kuroda)

北部琉球 (奄美 B,W,徳之島 B,W),中部琉球 (沖縄 B,W)

奄美大島および沖縄で少なくない。

ダイ トウヤマガラ Pα 7●S υαグれSOケ j」 (Kuroda)

大東群島

かつて北大東島,南大東島に生息 したが,1930年代に森林の伐採がひどく,減

少 した。

オリイヤマガラ Pα 7●s υcrれsο ′あαc“s(Kuroda)

南部琉球 (西表B,W)

海岸近 くにはあまりいないが,山地では少なくない。
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ナミエヤマガラ Pα 7●S υα7れS“πセe」 Kuroda

伊豆諸島北部 (B,W)

利島,新島,神津島に分布する。

オース トンヤマガラ Par“ υαrれsο
"s,ο

●ゴIlima

伊豆諸島南部 (B,W)

三宅島,御蔵島,八丈島に留鳥として分布。数は多い。

420シ ジュウカラ Par●s mα′οr Linnaeus

シジュウカラ Pα 7●S“α′Or mjπ 07 TemminCk&SChlegel

北海道 (B,W),礼文島,利尻島(B,W),南千島(B,W?),本州 (B,W),佐

渡(B,W),隠岐 (B,W),四 国(B,W),九州 (B,W),対馬 (B,W),壱岐,五

島列島(B,W),伊豆諸島 (大島 B,W,利 島 B,W,新島 B,W,三宅 B,W,御

蔵,八丈 B,W)

日本各地で最 も多い鳥の一つ。留鳥,ま たは漂鳥。

アマミシジュウカラ Pcr●s πα′ο7α
“
α
"た

,sお Kleinschmidt

北部琉球 (奄美 B,W,徳之島 B,W)

数は多い。留鳥。

オキナワシジュウカラ Pα 7●S πα′0グ 0腕,2a"α e Hartert

中部琉球 (沖縄 B,W,屋我地 B,W)

沖縄では,北部山地には少なくないが,南部平地にはほとんどいない。留鳥。

イシガキシジュウカラ Pα 7●S πα′07πなr″ 07お Helimayr

南部琉球 (石垣 B,W,西表 B,W)

数は多い。

ゴ ジュウカラ科  SITTIDAE
429ゴ ジュウカラ S″施 ο

“
7()ραοα Linnaeus

シロハラゴジュウカラ Sj`ια ο
“

7οραοα αsゴα″cα Gould

北海道 (B,W),利 尻島(B,W),南千島

北海道各地の平地から山地の広葉樹林に少なくない。留鳥。

ゴジュウカラ Sj‖αθ″οpα
`α
 απυr“ sお Swinhoe

本州 (B,W)

太平洋岸の一部地域を除いた山地の広葉樹林にすみ,冬期は低地へ下るが,森

9θ



林の乏 しい平野部には出ない。中部山岳の亜高山帯の ものは前亜種に似る。漂

鳥,ま たは留鳥。

キュウシュウゴジュウカラ SI,3α e270pα Oα 70SaJ'α  BOnaparte

本州 (B,W),四 国(B,W),九州 (B,W)

本州では伊豆半島以西の太平洋側,四国では石鎚山地に少なくないが,九州で

はふつうではない。

キバ シ リ科.CERTHHDAE

430キバシリ Carめ jα ′α籠ゴ′jα r」 s Linnaeus

キタキバシリ Cartttα ′απj′ jarお あ
“
rたα Domaniewski

北海道 (B,W),南 千島(B,W)

平地から山地までの針葉樹林に,留鳥としてすむ。数は少なくない。

キバシリ Carι
"α

ルπj′ た,ぉ ′α
""cα

 Hartert

本州 (B,W),四 国 (徳島 B,W),九州

山地の針葉樹林にすみ,あ まり多くない。冬はやや低地へ移動するものもある。

メ ジロ科  ZOSTEROPIDAE
43: メジロ Zοsた 7(ps′αρο

"cα
 Temminck&S chlegel

メ ジ ロ  Zο sた 70pSノαρOη た α ′αρOπ ゴCα TemminCk&SChlegel

北海道 (B,W),本州 (B,W),佐渡 (B,W),隠岐 (B?),四 国(B,W),九州

(B,W),対 馬 (B,W),壱岐 (B,W),五島列島 (B?),男 女群島 (B?),屋 久島 (W),

種子島 (W),伊豆諸島 (W),北部琉球 (奄美W),中部琉球 (沖縄,座間味,久米 )

日本各地に多いが,主に暖帯照葉樹林を好むため,太平洋沿岸域に多産 し,山

岳部,日 本海側にはやや少ない。冬期は北部のもの,山地の ものは南方あるい

は低地へ移動するが,暖地の ものは留まる。漂鳥,ま たは留鳥。冬期,伊豆諸

島,南西諸島へ も渡る。

シマメジロ Zο sた rοps Jαρο
"Jcα

れs● Jα ,お Ogawa

屋久島 (B,W),種 子島(B,W),中部琉球 (久米 )

数は多い。久米島の記録は迷行例 と思われる。留鳥。

リ ュ ウ キ ュ ウ メ ジ ロ  Zο sた 70PS′ αρOπ た α ′00Cん 00“Sお TriStram

北部琉球 (奄美 B,W,徳之島 B,W,喜界 B,W,沖永良部 B,W,与論 B,W),
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中部琉球 (沖縄 B,W,伊平屋,屋我地,伊江,座間味 B,W,久米 B,W),南部

琉球 (宮古 B,W,石垣 B,W,西表 B,W,鳩間 B,W,竹富 B,W,黒島 B,W,

与那国 B,W)

留鳥としてきわめて多い。

ダ イ ト ウ メ ジ ロ  Zο sた 7叩 S′ αρOπ jCα ごαj:0“ SJS Kuroda

大東群島 (南大東島 B,W)

留鳥として生息する。

シチ トウメジロ Zο sた ,02S Jα ρOπたα
"可“

gar」 Seebohm

伊豆諸島(B,W)

伊豆大島から鳥島まで全島に留鳥として分布 し,数はきわめて多い。

イオウトウメジロ Zο s:erο ps Jαρο
"Jcc 

α′απ」Hartert

小笠原群島 (B,W),硫 黄列島 (B,W)

本来は硫黄列島に分布 し,小笠原群島のものは硫黄島のものを人為的に導入し

た結果であるが,こ のとき,シ チ トウメジロも移入されており,お そらく両者

が交雑 して現在の小笠原のメジロが形成されたと思われる。小笠原群島では聟

島,父島,父島属島,母島,母島属島と,多少でも林があるすべての島嶼に多

産する。

ミツス イ科  MELIPHAGIDAE
432メ グロ スρα′οpた ,“ ルπゴ′Jα re(Kittlitz)

ムコジマメグロ スρα′οpた 7て,π ルπj′ たreたπゴ′たr● (Kittlitz)

小笠原群島 (聟島,媒島,父島 ?)

現状の詳細は不明。1968年 と1969年の調査では,発見することができなかった。

その後,東京都立大学の調査隊が聟島で目撃 したとのことである。

ハハジマメグロ 4"Jορた,ο

“
ルπゴ′たre λαλαsjπα Yamashina

小笠原群島 (母島 B,W,向島,妹島,姪島)

1969年 7月 の調査では母島,向島で確認 され,母島ではその後繁殖 も確かめら

れた。母島沖村跡では高密度に生息 している。

ホ オ ジロ科  EMBERIZIDAE
433キアオジ Eπ berj2α cj″ れ″ια Linnaeus
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キアオジ Eπ b¢ 7j2CC」
'7れ

0′ ′C eryttrOgeπyS Brehm

本州北部 (長野県松本市1935年 12月 8)

上記 1例 のみの迷鳥である。

434シ ラガホオジロ EπらοァJzα J。しcο cepλα′α Gmelin

シラガホオジロ E"berJ2α ′
`2cο

ce2λα′α′e2cο cepんα′α Gmelin

北海道 (札幌1890年 ),南千島,本州 (岩手,宮城,山形,栃木,東京,長野,静

岡),伊豆諸島 (八丈 )

迷鳥として渡来する。

435ホオジロ Eπ barjzα cゴ οjごo「 B randt

ホオジロ Eれらοr」 2α cjο jJes cjο psJs Bonaparte

北海道 (B,W?),南千島 (ク ナシリ),本州 (B,W),佐渡 (B,W),隠岐,四国

(B,W),九州 (B,W),対 馬 (B,W),壱岐 (B,W),五島列島(B,W),屋久

島 (B,W),種 子島 (B,W),伊豆諸島 (大島 B,W,利 島 B,W,新 島 B,W,神

津 B,W,三宅 B,W,御蔵 B,W,八丈 B,W)

本州以南では留鳥または漂鳥 として各地にきわめて多い。

436コ ジュリン EπみarJzα  yessο eπsjs(Swinhoe)

コジュリン Eπ berjzα yessο
`●

sJs yassο οπsお (Swinhoe)

北海道,南千島 ?,本州北部 (B,W),本州南部 (W),佐 渡,九州 (B,W)

北海道では近年確かな記録がない。本州では,繁殖地 として青森,秋田,宮城 ,

茨城,千葉,山梨および静岡県の富士山麓,長野県霧 ヶ峰などが知 られている。

一方,1971年 ,熊本県阿蘇山麓の一ノ宮町付近で新たに本種の繁殖地が発見さ

れた。冬期は各地のよし原などで観察 される。

437シ ロハラホオジロ Eπ bθ rjzα ιr,s″απJ Swinhoe

本州北部 (栃木県上都賀郡1936年 11月 19日 ♀ 1羽),本州南部 (山 口県角島 1966

年 4月 26日 ♂1羽 ,同 5月 4日 ♂1羽 ,同 5月 6日 ♂l羽,同 10月 26日 ♀ 1羽 ),

南部琉球 (西表1921年10月 )

上記の記録のみの迷鳥である。礼文島での観察記録 (1968年 春)が ある。

438ホオアカ E"berJ2α ′
“
cαια Pallas

ホオアカ Eπレグ」zα ルcα :α F“Cαια PallaS

北海道 (B),南千島 (B),本州 (B,W),佐渡,隠岐,四国(B?,W),九州 (B,

W),屋久島,種子島,伊豆諸島 (八丈),北部琉球 (奄美),中部琉球 (伊江),南
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部琉球 (石垣 )

北海道,東北,中部高原地帯ではふつうの夏鳥で,本州南西部では兵庫県鉢高

原,伯者大山で少数繁殖 し,四国で も石鎚山山頂付近で繁殖の可能性がある。

1965年には大分県九重高原で繁殖が確認 され,1971年 には熊本県阿蘇山麓の一

ノ宮町付近でも繁殖が確認 された。また宮崎県霧島山麓でも夏期の観察記録が

ある。冬期は北日本や高地のものは移動 し,関東以南の草原などに少なくない。

439コ ホオアカ Eπわerjzα ριsj′ Jα Pallas

本州 (東京,長野県松本1921年 8月 ,静岡県大里村1904年 11月 ,愛知県名古屋市

1890年,島根県那賀郡三隅町1959年 10月 ),粟島 (1933年 10月 ～11月 ),四国 (高

知県宿毛1917年 1月 ),五島列島 (1929年 1月 ),男女群島 (1970年 4月 ),南部琉

球 (与那国1972年 3月 )

迷鳥としてまれに渡来する。

“

0キ マユホオジロ Eπ b`7Jzα cレysορレys Pallas

対馬 (1972年 5月 )

迷鳥として,上記 1例 (数羽)が ある。ほかに男女群島でも観察記録がある。

441カ シラダカ Eπ ber」 zα r●s″ cα PaHas

カ シ ラ ダ カ  Eπ b● 7JZα r●S'たα ′α″力 SC」α POrtenk0

北海道 (W?),礼 文島,利尻島,南千島,本州 (W),佐渡 (W),隠岐 (W),四

国 (W),九 州 (W),対馬 (W),男女群島,伊豆諸島 (新島W,八丈W),南部琉
|

球 (西表 )

北海道では主に通過鳥,本州以南では冬鳥である。冬期,各地にきわめて多く,

しばしば100羽 をこす大群を見る。青森県,佐賀県,対馬では夏期の観察記録が

あり,青森県恐山では1953年 8月 13日 幼鳥17羽 が観察 されているが,繁殖の確

証はない。

442ミ ヤマホオジロ Eπらoァ J2α ′′θgα,s Temminck

ミヤマホオジロ Eπbarj2c eたgαπs οルrπ s Temminck

北海道,南千島,本州 (W),佐渡 (W),隠岐,四国 (W),九州 (W),対馬 (B,

W),五島列島,屋久島,種子島,伊豆諸島 (三宅,八丈),中部琉球 (沖縄),南

部琉球 (西表,与那国 )

冬期,本州南西部や九州では少なくないが,関東以北では少ない。対馬では繁

殖が確認 されている。
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443シ マアオジ Eπ bθ r」 Zα α27● Oια PallaS

シマアオジ Eπ bOグ jZα αι7● 0′α Ormれ Shulpin

北海道 (B),礼 文島(B),利尻島(B),南千島(B),本州,九州 (佐賀),硫黄

列島 (北硫黄島)

北海道各地の草原にふつうの夏鳥。本州以南は通過のみ。渡 りの主経路は大陸

沿岸沿いと思われる。

444シマノジコ Eπ b07J2α γ●:J′α PallaS

北海道 (函館1939年 5月 ),本州 (秋田,長野,島根1964年 2月 ♂3羽 ,♀ 2羽 ,

山口県角島1966年 5月 12日 ♂2羽 ,同 5月 14日 ♂1羽),対馬,男 女群島 (1970

年 5月 ♂ 1羽 )

上記の記録だけの迷鳥である。ほかに飼鳥の逃げ出したものと思われる記録が

数例ある。

445ズグロチャキンチョウ Eπ berJzα れdαποcapλα′α ScopOli

伊豆諸島 (八丈1928年 11月 6日 ♂幼鳥 1羽,1930年 11月 21日 ♂幼鳥 1羽 )

上記 2例のみの迷鳥である。

446ノ ジコ Eπみoγ 」2α sz′ρん
“
ケαια Temminck&S chlegel

北海道 (?),本州 (B,W?),九州 (W?),対馬,屋久島,伊豆諸島 (御蔵 )

数の少ない種類の一つで,本州では局地的に繁殖 し,青森,福島,神奈川,山

梨,静岡,長野,新潟などが知 られる。

447アオジ E"bar」 zα spο Jο c甲んα′α Pallas

シベリアアオジ E赫
`r」

zα spο dο ca2λα′α spοあ ceρんα′α Pallas

本州 (東京,神奈′‖1929年 2月 ,新潟県柏崎市1966年 4月 29日 ♂ 1羽,山 口県

角島1966年 5月 13日 ♂1羽 ),対馬 (1891年 3月 ),南部琉球 (石垣1901年 4月 )

大陸からの迷鳥である。

アオジ Eπ berJ2α spοごοcttλα
`α

 parsο夕4ια Temminck

北海道 (B),礼文島 (B),利 尻島 (B),南千島,本州 (B,W),佐渡 (W),四 国

(W),九州 (W),対馬 (W),五島列島,屋久島,種子島,伊豆諸島 (W),北部

琉球 (奄美W,徳之島W,与論),中部琉球 (沖縄W,伊平屋,座間味),南部琉

球 (竹富W,与那国W)

北海道から本州中部山地にかけて繁殖する。本州南西部では,兵庫県氷 ノ山で繁

殖するものがある。夏期は北部や山地にすみ,冬期は南部や低地に移動する。
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各地にきわめて多い。

448ク ロジ Eπ ber」 zα υαr」α昴′お Temminck

北海道 (B?),利尻島,南千島,本州北部 (B,W),本州南部 (W),佐渡,四国

(W),九州 (W),対馬,壱岐,五島列島,屋久島,種子島,伊豆諸島 (大島W,

新島W,神津W,三宅W,八丈W),北部琉球 (奄美),中部琉球 (沖縄,久米),

南部琉球 (宮 占)

夏期,北海道では中央山地や知床半島で,本州では青森,秋田,福島,栃木 ,

新潟,長野,石川で観察 されている。山形,福島,栃木,長野では巣卵が確認

された。北海道では夏鳥,本州北部では漂鳥または冬鳥,本州南部以南では冬

鳥である。

449シベリアジュリン Eπ bar,2α ρα′′αSJ(CabaniS)

キタシベリアジュリン Eπ ber」 2α ρα′′αsj ρο′αrお MiddendOrff

九州 (佐賀県南川副村1925年 3月 1日 ♂ 1羽採集 )

上記 1例 のみの迷鳥である。しかし,南西部のよし原では,オ オジュリンに混

じってごく少数ながら渡来 している可能性がある。

シベリアジュリン Eπιerjzα ρα′′αs,pα ′′αs,(Cabanis)

九州 (佐賀県大託間村1924年 1月 27日 ♂ 1羽採集 )

上記 1例のみの迷鳥である。

450オオジュリン Eれらοrjzα sc力οe"c′2s(L innaeus)

オオジュリン E"う orj2α  sc力ο
“

Jc′ ●s ρy,7λ
“
ん
“

(SWinhOe)

北海道 (B),南千島(B),本州北部 (B,W),本州南部 (W),佐渡,四国 (W),

九州 (W),伊豆諸島 (八丈 )

北海道各地の草原には夏鳥としてふつ うに生息し,本州以南では主に冬鳥で,

冬期,よ し原などに少なくない。1973年秋田県で繁殖が確認 された。

451ツ メナガホオジロ Cα′Cα 7れS′α22“た●S(L innaeus)

ツメナガホオジロ Cα lccrれ s′αηοπ,c●s cο′ο rαれs Ridgway

北海道 (W),南千島 (エ トロフ),本州 (東京都世田谷1943年 4月 ,長野県西穂高

村1914年,同県自馬山麓1915年 1月 ,静岡市1912年 11月 ,京都,兵庫),伊豆諸

島 (八丈1924年 11月 )

ごくまれに渡来するにす ぎない。

452ユキホオジロ P′ectrο2λ

“
4″ 西υα′Js(L innaeus)
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ユ キ ホ オ ジ ロ  P′ eC'70ρ んα協″ πわ α′お υ′αSO"α O POrtenk0

北海道 (W),本州北部 (山形,新潟,富山,石川,島根),佐渡

冬期,北海道に渡来 し,年 により本州の日本海側に少数渡来する。

オオユキホオジロ Pル ctropλ em″ 西υα′お ιοωπs“dJ Ridgway

南千島 (エ トロフ)

冬期まれにコマンドル群島,ア リューシャン列島より飛来する。

453ゴマフスズメ Z“οレた腕α j′ Jα cα (Merrem)

ゴマフスズメ Zοηοι7'Cλια j″αCα

“
α′αSCん

“
πSお (Gmelin)

本州北部 (栃木県日光1935年 11月 ♂ 1羽採集 )

上記 1例のみで,北米からの迷鳥である。

454ミ ヤマシトド Z“ο:7たれα ′゙●COρレyS(Forster)

ミヤマシトド Zοπο″ιcれα′
`2cο

2ん rys gα πbe′ j」 (Nuttall)

本州北部 (東 京都羽村町1964年 3月 9日 ♂ 1羽捕獲,千葉県木更津市1936年 12

月 ♂1羽採集 )

北米からの迷鳥である。

455キガシラシトド Zοποι歳 腕αα
`rた

αρJ′ ια(Gmelin)

本州北部 (東京都荒川下流1935年 12月 10日  1羽採集 )

上記 1例 のみで,北米からの迷鳥である。

ア トリ科  FRINGILLIDAE

456ア トリ F7'πg」 ′′α爾
“

ιjFr」 ,`jJια Linnaeus

北海道 (W),南千島,本州 (W),佐 渡 (W),隠岐,四 国(W),九州 (W),対馬 ,

屋久島,種子島,伊豆諸島 (大島,式根,八丈,鳥島),小笠原群島 (父島,母島),

硫黄列島 (北硫黄島),中部琉球 (沖縄),南部琉球 (石垣 )

冬鳥として,ふ つうに渡来する。奄美大島での観察記録がある。

457カ ワラヒワ Cαγご
“`Js sれ

たα (L innaeus)

コカワラヒワ Ccrd“ ′Js sれたαmれ07(TemminCk&SChlegel)

北海道 (B),本州 (B,W),粟 島,佐渡 (B,W),四国 (B,W),九州 (B,W),対

馬 (B,W),五島列島,伊豆諸島 (大島 B,W,利島 B,W, 新島 B,W,三宅 B,

W,御蔵 B,W,八丈 B,W,青 ヶ島 )

北海道では夏鳥であるが,本州以南では留鳥として繁殖するものが多い。
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オオカワラヒワ Cαグd“ JJs sJ"icα あ lυα rαためα (Temminck)

北海道 (W),南 千島(B),本州 (W),四 国 (W),九州 (W),屋久島 (W),中 部

琉球 (沖縄),南部琉球 (宮古,石垣,竹富,小浜,黒島)

冬鳥として,ふつ うに渡来する。

オガサワラカワラヒワ Cα rd“ ′js sれ jcα ttι ι′jι z j(S eebOhm)

小笠原群島 (聟島 B,W,媒島 B,W,父島 B,W,母島 B,W,向 島 B,W),硫黄

列島 (北硫黄島 B,W,硫黄島 B,W)

留鳥として生息するが少なく,特に硫黄列島での現在の生息状態は不明である。

458マ ヒワ Cα 7d“ ′お Spιπ●S(L innaeus)

北海道 (B),南 千島,本州北部 (B?,W),本州南部 (W),佐渡 (W),隠岐,四国

(W),九州 (W),対馬 (W),屋久島,伊豆諸島 (大島,八丈,鳥島),小笠原群島

(聟 島,父島,母島),硫黄列島 (北硫黄島),中部琉球 (沖縄),南部琉球 (宮古 ,

石垣,西表,与那国)

北海道の森林で繁殖 し,本州北部および中部山地でも夏期の記録がある。本州

以南には,冬鳥 としてふつ うに渡来する。

459ベニヒワ A cαπ,腕 sf′απmaα (L innaeus)

ベニヒワ A cαdれ s′′αππθα′′απ
"eα

(L innaeus)

北海道 (W),南千島 (エ トロフ),本州 (W),佐渡 (W),九州,伊豆諸島 (八丈 ),

小笠原群島 (母島 )

冬鳥として渡来するが,渡 りには年によって多少がある。本州中部以南には少

ない。

460コ ベニヒワ Acα2ιλJs λοrπιπαππj(Holboell)

コベニヒワ A ca観腕sんοrποπαmj e″ J′ ″es(Coues)

北海道 (W),本州 (青森W,長野W)

冬期まれに疲米する。

461ハギマシコ Laレcο s"cた orc,οα (Pallas)

ハギマシコ Lacο stjcた αrc:οα br"π cοπ
“
cんα (Brandt)

北海道(B?,W),利尻島,南千島 (W),本州 (W),佐渡

北海道および本州北部には冬鳥 として渡来するものが比較的多いが,本州中部

以南には少ない。夏期大雪山で成鳥および幼鳥と思われるものが観察 されてい

る。利尻島でも夏期の記録がある。
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462ア カ マ シ ヨ  Cα 7ρ OごαC●S er"レ れ しS(PaH aS)

アカマシヨ CαrpOdcc“s″ yιλ7jπ

“
S grあ夕2'tSttI Steineger

本州 (栃木,新潟1968年 4月 1日 ,京都1936年 11月 ),伊豆諸島 (八丈1931年 10月 )

迷鳥として,ま れに渡来する。

463オ オマシヨ CarpO`滋 cしs rOseし s(PaH as)

北海道 (W),南千島,本州 (W),四国 (徳島1955年),九州 (W)

冬鳥として渡来するが多くない。特に本州中部以南ではまれである。

464ギ ンザンマシヨ Pれたο′α οπ,cルαJ07(L innaeus)

コバシギンザンマシヨ Pれ」cο′αのしcルαι07んαπιscんαιんοπsJs(Dybowskl)

本州 (新潟1957年 2月 22日 ♂ 1羽 ―野鳥25巻2/3号 )

迷鳥 として 1例がある。

ギンザンマンコ Pれたο′αο″υcルαιοr sαんんα
`れ“

sお Buturlin

北海道 (B,W),利尻島(B?),南千島,本州 (石 ,H1948年 11月 ♂ 1羽 ,1956年 11

月♀ 1羽 )

北海道では大雪山,利尻岳等に夏期生息する。本州以南にはごくまれに迷行す

る。

465イ スカ Lοガα c27υ jγοs:γα Linnaeus

イスカ Lο″ゴα cπ rυ ″οs″α Jαρο
"cα

 Ridgway

北海道 (B?,W),南千島,本州 (B,W),佐渡 (W),四 国 (W),九州 (W),伊

豆諸島 (大島W,三宅W,八丈W,青 ヶ島,鳥島),小笠原群島 (父島,母島 ),

硫黄列島 (硫 黄島 )

主に冬鳥として渡来するが,年によって渡来数には著しく多少がある。北海道 ,

本州中部以北の山地には,夏 も生息するものがある。青森,岩手,長野,山梨 ,

鳥取の各県からは繁殖の記録がある。

466ナキイスカ Lο″jα J● lιcορた7α Gmelin

ナキイスカ Lο″jα

`ο

●cοpた ,α bjた scjα ,α (Brehm)

北海道 (W),本州 (W),伊豆諸島 (八丈 )

冬鳥としてイスカの群れに混 じって渡来するが,数はひじょうに少ない。本州

では青森,宮城,福島,栃木,神奈川,長野,京都,大阪,島根,鳥取から記

録がある。

467べニマシヨ υ7α g●s sj"rたしs(Pallas)
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べニマシヨ Urag2s sめ JrJcμ s sαπg“ :π Oι

“
れs(Temminck&S chlegel)

北海道 (B),利 尻島(B),南千島 (B),本州北部 (B,W),本 州南部 (W),佐

渡 (W),四 国(W),九州 (W)

北海道には夏鳥として渡来し,繁殖する。本州以南には主に冬鳥として渡来す

るが,青森県下北半島では繁殖 している。

468オ ガ サ ワ ラ マ シ ヨ  Cλ α

“

ορ70Cれ s′Orr● OrOsレ Js(V igOrs)

小笠原群島 (父島 '絶滅 )

1827年 および1828年に小笠原 (父島 ?)で約10羽 が採集 されているが,そ の後確

認 されず,絶滅 したと認められている。

469ウ ソ Pyrrん
“
′α ρyγ″

"`α
(L innaeus)

べニバラウソ Py,7ん
“
′α ρyrrれ′c cα ssれ ,J Baird

南千島,本州 (長野,富山,島根 )

迷鳥として,ま れに記録 される。

アカウソ arrれ′α ρy77れ′αケOSα Caα SeebOhm

北海道 (W),ネ L文島,利尻島,本州 (W),隠岐,四国 (W),九州 (W),伊豆諸

島 (神津 )

冬鳥として渡来するが,利尻岳に夏期生息繁殖するものは,こ の亜種 と思われ

る。

ウソ Pyrrん
“
′α pyrrλ 2`α grJsaわ

“
″,s Lafresnaye

北海道 (B,W),南千島 (B),本 州北部 (B,W),本州南部 (W),佐渡 (W),四

国(W),九州 (W),対馬 (W),伊豆諸島 (大島,神津,八丈 )

北海道の森林および本州中部以北の亜高山帯の森林で繁殖 し,冬期は山麓およ

び平地に移動する。

470コ イカル  Eορλοπα πjgrα
,ο r」α Hartert

コイカル  Eορ力ο
“

πなヶα:ο 7Jα

“
なヶαιοr」α Hartert

本州 (W),四国 (W),九州 (W),対馬 (W),伊豆諸島 (新島,八丈 ),小笠原群島 (父

島),南部琉球 (西表,与那国 )

冬鳥として渡来するが,少ない。西日本,南部琉球には比較的多い。

47:イ カル Eορλα
“

persο mια (Temminck&Schlegel)

イカリレ Eορλοπα ρersο烈露α ρersοπαια (Temminck&Schlegel)

北海道 (B),南千島,本州 (B,W),佐渡 (W),隠岐,四 国 (W),九 州 (B?
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W),対馬, 伊豆諸島 (三宅,八丈),小笠原群島 (父島),南部琉球 (与那国)

本州以北で繁殖するが,九州で も夏期生息が認められている。

472シ メ Cο ccο ιλγα
“
sた s cο ccο

"rα

usた s(L innaeus)

シベリアシメ Cο ccο 流7αしsた s cο ccο

"rα

osた s cο cCο あ7αιSた S(L innaeus)

北海道 (石狩,野幌),南千島 (エ トロフ),本州 (青森,長野,福井,鳥取 )

まれな冬鳥として渡来する。

ンメ Cο ccο

"γ

α2sた s cο ccο

"rα

υsた s JαροπjC●S Temminck&Schlegel

北海道 (B),本州 (B,W),佐 渡 (W),隠岐,四国 (W),九 州 (W),対馬 (W),

屋久島 (W),伊豆諸島 (大島W,三宅W,八丈W,鳥島),小笠原群島 (父島,母

島),硫黄列島 (硫黄島),中部琉球 (沖縄),南部琉球 (宮古W,石垣 ,西表,竹

富,黒島,与那国)

北海道で繁殖 し,本州以南には冬鳥 として渡来するが,福島県 と長野県から繁

殖の記録が知 られる。

ハ タオ リ ドリ科 PLOCEIDAE

473ニ ュウナイスズメ Pcssar r“ ″′απs(Temminck)

ニュウナイスズメ Pα sser r“ ″′απs r●ι″απs(Temminck)

北海道 (B),南千島(B),本州北部 (B,W),本州南部 (W),四 国(W),九州

(W),伊豆諸島 (八丈W),北部琉球 (奄美 )

本州中部以北の平地および山地で繁殖 し,冬には暖地へ移動する。

474スズメ Pα ssθグποttαπ2s(L innaeus)

スズメ  Pα ssar ποttαπ
“
s sα ιυ7α ιLs Steineger

北海道 (B,W),礼 文島 (B,W),利尻島 (B,W),南 千島 (エ トロフB,W,ク ナ

シリB,W),本州 (B,W),佐渡 (B,W),隠岐 (B,W),四 国 (B,W),九州 (B,

W),対馬 (B,W),屋 久島 (B,W),種子島 (B,W),伊 豆諸島 (大島 B,W,利

島 B,W,新島 B,W,神津 B,W,三宅 B,W,御蔵 B,W,八丈 B,W,青 ヶ島),

北部琉球 (B,W),中 部琉球 (B,W),南部琉球 (B,W),大東群島 (北大東島B,

W,南大東島 B,W)

留鳥として多数生息する。
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ム ク ドリ科  STURNIDAE
475シベリアムク ドリ Sれ r● 2S S'■ 7πι■●S(PaH aS)

小笠原群島

迷鳥として 1例の記録がある。

476コ ムク ドリ Sι
“
ヶ
"●

s pλ ′Jj解,`π sjs(Forster)

北海道 (B),利 尻島 (B),天売島 (B),南千島 (B),本州北部 (B),本州南部 ,

佐渡 (B),四 国,九州,男女群島,屋久島,種子島,伊豆諸島 (三宅,御蔵,八

丈,鳥島),小笠原群島,中部琉球 (沖縄,伊江),南部琉球 (宮古,石垣,西表),

大東群島 (北大東島,南大東島)

本州中部以北には夏鳥 として多数渡来する。九州では秋期大群で通過する。

477カ ラムク ドリ Sれ 7π,SSれ 0●SJS(Gmelin)

本州 (茨城,埼玉,東京),硫黄列島 (北硫黄島),南部琉球 (石垣 )

迷鳥として,ま れに渡来するにす ぎない。

478ム ク ドリ Sιυ
“

us cれerα ca2s Temminck

北海道 (B,W),天売島(B),南千島 (B),本州 (B,W),佐 渡 (B,W),四国(B,

W),九州 (B,W),伊豆諸島 (大島 B,W,八丈W),小笠原群島 (聟島,父島 ,

母島),硫黄列島 (北硫黄島),北部琉球 (奄美W),中部琉球 (沖縄W),南部琉球

(石垣,西表,与那国,尖閣),大東群島 (南大東島 )

本州以北には留鳥 として多数生息するが,九州以南では少ない。北海道でも冬

期残るものがあり,伊豆大島では繁殖するものがふえている。

コウラ イウグイス科  ORIOLIDAE
479コ ウライウグイス OrJο′●s“だ

“
●s,s Linnaeus

コウライウグイス OrJοれs cttπ

“
sJs aJfF●s●s Sharpe

本州 (山 口県角島1965年 5月 7日 ,1966年 5月 9日 ),対馬

まれな旅鳥として春期記録 されている。上記のほかに埼玉1972年 5月 27日 ,高

知1970年 5月 3日 の観察記録がある。

t u y/{, f:+ ARTAMTDAE

480 t U y/\, Artamus leucorhgnchus (l-innaeus)

tUy l\, Artamus leucorhgnchus leucorhgnchus (Linnaeus)
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南部琉球 (西表1973年 4月  1羽観察 )

迷鳥として 1例がある。

カ ラス科 CORVIDAE

48:カケス Garr“ ′
“
sg′α′ガαrれs(Linnaeus)

ミヤマカケス Gα rr“′●sg`α
"α

rれsら 7α7:d"J Eversmann

北海道 (B,W),南 千島 (ク ナシリ)

北海道の平地および山地の林に,留鳥として分布する。

カケス Garr・′
“

gJα貿滋rJ●sプαροπ
'C●

S TemminCk&SChlegel

本州 (B,W),四国(B,W),九州北部 (B,W),対馬,伊豆諸島 (大島 )

低い山の林に多く繁殖 し,冬 は暖地へ移動するもの もある。

サ ドカケス Gα 77●′●Sgた商 rれ
'3oれ`α

t'α e Takatsukasa

佐渡 (B,W)

留鳥として佐渡 ヶ島に分布する。

ヒュウガカケス Gα 77● J●Sg′απdα 7れSあれ子
“

,sゴ S Momiyama

本州 (伊豆半島南端 B,W),九州南部 (B,W)

上記のごく限られた地域に,留鳥として生息する。

ヤクシマカケス Gα 7r●′
“
S gJα

'dα
″
“

07ガ Kuroda

屋久島 (B,W)

山地の林で繁殖するが,多 くない。

482ル リカケス Garr“ んs′ jd,λ J Bonaparte

北部琉球 (奄美 B,W,徳之島 B,W)

上記の島だけに分布する特産種であるが,徳之島では近年数が減っている。

483オナガ Cyc●οpゴ cα cyα

“
α (Pallas)

オナガ Cy“(が cc cyα ″αノαρο,た。 ParrOt

本州北部 (B,W),本州南部,九州北部

かつては兵庫,島根,佐賀,福岡,宮崎にも生息 していたが,現在は岐阜,愛

知両県以西には分布 しないらしい (た だし,兵庫県では1966年 に 6羽 ,1967年に

1羽が記録 されている)。

484カササギ Pたαpたα(Linnaeus)

lθθ



カササギ Pjcc ρjca serた oα Gould

九州 (福岡 B,W,佐賀 B,W,長崎 B,W,熊本 )

佐賀平野を中心に,留鳥として生息 している。

485ホ シガラス Ⅳ
“

jfrar cα ryο cαれctes(Linnaeus)

ハシナガホシガラス Ⅳ
“

Jf“gα cα ryο cαれCたS爾
“

rο 7λy,CλοS Brehm

九州 (福岡県早良郡残島1923年 2月 )

迷鳥として 1例がある。

ホ シ ガ ラ ス  Nし cjfrar Cα ryο CCtCCた S,αρο●JCα  Hartert

北海道 (B,W),南千島(B,W),本州 (B,W),佐渡,四国(B,W),九州,伊

豆諸島 (大島)

九州では福岡県沖ノ島,大分県,熊本県等で観察 されている。

486コ クマルガラス Cο rυ

“
s"οπ

`れ
′α Linnaeus

コクマルガラス Cο rυιs ποπ配
“
′αあ●しrJc“ Pallas

北海道 (札幌,函館),本州 (山形,神奈川,福井,静岡,山口),九州 (福岡,長

崎,熊本),南部琉球 (石垣 )

まれな冬鳥として渡来するが,1'973年春には熊本市で, ミヤマガラスの大群に

混じる50羽以上が観察 されている。

487ミ ヤマガラス Cο rυ●s′rt`gブ ルg“s Linnaeus

ミヤマガラス Cο rυ

“
s frttg,ルgιs r)α

"力
αι07 Gould

本州,四国,九州 (W),対馬,五島列島,大東群島 (南大東島)

九州北部および中部には冬鳥として渡来するが,その他の地方ではまれである。

488ハ シボソガラス Cοτυ
“
s cOrο

"e Linnaeus
ハシボソガラス COrυ

“
S C07“

`Orた
πれ」お Eversmann

北海道 (B,W),礼文島 (W),利尻島 (W),南千島 (B),本州 (B,W),飛島,粟

島,佐渡 (B,W),隠岐,四国(B,W),九州 (B,W),対馬 (B,W),壱岐,五

島列島,伊豆諸島 (大島,新島,三宅,八丈),小笠原群島 (父島),硫黄列島 (北

硫黄島),中部琉球 (沖縄 )

留鳥として生息するものが多い。

489ハ シブトガラス Cοァυ●s mκ夕ο7λ J●cλοs Wagler

ハシブトガラス Cοグυ●s παcrο′力y,cんοs′αpοποπsJs BOnaparte

北海道 (B,W),礼文島 (B,W),利尻島 (B,W),南 千島 (B,W),本州 (B,W),

lθ4



佐渡 (B,W),隠岐 (B,W),四国(B,W),九州 (B,W),五島列島,屋久島 (B,

W),種子島 (B,W),伊豆諸島 (B,W),小笠原群島,大東群島

市街地,海辺,山地等に生息 し,そ の数は多い。小笠原群島では1889年に採集

されている。

リュウキュウハシブトガラス Cο 7υ●s παcrο rλy,cλοs cοπ
"ι

cた●s Stresemann

北部琉球 (奄美 B,W,徳之島,喜界 ),中部琉球 (沖縄 B,W,座間味,久米 ),

南部琉球 (宮古 )

留鳥として生息する。

オサハシブトガラス Cο rυ

“
s macrο ァんy,cんοs οsα ゴOgawa

南部琉球 (石垣 B,W,西表 B,W,竹富,小浜,黒島 B,W,新城,波照間)

留鳥として生息する。

チョウセンハシブトガラス Coァυ●s παcrο rλ yπ cλοs mαπごsλ

“
rじ c●s Buturlin

対馬 (B,W)

対馬全島に分布する。

490ワ タリガラス Cο 7υ●s cο グα″ L innaeus

ワタリガラス Cο 7υ●s cο ,α″脆πおcλα″c●s DybOwski

北海道 (W),礼文島(B?),利尻島(B?),南千島 (B)

北海道に冬鳥として渡来する。礼文島,利尻島,知床半島では繁殖するものが

あると言われるが,巣卵の発見はまだない。

rθ5
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アカハラ 8θ

アカハラダカ 23
アカハラツパメ 68
アカヒゲ 76
アカマシヨ 99
アカモズ 7`

アカヤマドリ 29
アサクラサンショウクイ 71
アジサシ イ8

アシナガウミツパメ 5
アトリ 97
アナドリ `
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アマサギ lθ

アマツパメ 6θ

アマミコゲラ 65
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アマミヒヨドリ 72
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ウミウ 7
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ア

イイジマムシクイ ∂5
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イカルチドリ 35
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ォォアジサシ 47,4∂

ォオカラモズ' 74

ォォカワラヒワ 98
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ォォクイナ 31

ォオグンカンドリ ∂
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オガワミツサザイ 75
オキナワシジュウカラ 9θ
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ォサハシブトガラス コθ5

ォシドリ 17
オジロトウネン 37

ォジロビタキ 86

ォジロワシ 22
ォーストンウミツパメ 5
ォーストンオオアカゲラ 64

ォーストンヤマガラ 9θ

ォナガ lθθ

ォナガガモ 19

ォナガミズナギドリ 4
ォニアジサシ 47
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オリイコゲラ 66

ォリイヤマガラ ∂9

カ

カイツプリ コ

カケス lθ 3

カゴシマアオゲラ 63
カササギ lθ 3,lθ

`
カシラダカ 94
カタジロワシ 25
カツオドリ 7
カッコウ 56
カナダヅル θθ

カモメ `6
カヤクグリ 76
カラアカハラ 8θ

カラシラサギ 11

カラスバト 53
カラフトアオアシシギ `θ

カラフトウグイス θ2

カラフトコガラ 88
カラフトコチョウゲンポウ

カラフトチュウヒパリ 67

カラフトビンズイ 7θ

カラフトムシクイ ∂4

カラフトワシ 25
カラフトワシミミズク

カラムクドリ 」θ2

カリガネ 15
カルガモ 17
カワアイサ 21,22

カワウ 7
カワガラス 75

カワセミ 61,62

カワラヒワ 97
カンムリウミスズメ ,

カンムリカイツプリ

カンムリツクシガモ

カンムリワシ 25

キ

57

51

2

17

キアオジ 92,93

キアシシギ `θ

キガシラシトド 97
キガシラセキレイ 69
キクイタダキ 85
キジ 29
キジバ ト 54
キセキレイ 69
キタアマツパメ 6θ

キタキジ 29
キタキパシリ 91

キタシベリアジュリン 96

キタタキ 64
キタヤマドリ 28
キバシリ 91

キビタキ 86
キマユツメナガセキレイ 69
キマユホオジロ 9イ

キマユムシクイ θ
`

キュウシュウエナガ 88

キュウシュウキジ 29
キュウシュウコゲラ 65

27 キュウシュウゴジユウカラ 91

キュウシュウフクロウ 59
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キョウジョシギ

キリアイ θ9

キレンジャク

キンクロハジロ

ギンザンマシコ

キンバト 55
キンメフクロウ

37

58

ク

クイナ θI

クサシギ 4θ

クビワカモメ 47
クビワコウテンシ 66
クマゲラ 6イ

クマタカ 25
クロアシアホウドリ 3
クロアジサシ 49
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クロガモ 2θ
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クロサギ 12
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クロトキ 13
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クロハラアジサシ 47

ケ

ケアシノスリ

ケイマフリ

ケ :プ  36

ケワタガモ

24

51

コ

コアォアシシギ θ9

コアカゲラ 65
コアジサシ 49
コアホウドリ 2
コイカル lθθ

ゴイサギ 」θ

コウノトリ 12
コウミスズメ 52
コウライウグイス コθ2

コウライキジ 29
コオバシギ θ∂

コオリガモ 21

コガモ 17,18
コガラ 88
コカワラヒワ 97
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コクマルガラス コθ4

コグンカンドリ ∂

コゲラ 65
コケワタガモ 2θ

コサギ 11
コサメビタキ 87
コシアカツパメ 6∂

コシギ `θ

コシジロアジサシ `∂

コシジロウミツパメ 5
コシジロオオソリハシシギ 41

コシジロヤマドリ 29
コシャクシギ 42
ゴジュウカラ 9θ

コジュケイ 2∂

コジュリン 9θ

コチドリ 34
コチョウゲンポウ 27
コトラツグミ 79
コノハズク 57
コハクチョウ 16
コバシギンザンマシヨ 99
コバシチドリ θ6

コプハクチョウ 16
コベニヒワ 98
コホオアカ 94
コマドリ 76
ゴマフスズメ 97
コマミジロタヒバリ 70
コミズナギドリ 4
コミミズク 57

サ

サカツラガン 16
サケイ 53
ササコイ コθ

サシバ 2`
サドカケス Iθθ

サバクヒタキ 7∂

サメイロオオコノハズク 5∂

サメビタキ 86
サルハマシギ θ∂

サンカノゴイ 8,9
サンコウチョウ ∂7

サンショウクイ 71,72

ン

7イ

2θ

99

ショクコゲラ 65

シコクヤマドリ 2θ

シジュウカラ 9θ

シジュウカラガン 14

シチトウメジロ 92

シノリガモ 21

シベリアアオジ 95
シベリアアリスイ 6θ

シベリアオオハシシギ 39

シベリアオオモズ 74

シベリアシメ lθ」

シベリアジュリン 96

シベリアハヤブサ 26
シベリアムクドリ lθ2

ンマアオジ 95
シマアカモズ 74

シマアジ 19
シマエナガ 87
シマキジ 29
シマクイナ 32

lθ9

コムクドリ コθ2

コメボソムシクイ 84
コモンシギ 39
コヨシキリ 83
コルリ 77



シマゴマ 77
シマセンニュウ 83
シマノジコ 95
シマハヤブサ 26
シマフクロウ 57
シマメジロ 91

シメ lθ l

ジュウイチ 55
ショウドウツパメ 67
ジョウビタキ 7∂

シラオネッタイチョウ 6
シラガホオジロ 93
シラコバト 54
シラヒゲウミスズメ 52
シロアツサシ 5θ

シロエリオオハム 1
シロガシラ 72
シロカモメ 46
シロチドリ 35
シロハヤブサ 26
シロハラ ∂θ

シロハラクイナ 32
シロハラゴジュウカラ 9θ

シロハラチュウシャクシギ 42
シロハラトウゾクカモメ 45
シロハラホオジロ 93
シロハラミズナギドリ 3
シロフクロウ 56

ス

ズアカアオバト 55
ズグロカモメ 46
ズグロチャキンチョウ 95
ズグロミゾゴイ 9,lθ

スズガモ 2θ

スズメ lθ」

セ

セイタカシギ 44
セグロアジサシ 49
セグロカモメ 45
セグロセキレイ 7θ

セグロミズナギドリ 4,5
セジロタヒバリ 71

セッカ ∂5

センダイムシクイ 85

ソ

ゾウゲカモメ `7
ソデグロヅル θl

ソリハシシギ 41

ソリハシセイタカシギ 44

タ

チゴハヤブサ 27
チゴモズ 73

チシマウガラス 8
チシマウミバト 5θ

チュウサギ 11

チュウジシギ 43
チュウシャクシギ 42
チュウダイサギ 11

チュウダイズアカアオバト 55
チュウヒ 26
チョウゲンポウ 27
チョウセンアオバズク 58
チョウセンエナガ 88
チョウセンオオタカ 23
チョウセンハシブトガラス Iθ5

ツ

ダイサギ 11

ダイシャクシギ 41

ダイゼン 36
ダイトウコノハズク 58
ダイトウノスリ 24
ダイトウハシナガウグイス 82
ダイトウヒヨドリ 7θ

ダイトウミツサザイ 75
ダイトウメジロ 92
ダイトウヤマガラ ∂9

タイリクワシミミズク 57
タイワンコジュケイ(テッケイ)

28

タイワンヒヨドリ 7θ

タカプシギ `θ

タゲリ θ6

タシギ 4θ

タネアオゲラ 6θ

タネコマドリ 76
タネヤマガラ 89
タヒバリ 71

タマシギ 34
タンチョウ θθ

チ

ツクシガモ 17
ツグミ ∂1

ツシマコゲラ 65
ツツドリ 56
ツノメドリ 52
ツバメ 68
ツパメチドリ 4`
ツミ 23
ツメナガセキレイ 69
ツメナガホオジロ 96
ツリスガラ ∂θ

ツルクイナ 33
ツルシギ θ9

ア

テッケイ 2∂

ト

トウカイキジ 29
トウゾクカモメ イ5

トウネン 37
トウホクオオアカゲラ 64
トウホクフクロウ 59
トキ Iθ

トビ 22
トモエガモ コ∂

トラツグミ 79
トラフズク 57

ナ

I」θ



ナキイスカ 99
ナベコウ 」θ

ナベヅル θθ

ナミエオオアカゲラ 6イ

ナミエヤマガラ 9θ

ナンヨウマミジロアジサシ 48

ニュウナイスズメ l θl

ノ

ノガン θθ

ノグチゲラ 6θ

ノゴマ 77
ノジコ 95
ノスリ 2`
ノドグロッグミ 81
ノハラツグミ θI

ノビタキ 7∂

ハ

ハイイロアジサシ 49
ハイイロウミツパメ 5
ハイイロガン 14
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ハチクイ 62
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ハチジョウツグミ 81
ハハジマメグロ 92
ハマシギ θ∂
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ハヤブサ 26
ハリオアマツパメ 6θ

ハリオシギ イθ

ハリモモチュウシャク イ2
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ヒ

ヒガラ ∂9

ヒクイナ 32
ヒゲガラ 81
ヒシクイ 15
ヒドリガモ 」∂

ヒバリ 67
ヒパリシギ 37
ヒメアマツパメ 6θ

ヒメイツヒヨ 79
ヒメウ ∂

ヒメウズラシギ 37

ヒメクイナ 31,32

ヒメクロアジサシ 49,5θ

ヒメクロウミツパメ 5
ヒメコウテンシ 67
ヒメシジュウカラガン 14
ヒメシロハラミズナギドリ θ

ヒメノガン 33
ヒメハジロ 21

ヒメヒシクイ・ 15

ヒュウガカケス lθθ

ヒヨドリ 72
ヒレンジャク 75
ビロードキンクロ 2θ

ビンズイ 7θ,71

フ

フクロウ 59
ブッポウソウ 62
フルマカモメ θ

ベニアジサシ 48
´ヾ

=ニ
バト 54

ベニバラウソ コθθ

ベニヒワ 98
べニマシコ 99,lθ θ

ヘラサギ 13
ヘラシギ θ∂

ホ

ホウロクシギ 42
ホオアカ 9θ

ホオジロ 93
ホオジロガモ 21

ホオジロハクセキレイ 7θ

ホシガラス コθイ

ホシハジロ 19
ホトトギス 56
ホンシュウコゲラ 65
ホントウアカヒゲ 77

マ

マガモ 17
マガン コイ,15

マキノセンニュウ 8θ

マダラウミスズメ 51
マダラチュウヒ 26
マナヅル 31

マヒワ 98
マミジロ 79
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マミジロアジサシ 49
マミジロキビタキ 85
マミジロクイナ 32
マミジロタヒバリ 7θ

マミジロツメナガセキレイ 69
マミチャジナイ 8θ

マリアナヨシゴイ 9

モ

モウコメダイチドリ 35
モズ 7θ

モスケミツサザイ 75
モミヤマフクロウ 59
モリ`ツバメ  Iθ2

ヤ

ヤイロチョウ 66
ヤクシマカケス fθ 3

ヤクシマヤマガラ 89
ヤツガシラ 62
ヤブサメ ∂2

ヤマガラ θ9

ヤマゲラ 6θ

ヤマシギ 42
ヤマショウビン 61

ヤマセミ 61
ヤマドリ  2∂

ヤマヒバリ 76

リュウキュウガモ 16
リュウキュウカラスバト 5θ

リュウキュウキジバト 54
リュウキュウキビタキ 86
リュウキュウクロアジサシ 49
リュウキュウコゲラ 65
リュウキュウコノハズク 57
リュウキュウサンコウチョウ

リュウキュウサンショウクイ

リュウキュウズアカアオバト

リュウキュウツパメ 6θ

リュウキュウツミ 23
リュウキュウハシブトガラス

リュウキュウヒクイナ θ2

リュウキュウヒヨドリ 72
リュウキュウメジロ 91

リュウキュウヨシゴイ 9

ル

ルリカケス

ルリビタキ

87

72

55ミカドガン 16
ミコアイサ 21

ミサゴ 22

ミゾゴイ 9
ミツサザイ 75
ミツユビカモメ 47
ミフウズラ θθ

ミミカイツプリ 2
ミヤケコゲラ 65
ミヤコショウビン 61

ミヤコドリ θイ

ミヤマカケス lθθ

ミヤマガラス lθ
`

ミヤマシトド 97
ミヤマホオジロ 94
ミユビゲラ 66
ミユビシギ θθ

ム

l θ5

ムギマキ 86
ムクドリ 」θ2

ムコジマメグロ 92
ムナグロ 36
ムネアカタヒバリ 71
ムラサキサギ 12

メ

メグロ 92
メジロ 91

メジロガモ 19
メダイチドリ θ5

メボソムシクイ θ
`メリケンキアシシギ `θ

ユ

ユキホオジロ 96,97
ユリカモメ 45

ヨ

ヨシガモ 18
ヨシゴイ 9
ヨタカ 59
ヨナクニカラスパト 53
ヨーロッパビンズイ 7θ

フ

ライチョウ 27

リ

リュウキュウアオバズク 59
リュウキュウアカショウビン

61

リュウキュウウグイス ∂2

リュウキュウオオコノハズク

58

ワキアカツグミ 81
ワシカモメ `6
ワシミミズク 56
ワタリガラス I θ5

レンカク

Iθθ

77

レ

θ4

ワ

112



索引 A
Aconthis flammeo 98

Acanthis
hornemanni 98

Accipiter genttlis 23

Accipiter guloris 23

Accipiter nisus 23

Accipiter soloensis 23

Acroceplwlus aed,on 84

Acroceplwlus
arurdinaceus 84

Acroceplwlus
bistrigiceps 83

Aegitlnlos cattd,orus 87

Aegolius frmereus 58

Aegypius mormchus 25

Aethia cristalella 51

Aethio psittacula 52

Aethia pusilla 52

Aethia pggimea 52

Air galericulata 17

Alaud,a aroensis 67

Alceilo otthis 61

Amaurornis
phoenicurus 32

Arws ocuta 19
Anos omericana 18

Arns clgpeata 19

Anas crecca 17
Atws falcola 18

Atws formosa 18

Arws penelope 18
Arlua,s platgrhgnchos 17
Arns poecilorhgnglw 17

Arns qtrcrq,u,edula 19

Anos strepera 18

Anous albus 50

Anous cerulea 49

Anous stolid,us 49

Anous tenuiroslris 49

Anser olbifrons 14

Anser anser 14

Anser caerulescens 15

Anser carwgicus 16

Anser cggnoides 16

Anser ergthropus 15

Anser fabalis 15

Anthropoides nirgo 31

Anthus ceroinus 71

Anthus godlewskii 70

Anthus gustaoi 71

Anthus hod.gsoni 70

Anthus
nooaeseeland,iae 70

Anthus spinoletto 71

Anthus lriaialis 70

Apalopteron familiare 92

Apus affinis 60

Apus pocificus 60

Aquila chrgsaelos 25

Aquila clanga 25

Aquilo heliaca 25

Ardea cinerea 12

Ardea purpurea 12

Ardeola bacchus 10

Arernria interpres 37

Artamus
leu.corhgnchus 102

Asio flammeus 57
Asio otus 57
Agthya boeri 19
Asthya feriru 19

Agthgo fuligula 20
Agthga rnarila 20
Agthga ngroco 19

Aythya oalisineria 19

B
Bornbusicola

thoracica 28

Bornbgcilla garrulus 74

Bombgcilla japonica 75

Botaurus stelloris 8

Brachgramphus
narrnoralus 51

Bronta bernicla 14

Branta carndensis 14

Bubo bubo 56

Bubulcus ibis 10
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Bu,ceplwla albeolo 21

Buceplwla clangula 21

Bulweria bulwerii 4

Butaslur indicus 24

Buteo buteo 24
Buleo hemilasius 24
Buteo logopus 24
Butorides striatus 10

C

Caland.rella cinerea 67
Colcorius lapponicus 96
Calidris ocuminala 38
Calidris alpim 38
Calidris baird,ii 37
Calidris canutus 38
Calid,ris ferrtginea 38
Colidris melonotos 38
Colidris minutillo 37
Calidris ruficollis 37
Calid,ris temminchii 37
Calid.ris

tenuirostris 38
Colonectris

leucomelas 4
Caprimulgus indicus 59
Cordrrclis sinica 97
Corduclis spinus 98
Carpodacus

ergthrinus 99
Carpodncus roseus 99
Cepphus carbo 51

Cepphus colunbo 50
Cerorhinca

tnonocerata 52
Certhia farniliaris 91

Cergle lwuhris 61

Cettia diphone 82
Cettia sqtmmeiceps 82
Chaetura caudacuta 60
Chalcophaps ittdica 55
Clnradrius

alezandrinus 35
Charodrius asiaticus 36
Charadrius dubius 34

Clnrad,rius hiaticula 34
Clarad,rius

leschernultii 35

Charad.rius mongolus 35
Clnrad,rius placidus 35
Clwrmoproctus

ferreorostris 100
Ciconia ciconio 12

Ciconia nigra 13

Cinclus pallosii 75

Circus aenqinosus 26
Circus cgoneus 25

Circus melanoleutos 26
Cisticola jrmcidis 85
Clangula hgemalis 21

Coccothroustes
coccothrausles 101

Columba janthirn 53
Colunba j ougi 53
Columbo oersicolor 54
Corocira

meloschistos 71

Corous corat 105

Corous corone 104

Corous fnqilegus 104

Corous
macrorhynchos 104

Corous monedula 104

Coturnir coturnir 28
Crocethia albo 38
Cuculus canorus 56
Cuculus fugot 55
Cuculus

polioceplwlus 56
Cutulus saturatus 56
Cgonopico cgana 103

Cganqtila
cganomelarn 86

Cggnus columbianus 16

Cggnus cggnus 16
Cggnus olor 16

D
Delichon urbica 68
Dendrocopos hizu*i 65

Dendrocopos leucotos A
Dend,rocopos major 64
Dend,rocopos minor 65

Dendrocggna jaaanica 16
Dend,rotnnthus

indicus 69
Diomedea albatrus 2
Diomedeo

immulabilis 2
Diomed.ea nigripes 3
Drgocopus jooensis 64
Drgocopus narlius 64

E
Egretta albo 11

Egretta eulophotes 11

Egretta garzelta 11

Egretto intermedia 11

Egretta sacra 12

Emberiza aureolo 95
Emberizo

chrgsophrys 94
Emberiza cioides 93
Emberiza cit,rinello 92
Emberiza elegons 94
Emberiza fucata 93
Emberiza

leucocephnla 93

Emberiza
melanoceplwla 95

Emberizo p,llosi 96
Emberiza pusilla 94
Emberiza rustico 94
Emberiza rutilo 95
Emberizo

schoeniclus 96
Enberiza

spod,oceplnla 95

Emberiza sulphurata 95
Emberiza tristrami 93
Emberiza oariabilis 96
Emberiza gessoensis 93
Eophorn migratoria 100
Eophom personato 100
Eremophilo alpestris 67
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Eritlncus okthige 76

Eritlwcus calliope 77

Eritlucus cgane 77

Eritlu,cus koma.dori 76

Eritlu,cus sibilans 77

Eritlracus soecicus 77

Eudromias
morinellus 36

Eurgnorhgnchus
pggmeus 38

Eurgstomus
orienlalis 62

F
Falco colunbarius 27

Falco peregrinus 26

Falco ruslicolus 26
Falco subbuleo 27
Falco timunculus 27
Ficedula mr4imahi 86
Ficedula rnrcissirn 86
Ficedula paroo 86
Ficedula zonthopggia 85
Fratercula

corniculota 52
Fregata ariel 8
Fregoto minor 8
Frinsillo

montifringilla 97
Fulica atro 33
Fulrnarus glacialis 3

G

Gallicret cinerea 33
Gollimgo gollinago 43
Galliruso harduickii 43

Gallimgo megala 43

Gallirwso solitaria 43
Gollimgo stenura 43

Gallinula chloropus 32

Garrulus glandtrius 103

Garrulus lid.thi 103

Gaoio a.damsii 1

Gorsia arctica 1

Gaaia wcifica 1

Gooio stellato I
Gloreola mald,ioorum
Gorsahius goisagi I
Gorsohius

melanolophus I
Grus canadensis 30

Grus grus 30
Grus joponensis 30
Grus leucogeranus 31

Grus monaclw 30

Grus uipio 31

H

Haemotopus
ostralegus 34

Halcyon coromond,a 61

Halcgon migakoensis 61

Halcgon pileota 61

Haliaeetus albicilla 22
Haliaeelus palogicus 23

Himantopus
himontopus U

Hirudo d,ourica 68
Hirmd,o rustica 68
Hirudo tahitica 68
Hi strionicus

histrimicus 21

Hgdrophosionus
chirurgus 34

Hgpsipetes arnaurotis 72

I
Irobrgchus

cimnnnomeus I
Irobrgchus

eurhglhmus I
Itobrgchus sinensis I

J
Jgra torq,uilla 63

K
Kettqo blakistoni 57

L

Logopus mutus 27
44 Lanius buceplwlus 73

Lanius crislatus 74

Lanius ercubitor 74

Lanius sphenocercus 74

Lanius ligrinus 7&

Larus argentatus 45
Larus canus 46
Lorus crassirostris 46
Lorus eburneus 47
Larus gloutescens 46
Larus hgperboreus 46
Lorus ridibutd,us 45

Larus sabini 47
Larus sowrdersi 46
Larus schistisagus 45
Larus tridactglus 47
Leucosticte orctoo 98
Limicola falcinellus 39
Limnodrornus

scolopaceus 39
Limnod.romus

semipalmotus 39
Limosa lapponica 41

Limosa limosa 41

Locuste lla
fasciolala 83

Locustella
lonceolato 83

Locustella
ochotensis 83

Loria curoiroslra 99
Loria leucoptera 99
Lwdn cirrlnta 52
Lymnocrgpte s

minimus 43

M
Megolurus prgeri
Melanitta fusca
Melanitta nigro
Melanitta

per spici llala
Melanocorgpha

bimaculata 66

83
20
20

20
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Mergus albellus 21

Mergus nergonser 21

Mergus serrotor 21

Merops ortwlus 62

Microsarcops
cinereus 36

Milous migrans 22
Monticola gularis 79

Molacilla alba 69
Motacilla cinerea 69
Motacilla cilreola 69
Motacilla flaoo 69
Motacilla grandis 70

Muscicapa
griseisticta 87

Muscicopa
latirostris 87

Muscicapa sibirica 86

N

Netta rufina 19

Ninor scutulata 58
NiTryonia ni'ppon 13
Nucifraga

caruocatactes 104

Numenius orq,uata 41

Nutnenius
madagascariensis 42

Numenius minutus 42
Nrtrnenius phaeopus 42
Numenius tohi,iensis 42
Numenius

tenuirostris 42
Nyctea scandiaca 56
Nycticorar

caledonicus 10
Ngcticorar

nycticorar 10

o
Oceanites oceanicus 5

Oceanod,roma caslro 5

Oceanod.roma furcala 5

Oceanodroma

leutorhoo 5

Oceanodromo
matsudoirae 6

Oceanodroma
monorhi s 5

Oceanod.roma

tristromi 5

Oenonthe d,e serti 78

79 Oernnthe isabellina 78

Oernnthe oenanthe 78

Oriolus chinensis 102

Otis tardn 33
Otis tetrax 33
Otus bakkamoern 58
Otus scops 57

P
Pandion haliaetus 22
Panurus biarmicus 81

Parus ater 89
Parus major 90
Porus monlonus 88
Parus polustris 88
Parus oarius 89
Passer monlanus 101

Passer rutilans 101

Pe leconus
philippensis 6

Pericrocolus
diaaricatus 71

Pernts apiuorus 22
Phaethon lepturus 6

Plwethon rubricauda 6

Plwlocrocoror carbo 7

Pholacrocorat,
filomentosus 7

Plnlacrocoraz
pelogicus I

Phalacrocorat urile I
Phaloropus

fulicarius 44

Phalaropus lobalus 44
Phasianus colchicus 29
Phasianus

soemmerringii 28

Philomachus ptqnoz 39
Phoenicurus auroreus 78

Phylloscopus
borealis 84

Phglloscopus ijimoe 85
Phglloscopus

inornatus 84
Phylloscopus

occipitalis 85
Phglloscopus

proregulus 84
Phylloscopus

tenellipes 85
Pica pica 103

Picoides tridactglus 66
Picus awokera 63
Picus canus 63
Pinicola enrrcleotor 99
Pitta brachgura 66
Plotalea leucorodia 13

Plataleo minor 13
Plectrophernt

nitnlis 96

Pluoialis dominica 36
Pluoialis sgtntorolo 36
Podiceps ouritus 2
Podiceps cristalus 2
Podiceps grisegena 2
Podiceps nigricollis 1

Podiceps ruficollis 1

Poliolimrws cinereus 32
Polyslicta stelleri 20
Porzana eq,uisita 32
Porzono fusco 32
Porzarw pusillo 31

Prrnello collaris 75

Prrmella montonello 76

Prm,ella rubid.a 76

Pterod,roma erterno 3
Pterod,roma

hgpoleuta 3
Pterodroma

longirostris 3

Pterod.roma soland.ri 3

Puffinus carneipes 4
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Puffinus griseus 4

Puffinus lherminieri 4

Puffinus rwtil)italis 4

Puffinus pacificus 4

Puffinus tenuiroslris 4

Pycnonotus sizeasis 72

Pgrrhula pgrrhula 100

R

Ralliru eurizonoides 31

Rallus aquoticus 31

Recuruiros tra
ooocetta 44

Regulus regulus 85

Remiz pendulinus 88

Riparia riparia 67

Rostratulo
benghalensis 34

S

Sapheopipo nogurhii 63

Saricola lorqrnta 78

Scolopar mira 42

Scolopar rusticola 42

Sitta europaea 90
Somolerio

spectobilis 20

Sphenurus formosae 55

Sphenurus siebold,ii 55

Spilornis cheela 25

Spizaetus nipalensis 25

S te rc orar ius
longicaud,us 45

S tercorarius
parasiticus 45

S tercorarius
pomarinus 45

Stercorarius skua 44

Sterrn albifrons 49

Sterrn aleutica 48

Sterna onaethetus 49

Sterna bergii 47

Sterrw caspia 47

Sterrm doqallii 48

Sterrn fuscota 49

Sterr'r. hirmd,o 48
Stenw hsbrido 47

Slerno leucoptero 47

Sterrn lunata 48

Sterna nigra 47
Sternn nilotica 48

Slerna sumatrana 48

Streptopelia
decaoclo 54

Streptopelia
orientalis 54

Streptopelia
tran4ucbarica 54

Sarix urolensis 59

Sturnus cineraceus 102

S turnus
philippensis 102

Srurzus sizensis 102

Sturnus slurninus 102

Sula d,actglatra 7

Sula leucogaster 7

Sula sulo 7

Sgnthliboramphus
anliquus 51

Sgnthliboramphus
uu"mizusu.me 51

Syrrhapte s

parad,orus 53

T
Todorna crislata 17
Tadorrw ferrrqinea 16

Tadorrw tadorno 17
Tarsiger cganurus 77

Terpsiphone
atrocaud,ata 87

Tetrastes bornsia 28
Thre skiorni s

melanocephalus 13

Tringa breoipes 40
Tringa ergthropus 39

Tringa glareolo 40
Tringa gutlifer 40
Tringa hypoleucos 41

Tringo incana 40

Tringa melanoleuca 40
Tringa nebuloria 40

Tringa ochropus 40

Tringa stogrntilis 39

Tringa totanus 39

Troglod.gte s

troglodgtes 75

T ryngi te s

subruficollis 39
Turdus cord,is 80

Turdus celaenops 80

Turdus chrgsolaus 80

Turdus dauma 79

Turdus horlulorum 80

Turdus iliacus 81

Turdus nawnanni 81

Turd.us obscurus 80
Turdus pallidus 80

Turdus pilaris 81

Turdus ruficollis 81

Turdus sibiricus 79

Turdus terrestris 79

Turnix suscilalor 30

U

Uprrya epops 62
Uragus sibiricus 99

Uria aalge 50
Uria lomuia 50

V
Vanellus uanellus 36

x
Xenus cinereus 41

Z
Zonotrichia

atricapillo 97

Zonotrichto iliaca 97

Z onotrichia
leucophrgs 97

Zosterops japonico 91
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日本鳥類目録改訂第 5版から除いた種および亜種について

日本産として記録された鳥で日本鳥類目録改訂第 5版から除いた種および亜種は,次

の表のとおりである。除外については,各委員の意見を参考にし,次の理由のひとつに

当たると判断した。

○標本または写真による証拠がない。

○写真はあっても不鮮明で確実な同定ができない。

○似た種が多く,写真による同定は困難である。

○標本はあっても,亜種の同定を十分に行う資料がそろっていない。

○外国産の飼鳥が不慮に逃げ出したものと推察される。

!ミ ナミオナガミズナギドリ Pィル●しsらυ′ル7J Salvin

小笠原群島父島沖 (1968年 11月 18日 )(小笠原の自然62ペ ージー文部省。文化庁 ,

1970年 )

2コ ウミツパメ 鳳α′οcyptem mた rο s伽
“

Coues

トカラ列島東方100キ ロの海上 (1968年 8月 6日 )(週刊世界動物百科127号 ,1973

年)

3ナンヨウヒメウ P脆′αcrοcο rα=πθ
`α
"′

e“
“

(Vieillot)

伊豆諸島八丈島(1955年 5月 11日)(鳥獣集報16巻 1号64ペ ージ,1957年 )

4ナ ンキンオシ Ⅳθ

“

αρ"cOr"4記a′ Jα,ぉ (Gmelin)

南部琉球与那国島(1972年 3月 22日 )(週刊世界動物百科70号 ,1972年 )

5オ オケワタガモ S“にた7ゴα πO′ JおSJ"協 (Linnaeus)

北海道根室落石湾 (1971年 2月 28日 )(野鳥36巻 7号27ペ ージ,1971年 )

6シロガシラトビ 鳳α′」αsれrJ夕ld“ (Boddaert)

北九州市門司区(1963年 ,1970年 1月 3日 )(小林桂助,原色日本鳥類図録一保

育社,1972年 ),東京都多摩川是政 (1974年 1月 )(未発表)

7ヒ メハイイロチュウヒ Cjrc●s pyprg“ (Linnaeus)

宮城県伊豆沼 (1967年 3月 4日 )(野鳥32巻 8号15ペ ージ,1967年 )

3キ ョクアジサシ Sたr,a"“dおα●α Pontoppidan

千葉県浦安 (1967年 4月 24日 )(野鳥32巻 7号27ペ ージ,1967年 )

9オ ニカッコウ E“し
“

η
"scο

′叩α
“
α(Linnaeus)
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南部琉球西表島(1970年 10月 8日 )(野鳥36巻 1号25ペ ージ,1971年 )

iOシベリアツメナガセキレイ 〃οたcJ′ ′αf′αυα ρ′
“
α(Thayer&Bangs)

男女群島(1970年 5月 3日 )(男女群島鳥類調査報告書29ペ ージー北九州野鳥の

会,1971年 )

iiキ タツメナガセキレイ 〃ο,α cゴ ′′α fJαυα爾∝70“′(StreSemann)

山口県角島 (1965年 5月 12日 )(野鳥31巻 1号12ペ ージ,1966年 ),男 女群島 (19

70年 4月 28日 -5月 3日 )(男女群島鳥類調査報告書29ペ ージー北九州野鳥の会,

1971年 )

i2タ イヮンハクセキレイ 〃ο,ccプ

“

ααめα οc●′αrお SwinhOe

男女群島 (1970年 4月 28日 ～5月 3日 )(男女群島鳥類調査報告書27ペ ージー北

九州野鳥の会,1971年 )

:3コ セジロタヒバリ スπttts gυs,αυJ meπzbた 7J Shulpin

南部琉球石垣島 (1927年 2月 15日 )(山階鳥類研究所報告30号94ペ ージ,1968年 )

i4カ ラ ア カ モ ズ  Lα
"れ

S C7お 施 :“ CrJSta'“ Linnaeus

青森県尻屋崎 (1938年 5月 8日 ),伊豆諸島鳥島(1955年 1月 ),福 岡県沖島 (1963

年5月 25日 )(山階鳥類研究所報告30号94ペ ージ,1968年 )

i5カ ラフトミソサザイ TrοgJοayたs,グοg′οヵたsあzrjc¨ DybOwski&TaczanOwski

新潟県佐渡郡加茂村河内(1953年 1月 5日 )(野鳥新潟 4号 4ペ ージ,1964年 ),島

根県浜田港馬島 (1938年 12月 )(鳥 78号21ペ ージ,1961年 一チョウセンミソサザイ

〔=カ ラフトミソサザイ〕として報告)

16シベリアセンニュウ Lο cぃた′Jα certttο Jα πれ07 David&Oustalet

北海道礼文島および利尻島 (1952年夏)(日 本鳥類目録改訂 4版70ペ ージ,1958

年)

:7ヤチセンニュウ I,ο c●sた″α meυ Jα πο夕
`ο

″α Sushkin

南千島クナシリ島 (1963年 6月 4日 )(V.A.Nechaev,Birds of the SOuthern

Kuriles,171ペ ージ,1969年 ),シ コタン島(1948年 8月 24日 )(A.I.GizenkO,

Birds of Sakhalin,282ペ ージ,1955年 )

,8ミ ヤマビタキ ″
“
scJcα

"ル
7昭れθα(HOdgSOn)

男女群島 (1971年 5月 )・ (週刊世界動物百科120号 ,1973年 )

19チ ョウセンオオルリ C″
“
∽tJ′αc"ηοπθ′α夕協 c“ma″

`Js Thayer&Bangs
北海道 (C.Vaurie,Birお of the Palearctic Fauna,第 1巻 326ペ ージ,1959
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年)

20キ タシマアオジ Eπ berゴ zα α●rω′ααしraοια Pallas

日本 (迷鳥)(c.vaurie,Birお Of the Palearctic Fauna第 1巻 692ペ ージ,

1959年 )

2iチ ョウセンオオジュリン Eπ berjzα scたo“ jc′

“
22′ Jjdjοr Hartert

新潟県柏崎市 (1956年 2月 28日 ,1965年 2月 28日 )(野鳥32巻 2号65ペ ージ,1967

年)

22サバンナシトド Aπποdrαπ
“

sα夕″
"た

ル,Sお (Gmelin)

宮城県伊豆沼 (1971年 1月 16日 )(野鳥37巻 7号36ペ ージ,1972年 ),茨城県潤沼

(1971年 3月 14日 )(野鳥37巻 7号37ペ ージ,1972年 ;週刊世界動物百科76号 ,

1972年 )

23チ ョウセンカワラヒワ Ccrd“ ′お sれ jcα uss“rた●sお (Hartert)

島根県浜田(1941年 3月 5日 )(鳥78号21ペ ージ,1961年 )

24ベニスズメ ス餃脚屹υα¨ 材ωα(Limaeus)

本州以南の草原で繁殖。

25ブンチョウ Pαごあ οryzJυ οrc(Limaeus)

本州以南の草原で繁殖。

26キ ンバラ Lοπd出 7α πα′αCCα α
'rた

α″

“

α(Vieil10t)

本州以南の草原で繁殖。

27ホ シムクドリ Stυr,ぉ υ●′gα 7お Linnaeus

鹿児島県出水市 (1969年 12月 27日 ～1970年 1月 5日 ,1974年 1月 4日 ～ 5日 )(野

鳥35巻 6号21ペ ージ,1970年 ),熊本県江津湖 (1973年 11月 ～12月 )(野鳥39巻 2

号42ペ ージ,1974年 )

12θ
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